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はしがき 

 

本書は ETOSWEB SERVER のセットアップについて説明します。 

 

ETOSWEB SERVER は、パーソナルコンピュータ等を使用し、社内外からインターネット／イ

ントラネットを経由し、NEC 製ホストコンピュータ(ACOS など)に接続し、各種オンライン業務

を行うことを可能とするサーバソフトウェアです。 

 

マニュアルの読み方については、［本製品のマニュアル構成］をご覧ください。 

 

本製品をご利用になるには、ネットワークマネージャが必要です。 

ネットワークマネージャがない場合、動作できませんのでご注意ください。 
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本製品のマニュアル構成 

 

本製品のマニュアルは、導入ガイド、操作ガイドから構成されています。 

目的に応じて、それぞれのマニュアルを以下のようにご利用ください。 

 
 
導入ガイド 

 
  

 
ETOSWEB SERVER を購入されてから業務開始までに必要な作業手順について説明

しています。 

ETOSWEB SERVER をインストールする前に必ずお読みください。 
 

 
 
操作ガイド 

 
  
 
基本的な操作方法と各機能の操作方法について説明しています。 

ETOSWEB SERVER を使用する前にお読みください。 
 

 
 
リファレンスマニュアル 

 
  
 
ETOSWEB SERVER の各機能について詳しく説明しています。 

使用目的や業務内容に応じて必要な部分をお読みください。 
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マニュアル上の表現と用語の説明 
 

本マニュアルでは、本文中の字句の意味を明確にするために、次のような表記方法を 

使用しています。 

また、入力文字数の制限は、特に指定がない場合半角での文字数を示します。 

 

表記 意味 

  

ActiveX 版 「ETOSWEB SERVER ActiveX 版」のこと。 

ACOSホスト画面表示/入力機能を ActiveX コントロールとして

提供することでクライアントの Web ブラウザから利用が可能。 

  

GW サーバ ActiveX 版で使用する「ETOSWEB GW SERVER」のこと。 

ActiveX 版のアクセス制限の設定、接続クライアントの表示、サ

ーバ/クライアント間のデータ通信を行うプログラム。 

  

ネットワーク 

     マネージャ 

ACOSホストコンピュータと端末を接続するための通信基盤ソフ

トウェア。 
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本マニュアルで、使用する用語の説明をします。 

用語 意味 

ActiveX Microsoft 社が提唱する Internet 対応アプリケーションや

Internet コンテンツを開発するための技術の総称。 

  

ActiveX 

コントロール 

Web ページに埋め込むことで、HTML だけでは不可能なボタンやア

ニメ、マルチメディアプレーヤーなどの動きのある機能を追加で

きるソフトウェア・コンポーネント。 

  

ASP Active Server Pages の略。 

Microsoft 社が提供する IIS 環境で動作する Webサーバと Web 

ブラウザ間通信制御インタフェース。 

  

HTML HyperText Markup Language の略 

Webサーバでのドキュメントを記述するための言語。 

  

HTTP HyperText Transfer Protocol の略 

Internet の Web サービスにおいて，Web サーバから Web クライア

ントに対して HTML で記述されたドキュントを送受信するための

通信プロトコル。 

  

IIS Internet Information Services の略。 

Windows Server 2008 R2、Windows Server 2012、Windows Server 

2012 R2 および Windows Server 2016 上で動作する Web サーバを

示す。 

  

RAS Remote Access Services の略。 

専用回線または公衆回線を使って、サーバ/クライアント間を接続

する通信形態。 

  

URL Uniform Resource Locator の略。 

Internet 上のリソースのロケーションを指し示す記述様式。 

  

Webサーバ WWW上である特定のサービスを提供するシステムやコンピュータ｡ 

  

WWW World Wide Web の略。 

 欧州核物理学研究所(European Center for Nuclear Research．

CERN)で開発されたドキュメントシステム。 
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第１章 
 

ETOSWEB SERVER とは 

この章では、ETOSWEB SERVER の製品説明と位置づけについて

説明します。 

 

 １．１ ETOSWEB SERVER とは 

 １．２ 利用形態 
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第１章 ETOSWEB SERVER とは 
 

1.1 ETOSWEB SERVER とは 
 

ETOSWEB SERVER は、Webブラウザから対 ACOS ホスト通信を可能とするサーバソフト

ウェアです。 

 

ETOSWEB SERVER では、ActiveX コントロールを Web ブラウザでダウンロードする

ActiveX 版が利用可能です。 

 

以降、ETOSWEB SERVER の動作するシステム概要を説明します。 
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●ActiveX 版 

 ActiveX コントロールを Webブラウザでダウンロードすることで、ETOSJX for シフト JIS 

V5.3と同等機能が利用可能です。 
 

［ActiveX 版システム概要図］ 

 

(注意) (a) ActiveX 版では、UA パス ファイル転送／ローカル画面転送機能は通信サーバ上

で動作します。 

 (b) 下記機能についてはサポートしていません。 

・サスペンド拒否機能 

・WS番号指定 

 (c) １通信リソースあたり最大 252LU(01～FF の範囲で 21、31、41 を除く 252 個)ま

で接続できますが、使用するサーバ機器のスペックによっては本値に達する前に

接続できなくなる場合があります。 

　　Ｗｅｂサーバ／通信サーバ

OS

ネットワークマネージャ

Ｉｎｔｅｒｎｅｔ
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

Ｓｅｒｖｉｃｅｓ

ETOSWEB SERVER

ActiveXｺﾝﾄﾛｰﾙ
ダウンロード

ActiveX版本体モジュール

ＧＷサーバ

ActiveX版

DCSＤＣＳプリンタ

Ｗｅｂクライアント

Ｗｅｂブラウザ
InternetExplorer

ActiveX版ＡＣＯＳ

　　　ＴＣＰ／ＩＰ

Active
Server
Pages
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1.2 利用形態 
 

ETOSWEB SERVER の運用例を説明します。 

 

(1) 社内 LANを使用したイントラネット運用 
 

社内 LAN に接続されたサーバで ETOSWEB SERVER を運用することにより、ホスト業

務をイントラネット内で共有できます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (注意) 説明図は LAN 回線が 10BASE-T の場合の構成です。 

 10BASE-2/5 の LAN回線を使用する場合は、上記構成とは異なります。 
 

 

 

 

パソコン

パソコン

Ｗｅｂサーバ

ＡＣＯＳ
ホストコンピュータ

HUB

ＥＴＯＳＷＥＢ
ＳＥＲＶＥＲ

ＬＡＮ

ＬＡＮ

ＬＡＮ

ＬＡＮ/ＷＡＮ

回線
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(2) RAS(リモートアクセスサービス)接続によるモバイル運用 

 

外出先から電話/ISDN回線、携帯電話、PHSなどを利用して、会社の ETOSWEB SERVER

へアクセスし、ホスト業務を行うことができます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (注意) 

1) 電話回線でサーバ－クライアント接続を行う場合は、クライアント／サーバの双方

でモデムが必要です。 

2) デジタル携帯電話を使用する場合は、デジタルセルラカードが必要です。 

3) PHSを使用する場合は、PHS 用データ通信カードが必要です。 

4) ISDN回線でサーバ－クライアント接続を行う場合は、クライアント／サーバの双方

で ISDN-TA(ターミナルアダプタ)が必要です。 

5) リモートアクセスで同時に接続できるクライアント数は、サーバ側の電話回線数お

よび ISDN回線数、PCサーバの COM ポートの数に依存します。 
 

Ｗｅｂサーバ

ＡＣＯＳ
ホストコンピュータ

ＥＴＯＳＷＥＢ
ＳＥＲＶＥＲ

ＬＡＮ/ＷＡＮ

回線

ノートＰＣ

電話回線

モデムまたは
ＴＡ

COM
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(３)インターネットに接続した拠点運用 

 

ETOSWEB SERVER を運用するサーバをインターネットに接続することにより、ホス

ト業務を多拠点で共有できます。 

運用にあたっては、厳重にセキュリティ管理を行ってください。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (注意) 

1) インターネットへ接続する場合は、ISP(インターネットサービスプロバイダ)へ接続

契約を結ぶ必要があります。 

2) LAN 回線をルータ経由でインターネット接続する場合は、接続サービス等の契約が

必要です。 

Ｂ支社

Ｗｅｂサーバ

ＡＣＯＳ
ホストコンピュータ

ＥＴＯＳＷＥＢ
ＳＥＲＶＥＲ

ＬＡＮ/ＷＡＮ

回線

ル ー タ

ル ー タ

パソコンパソコン

ＨＵＢ

Ａ営業所

モ デ ム 又 は
Ｔ Ａ

パソコン

イントラネット

インターネット
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第２章 
 

動作環境 

この章では、ETOSWEB SERVER を使用する場合に必要なハード

ウェア、ソフトウェア、ネットワーク環境について説明します。 

 

 ２．１ サーバ環境 

 ２．２ クライアント環境 

 ２．３ ネットワーク環境 
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第２章 動作環境 
 

2.1 サーバ環境 
 

 ETOSWEB SERVER を動作させるために以下のハードウェア、ソフトウェアが必要です。 

 

本体 下記の必要OS／ソフトウェアが動作する 

 Express5800/100シリーズ 

 Express5800/ftサーバシリーズ 

必要メモリ 

サイズ 

7.5MB以上 

(接続先ホストが異なる毎に5MB必要、 

 １セッション追加毎に0.2MB必要)  

OS、Active Server Pages、ネットワークマネージャを含まない 

動作に最低限必要なメモリ容量 

必要ハード 

ディスク 

空き容量として15MB以上 

(１クライアント起動毎に0.1MB必要) 

OS、Active Server Pages、ネットワークマネージャを含まない 

動作に最低限必要なディスク容量 

必要OS／ 

ソフトウェア 

・ Microsoft Windows Server 2008 R2 Standard/Enterprise 日本語版 

(注) 

・ Microsoft Windows Server 2012 Standard 日本語版(注) 

・ Microsoft Windows Server 2012 R2 Standard 日本語版 (注) 

・ Microsoft Windows Server 2016 Standard 日本語版(注) 

 

・Internet Information Services 

・Active Server Pages 

 

・Visual C++ Redistributable for Visual Studio 2012 

 

・ネットワークマネージャ 

その他 

ハードウェア 

・ クライアントと通信するための通信機器(モデム、TA、LANカード等) 

・ ホストと通信するための通信機器(ネットワークマネージャに依存) 

・ CD-ROMユニット(インストール時に必要) 

 

(注)Server Core はサポート対象外です。 

 

また、仮想環境やリモートデスクトップ上での動作も保証しておりません。 

お客様責任でご利用いただくことは可能ですが、障害等が発生しても、標準の利用環境

(物理環境等)で同様の事象が発生しない場合は、問い合わせ対応等のサポートは行いま

せんので、あらかじめご了承願います。 

なお、標準の利用環境における事象の再現確認については、お客様(または弊社担当 SE)

で実施していただく必要がありますので、ご注意ください。 
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2.2 クライアント環境 
 

ETOSWEB SERVER を動作させるクライアントマシンとして以下のハードウェア、ソフトウェア

が必要です。 

 

【クライアント環境】   
本体 下記の必要OS／ソフトウェアが動作する 

 PC98-NXシリーズ 

 Express5800/50シリーズ 

必要メモリ 

サイズ 

22MB以上 

OS及びWebブラウザを含まない動作に最低限必要なメモリ容量 

必要ハード 

ディスク 

空き容量として26MB以上 

プログラム及びデータファイルのインストールに必要なディスク 

容量 

必要OS／ 

ソフトウェア 

【OS】(注1)(注2)(注3) 

・ Microsoft® Windows 7 Professional 日本語版 

・ Microsoft® Windows 8 Pro 日本語版 

・ Microsoft® Windows 8.1 Pro 日本語版 

・ Microsoft® Windows 10 Pro 日本語版 

 Microsoft® Windows 10 Pro バージョン1511 日本語版(注4) 

 Microsoft® Windows 10 Pro バージョン1607 日本語版(注5) 

 

【ランタイム】 

・Visual C++ Redistributable for Visual Studio 2012 

 

【Webブラウザ】 

・Internet Explorer 11.0 

 

【JIS78フォント使用時】 

 FontAvenue JIS78/90文字セット(注6) 

その他 

ハードウェア 

・ サーバマシンと通信するための通信機器(モデム、TA、LANカード等) 

 

【IDカードリーダ使用時】 

・NEC製IDカードリーダ(COMポート接続) 

・NECトーキン製IDカードリーダ(COMポート接続) 
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(注意) 

1)  仮想環境やリモートデスクトップ上での動作は保証しておりません。 

お客様責任でご利用いただくことは可能ですが、障害等が発生しても、標準の利用環

境(物理環境等)で同様の事象が発生しない場合は、問い合わせ対応等のサポートは行

いませんので、あらかじめご了承願います。 

なお、標準の利用環境における事象の再現確認については、お客様(または弊社SE)で

実施していただく必要がありますので、ご注意ください。 

 

2)  64bitOSでのプリンタ障害通知機能は、Windows 8以降のOSでサポートしています

(Windows 7(x64)は、プリンタ障害通知機能は未サポートです)。ただし、ご利用には

「64bit障害通知対応prライセンス」が必要です。 

 

3)  ActiveX版クライアントを利用する場合は、以下の点に注意してください。(詳細は製

品同梱のセットアップカードをご覧ください) 

 

1. ご利用になる前に Internet Explorer の設定を変更する必要があります 

・ 信頼済みサイトに信頼するサイトの URL(WEB サーバの URL)を追加 

・ 署名された ActiveX コントロールのダウンロードを「有効」に変更 

 

2. ETOSWEB SERVER を初めて利用する場合、Internet Explorer を管理者として実行し

ETOSWEB SERVER を登録する必要があります 

 

3. 業務にて使用する各種ファイルは、全ログオンユーザが参照可能なフォルダへ格納

することを推奨します 

 

4)  Windows 10 Pro バージョン1511でLPTポートを使用した印刷を行う場合は、ビルド番

号「10586.164」以降が必須です(ビルド番号は、コマンドプロンプトで「winver」を

実行して確認してください)。 

 

5)  Windows 10 Pro バージョン1607 は、ビルド番号「14393.10」以降が必須です(ビルド

番号は、コマンドプロンプトで「winver」を実行して確認してください)。 

 

6)  通常 ACOSホストでは JIS78を使用していますが、 Windows 7/Windows 8/Windows 

8.1/Windows 10ではJIS2004を標準使用しています。 

使用フォントをJIS78に合わせる場合は、JIS90からJIS78への切り替え機能を提供する、

FontAvenue JIS78/90文字セットが必要です。  
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2.3 ネットワーク環境 
 

ここでは、Webサーバ～Web クライアント間通信のネットワーク環境について説明します。 

Webサーバ～ACOS 間の通信環境については、ネットワークマネージャのマニュアルを参照願

います。 
 

使用可能な 

接続回線 I/F 

・ LAN接続 

・ RAS(リモートアクセスサービス)接続 

・ ISP(インターネットサービスプロバイダ)接続 

回線種別 ・LAN 接続の場合 

サーバ側：LAN回線 

クライアント側：Webサーバ側と同じ 

 

・RAS 接続の場合 

サーバ側： ダイアルアップ回線(公衆回線/ISDN回線交換) 

専用線／直結 

クライアント側：Webサーバ側と同じ 

 

・ISP 接続の場合 

サーバ側：インターネット回線 

LAN経由での接続が可能 

クライアント側：ダイアルアップ回線(公衆回線/ISDN回線交換) 

LAN経由での接続が可能 
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第３章 

インストール 

この章では、ETOSWEB SERVER で使用するソフトウェアの設定

及びインストール方法について説明します。 

 

３．１ インストールの流れ 

３．２ Webサーバのセットアップ 

３．３ ETOSWEB SERVERの登録 
３．４ ライセンスの追加と削除 
３．５ インストールモジュールの変更 
３．６ インストールモジュールの修復 
３．７ ETOSWEB SERVER削除 
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第３章 インストール 
 

3.1 インストールの流れ 
 

  ETOSWEB SERVER をインストールするまでの手順は以下の通りです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ETOSWEB SERVER を登録する 
 

「３．３ ETOSWEB SERVER の登録｣ 
を参照してください。 
 

ネットワークマネージャをインストールする 
 

ネットワークマネージャの「ユーザーズマニュアル」 
を参照してください。 

Active Server Pages をセットアップする 
 
 ｢３．２ Webサーバのセットアップ｣ 
を参照してください。 

Webサーバ (IIS)をセットアップする 
 
「３．２ Webサーバのセットアップ」 
を参照してください。 
 

ネットワークマネージャの設定をする 
 

ネットワークマネージャの「ユーザーズマニュアル」 

を参照してください。 
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3.2 Web サーバのセットアップ 
 

Webサーバのインストール方法について説明します。 

 

サーバに IISと ASP 機能を追加してください。機能の追加方法は OS のマニュアル等を参照

願います。ETOSWEB SERVER は、Web サーバ環境として、Microsoft Internet Information 

Services(IIS)が利用できます。なお、IIS.NET はサポートしておりません。 

 

Microsoft Windows Server 2008 R2で ETOSWEB SERVER を使用する場合には、以下の設定

確認および必要に応じ設定変更を行ってください。 

 

① [スタート]メニューから[管理ツール]－[サーバー マネージャー] を起動します。 

② [役割]－[Web サーバー (IIS)]をクリックします。 

③ [役割サービス]－[アプリケーション開発]に「ASP」および「ISAPI 拡張」がインス

トールされていない場合、[役割サービスの追加]で「ASP」および「ISAPI拡張」を

インストールしてください。 

インストールされている場合、設定変更の必要はありません。 
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Microsoft Windows Server 2012、Microsoft Windows Server 2012 R2 および Microsoft 

Windows Server 2016 で ETOSWEB SERVER を使用する場合には、以下の設定確認および必

要に応じ設定変更を行ってください。 

 

① [サーバー マネージャー] を起動します。 

② [ローカルサーバー]をクリックします。 

③ [役割と機能]に「ASP」および「ISAPI 拡張」がインストールされていない場合、[役

割と機能の追加]で「ASP」および「ISAPI 拡張」をインストールしてください。 

インストールされている場合、設定変更の必要はありません。 
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3.3 ETOSWEB SERVER の登録 
 

ETOSWEB SERVER のインストール方法について説明します。 

 

  ETOSWEB SERVERのインストール 

 
ETOSWEB SERVER の動作には下記ソフトウェアが必要です。 

インストール済みかどうかを確認した後、ETOSWEB SERVER のインストールを行ってくだ

さい。 

 

・Microsoft Internet Information Services 

・Microsoft Active Server Pages 

・Visual C++ Redistributable for Visual Studio 2012 

・ネットワークマネージャ 
 

ETOSWEB SERVERは、Windows Installerを使用してプログラムをインストールします。 

 

ETOSWEB SERVERのセットアップは“既定のWEBサイト”のセキュリティ情報を引き継ぎ、

仮想ディレクトリを登録します。そのため、ETOSWEB SERVERをインストールする前に“既定

のWEBサイト”のディレクトリセキュリティをあらかじめクライアント端末から参照できる

様に設定しておくか、インストール後に参照できる様に設定し直す必要があります。 

 

また、ETOSWEB SERVER のインストール先のサーバを別の用途で Web サーバマシンとして

利用している場合は、インターネットサービスを一時停止するため動作不可となりますので、

ご注意願います。 

 

(注意) 

1) ETOSWEB SERVER および ETOSWEB SERVER 関連モジュールの動作中には登録削除ができませ

ん。 

2) ETOSWEB SERVER のインストール後、OSを再起動してください。 

3) インストールは Windows Server 2008 R2、Windows Server 2012、Windows Server 2012 R2

または Windows Server 2016 をインストール済みのマシンに対して行ってください。

Windows 7、Windows 8、Windows 8.1、Windows 10 がインストール済みのマシンに対して

もインストールは可能ですが、その場合はユーティリティのみがインストール対象となり

ます。 

4) 本導入ガイドで指定されている以外の方法では、セットアップを起動しないでください。 
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ETOSWEB SERVER のインストールは、以下の手順で行ってください。 

 

(1) 次の CD-ROM をあらかじめ用意してください。 

 

・ETOSWEB SERVER V6.3 

 

(2) 本体の電源を ONにして、OS を起動します。 

 

(3) ETOSWEB SERVER の CD-ROM媒体を本体の CD-ROMドライブに挿入します。 

 

(4) ETOSWEB SERVER のインストーラが起動されます。 

※起動しない場合は「SETUP.EXE」を実行してください。 
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(5) セットアップタイプを選択してください。 

［完全］を選択した場合は(8)の画面に進みます(クライアントにインストールする場合

は(9)に進みます)。 

 

 
 

(6) インストール先フォルダを選択してください。 

Windows Server 2008 R2/Windows Server 2012/Windows Server 2012 R2/Windows Server2016

にインストールする場合は以下の画面が表示されます。 
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Windows 7/Windows 8/Windows 8.1/Windows 10 にインストールする場合は以下の画面が

表示されます。 
 

 
 

・ ［変更］ボタンを押すとインストール先フォルダを変更できます。 
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・ ［ディスク］ボタンを押すと各ディスクの状況が確認できます。 

 

 
 

(7) インストールするモジュールを選択してください。 

 

インストールするモジュールを選択するには、リスト内にあるアイコンをクリックしま

す。アイコンをクリックすると、以下のドロップメニューが表示されます。 

 

 
 

・ETOSWEB SERVER をインストールする場合には、項番(8)へ。 

・ETOSWEB SERVER をインストールしない場合は、項番(9)へ。 



第３章  インストール 

25 

(8) ETOSWEB SERVER をインストールする場合には、下記項目の入力または、選択を行ってく

ださい。 

・サーバの IPアドレスを入力してください。 

・サーバ –  クライアント間の“ポーリング機能”を使用する場合は、［指定する］をチ

ェックし、ポーリング間隔を入力してください。最小 1 分から最大 1440 分(24 時間)

まで、1分間隔で指定します。 

ポーリングを行わない場合には、［指定する］のチェックをはずします。 

・クライアントライセンスの管理をコンピュータの IP アドレスで管理するか、コンピュ

ータ名で管理するかを選択してください。 

・クライアントライセンスを自動登録したい場合は、［ライセンス自動登録］をチェック

してください。手動登録する場合は、チェックをはずします。 

 

 
 

［次へ］を押して、項番(9)へ。 
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(9) インストール準備完了の画面が表示されます。 

［インストール］を押すと、ETOSWEB SERVER のインストールが行われます。 

 

 
 

(10) インストール中は、以下の画面が表示されます。 

 

 
 

注)インストールの終了に多少時間がかかる場合があります。 
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(11) 次の画面が表示されたら［完了］を押してください。 

 

 
 

(12) 次の画面が表示されたら、インストールは完了です。 

 

 
 

(13) インストール内容を有効にするために、システムを再起動してください。 

 

インストール終了後、導入ガイドの第４章以降を参照し、環境設定を行ってください。 



第３章  インストール 

28 

 

3.4 ライセンスの追加と削除 
 

ETOSWEB SERVER のライセンスの追加と削除について説明します。 

 

3.4.1 ライセンスの追加 
 

ETOSWEB SERVER をインストールした時点では、ライセンスは登録されていません。 

ETOSWEB SERVER を使用するには、ライセンスを追加する必要があります。 

また、64bit OS(Windows 7/Windows 8.1 /Windows 10)環境で N5200 系コード印刷の障害

通知機能を利用する場合は、「64bit 障害通知対応 prライセンス」を追加する必要がありま

す。 

 

ライセンスの追加は、以下の手順で行ってください。製品に添付されている１ユーザライ

センスの追加を例として説明します(ユーザ追加パック、64bit 障害通知対応 prライセンス

も同様の流れになります)。 

 

(1) Windows のメニューからライセンス管理ツールを選択し、ライセンス管理ツールを起

動します。 

 

 
 

(2) ［ライセンス追加(A)］ボタンを押します。 
 

(3) 「ライセンスの追加」画面が表示されます。 

登録するライセンスキーを入力して［追加］を押してください。 
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(4) ライセンス追加完了画面が表示されます。［OK］ボタンを押してください。 

 

 
 

(5) 再度、「ライセンスの追加」画面が表示されます。続けてライセンスを登録する場合

は、(3)～(4)の操作を繰り返してください。 

ライセンスの登録を終了する場合は、「ライセンスの追加」画面で［終了］ボタンを

押してください。 

 

(6) ライセンス情報を有効にするために、システムを再起動してください。 
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3.4.2 ライセンスの削除 
 
ライセンスの削除は、以下の手順で行ってください。 

 

(1) Windows のメニューからライセンス管理ツールを選択し、ライセンス管理ツールを起

動します。 
 

 
 

(2) ［ライセンス削除(R)］ボタンを押します。 
 

(3) 「ライセンスの削除」画面が表示されます。 

登録されているライセンスキーの一覧から、削除するライセンスキーを選択し［削除］

ボタンを押してください。 
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(4) ライセンス削除の確認画面が表示されます。 

表示されているライセンスキーを確認後、［OK］ボタンを押してください。 

 

 
 

(5) ライセンスの削除完了画面が表示されます。［OK］ボタンを押してください。 

 

 
 

(6) ライセンスの削除を終了する場合は、「ライセンスの削除」画面で［OK］ボタンを押

してください。 

 

(7) ライセンス情報を有効にするために、システムを再起動してください。 
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3.5 インストールモジュールの変更 
 

ETOSWEB SERVER のインストールモジュールの変更について説明します。 

 

インストールモジュールの変更 
 

ETOSWEB SERVER をインストールした後、インストールモジュールの追加／削除を行うこと

ができます。 

 

ETOSWEB SERVER の変更を行うサーバを別の用途で Web サーバマシンとして利用している場

合は、インターネットサービスを一時停止するため動作不可となりますので、ご注意願います。 

 

インストールモジュールの変更は以下の手順で行ってください。 

 

(1) ETOSWEB SERVER の CD-ROM媒体を本体の CD-ROMドライブに挿入します。 

 

(2) ETOSWEB SERVER のインストーラが起動されます。 

※起動しない場合は「SETUP.EXE」を実行してください。 
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(3) プログラムの保守画面で［変更］を選択してください。 

 

 
 

(4) 追加／削除を行いたいモジュールを選択してください。 
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(5) 追加を行う場合は、「３．３ ETOSWEB SERVER の登録」をお読みください。 

削除を行う場合は、「３．６ ETOSWEB SERVER の削除」をお読みください。 

 

(6) 以下の画面が表示されると、インストールモジュールの変更は終了です。 

 

 
 

(7) 追加を行った場合は、インストール内容を有効にするために、システムを再起動 

してください。 

 

インストール終了後、導入ガイドの第４章以降を参照し、環境設定を行ってください。 
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3.6 ETOSWEB SERVER の削除 
 

ETOSWEB SERVER のアンインストール方法について説明します。 

 

3.6.1 ETOSWEB SERVER のアンインストール 
 

ETOSWEB SERVER のアンインストール処理を行う前に、下記ソフトウェアをアンインスト

ールしないでください(存在しない場合、ETOSWEB SERVERのアンインストールが行えません)。 

・ Microsoft Internet Information Services 

 

(注意) ETOSWEB SERVER のアンインストール先のサーバを別の用途で Web サーバマシンとし

て利用している場合は、インターネットサービスを一時停止するため動作不可とな

ります。 

 

ETOSWEB SERVER アンインストールは、以下の手順で行ってください。 

 

(1) 次の CD-ROM をあらかじめ用意してください。 

・ ETOSWEB SERVER V6.3 

 

(2) ETOSWEB SERVER V6.3の CD-ROM媒体を本体の CD-ROMドライブに挿入します。 

 

(3) ETOSWEB SERVER のインストーラが起動されます。 

※起動しない場合は「SETUP.EXE」を実行してください。 
 

 
 

(4) プログラムの保守画面で［削除］を選択してください。インストールモジュールがすべ

て削除されます。 
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(5) SG ファイルも削除する場合には、［SGファイルを削除する］をチェックします。 
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(6) GW サーバサービスが起動中の場合は以下の画面が表示されることがあります。 

確認後、［OK］を押してください。 

 

 
 

(7) ライセンスが追加されている場合には、以下の画面が表示されます。 

確認後［次へ］を押してください。 
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(8) 以下の画面が表示されたら削除は終了です。 

 

 
 

(9) システム情報を有効にするために、システムを再起動してください。 
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3.6.2 クライアントモジュールのアンインストール 
 

クライアントにダウンロードされたモジュールを削除します。 

 

クライアントモジュールのアンインストール方法については、以下の 2 通りがあります。 

・ トップページの“ETOSWEB SERVER ActiveX版クライアントモジュールを削除します。”

をクリックする。 

・ コマンドラインから、システムフォルダにあるアンインストーラを起動する。 

 アンインストーラ(ETCLUNINS.EXE)を起動するには、起動引数 -B を指定します。 

 <例> 32bit OS 環境  C:\Windows\System32\ETCLUNINS.EXE -B 

64bit OS 環境 C:\Windows\SysWow64\ETCLUNINS.EXE -B 

 

以下にアンインストール手順について説明します。 

 

(1) トップページ(URL：“http://(Web サーバのホスト名または IP アドレス)/ETOSWEB/ETSI

NDEX.HTM”)の“ETOSWEB SERVER ActiveX 版クライアントモジュールを削除します。“を

クリック、またはコマンドラインから、アンインストーラを起動します。 
 

(2) SG ファイルを削除するかどうかを決めます。 

 

 
 

(注意) ［SGファイルを削除する］をチェックすると ETOSWEB SERVER インストールディ

レクトリ配下の“PGC”ディレクトリ内の SG ファイルが削除されます。 

 

(3) アンインストール終了後、システム情報を有効にするために、システムを再起動してく

ださい。 
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第４章 

環境設定 

この章では、環境設定について説明します。 

 

４．１ 環境設定の手順 

４．２ GW サーバの設定 

４．３ クライアントで接続状態を参照する 

４．４ HTMLファイルについて 

４．５ 使用する Webブラウザについて 

４．６ N5200系コードの印刷で障害通知を行う場合 
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第４章 環境設定 
 

4.1 環境設定の手順 
 

  ActiveX 版を動作させるまでの手順は以下の通りです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Webブラウザの設定を確認する 
 
「４．５ 使用する Webブラウザについて」 
を参照してください。 
 

GWサーバの設定をする 
 

「４．２ GWサーバの設定」を参照してください。 

PGファイルを作成する 
 

「第５章 PG パラメータ設定」、「第６章 UA パスプリンタ設
定」を参照してください。 

 

N5200系コードの印刷で障害通知を行う場合の設定をする 
         
「４．６ N5200 系コードの印刷で障害通知を行う場合」を
参照してください。 

LU定義ファイルを作成する 
 
「第８章 LU 定義ファイルの作成」を参照してください。 
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4.2 GWサーバの設定 
 

4.2.1 GWサーバとは 

 
GW サーバとは、アクセス制限の設定、接続クライアントの表示、サーバ－クライアント

間で ActiveX 版のデータ(ホストデータ，ローカル画面データ等)通信を行うためのプログラ

ムです。 

 

アクセス制限とは、クライアントからのサーバへのアクセスを IP アドレスやコンピュー

タ名によって制限するための設定です。本設定により、ActiveX 版を使用できるクライアン

トを制限することができます。 

 

4.2.2 GWサーバを起動する 

 
アクセス制限を設定するために、GW サーバを起動します。 

① Windows の［スタート］メニューから［ETOSWEB SERVER］－［ETOSWEB GW Server］を選

択します。 

 

② GW サーバのウィンドウがオープンする。 

GW サーバの画面が表示されます。 
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4.2.3 パラメータを設定する 

 
パラメータの設定を行います。 

パラメータは、［オプション］メニューのメニューコマンドを使用して設定します。 
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(1) アクセス制限を設定する 

ActiveX 版クライアントからのアクセスを制限するために、アクセス制限情報を設定しま

す。 

 

［オプション］メニューの［ActiveX アクセス制限］を選択する。 

［アクセス制限］のプロパティシートがオープンします。64bit 障害通知対応 prライセン

スの登録有無により、表示する画面は以下のようになります。 

 

＜64bit障害通知対応 prライセンス未登録の場合＞ 

サーバに接続できるクライアントの最大台数とサーバにアクセス許可されているクライ

アントの IP アドレス(またはコンピュータ名)の一覧、および「ActiveX ライセンス自動

登録」の設定が「自動登録する」となっている場合にライセンスの自動登録を許可する

範囲(IPアドレス)を表示します。 
 

 

 

以下の条件でクライアントから GWサーバへの接続を行った場合、IPアドレス（または、

コンピュータ名）は自動的に、「許可されているクライアント」へ登録されます。 

・「ActiveX ライセンス自動登録」の設定が「自動登録する」 

・「許可されているクライアント」に未設定 

・クライアント接続最大数に達していない 
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＜64bit障害通知対応 prライセンス登録済みの場合＞ 

サーバに接続できるクライアントの最大台数、64bit 障害通知対応プリンタを利用するク

ライアントの最大台数とサーバにアクセス許可されているクライアントの IP アドレス

(またはコンピュータ名)の一覧、64bit 障害通知対応プリンタを利用するクライアントの

IP アドレス(またはコンピュータ名)の一覧、および「ActiveX ライセンス自動登録」の

設定が「自動登録する」となっている場合にライセンスの自動登録を許可する範囲(IP

アドレス)を表示します。 

 

 

以下の条件で 64bit障害通知対応プリンタを利用するクライアントから GWサーバへの接

続を行った場合、IPアドレス（または、コンピュータ名）は自動的に、「許可されている

クライアント」、「64bit 障害通知対応プリンタ利用クライアント」の両方へ登録されます。 

・「ActiveX ライセンス自動登録」の設定が「自動登録する」 

・「64bit 障害通知対応プリンタ利用クライアント」に未設定 

・64bit障害通知対応プリンタ利用クライアント接続最大数に達していない 

 

 (注意) 

1)  アクセス許可範囲が未設定の場合、すべての IPアドレスがアクセス許可となります。 

2)  不正なアクセスから保護するために、アクセス許可範囲を設定しておくか、ライセン

ス数分のクライアントを予め登録しておくことをお勧めします。 

3)  クライアントの最大台数はライセンス数によって異なります。 

4)  「許可されているクライアント」に登録してある場合は、アクセス許可範囲外であっ

てもアクセス許可となります。 
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 ＜IP管理方式使用時＞ 
  

1)サーバにアクセス許可するクライアントを設定する。 

① クライアントを追加する 

「許可されているクライアント」の［追加］ボタンを選択する。 

［IPアドレス追加］ダイアログボックスがオープンします。 

アクセス許可する IPアドレスを設定してください。 

 

 

以下の２つの設定方法があります。 

・IPアドレス直接指定 

IP アドレスを直接指定します。 

例：111.111.111.111 

・IPアドレス範囲指定 

IP アドレスを範囲で指定します。 

例：111.111.111.111～111.111.111.115 

本設定を行なうためには、5 ライセンス必要になります。 

 

② 設定済みのクライアントを編集する。 

「許可されているクライアント」のコンピュータ IP アドレスを選択後、［編集］ボタ

ンを選択する。 

［IPアドレス編集］ダイアログボックスがオープンします。 

IP アドレスを編集してください。 
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③ 設定済みのクライアントを削除する。 

「許可されているクライアント」の IPアドレスを選択後、［削除］ボタンを選択する。 

一覧からクライアントの IP アドレスが削除されます。 

 

2)64bit障害通知プリンタを利用するクライアントを設定する(64bit障害通知対応 prライ

センス登録済みの場合）。 

① クライアントを追加する 

「64bit障害通知対応プリンタ利用クライアント」の［追加］ボタンを選択する。 

［IPアドレス追加］ダイアログボックスがオープンします。 

アクセス許可する IPアドレスを設定してください。 

 

 

(注意)IPアドレスを範囲指定は使用できません。IPアドレスを直接指定してください。 

 

② 設定済みのクライアントを編集する。 

「64bit 障害通知対応プリンタ利用クライアント」のコンピュータ IP アドレスを選択

後、［編集］ボタンを選択する。 

［IPアドレス編集］ダイアログボックスがオープンします。 

IP アドレスを編集してください。 
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③ 設定済みのクライアントを削除する。 

「64bit障害通知対応プリンタ利用クライアント」の IP アドレスを選択後、［削除］ボ

タンを選択する。 

一覧からクライアントの IP アドレスが削除されます。 

 

(注意) 

・ IP 情報は最大 3840 までです。 

・ ライセンス数を越える設定はできません。 

・ IP アドレスの設定は 10進数で指定してください。 

“111.111.111.011”と設定しても“111.111.111.11”として扱います。 
 

＜コンピュータ名管理方式使用時＞ 
 

1)サーバにアクセス許可するクライアントを設定する。 

① クライアントを追加する 

「許可されているクライアント」の［追加］ボタンを選択する。 

［コンピュータ名設定］ダイアログボックスがオープンします。 

アクセス許可するコンピュータ名を入力してください。 

 

 

② 設定済みのクライアントを編集する。 

「許可されているクライアント」のコンピュータ名を選択後、［編集］ボタンを選択す

る。 

［コンピュータ名設定］ダイアログボックスがオープンします。 

アクセス許可するコンピュータ名に変更してください。 

 

③ 設定済みのクライアントを削除する。 

「許可されているクライアント」のコンピュータ名を選択後、［削除］ボタンを選択す

る。 

一覧からクライアントのコンピュータ名が削除されます。 
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2)64bit障害通知プリンタを利用するクライアントを設定する(64bit障害通知対応 prライ

センス登録済みの場合のみ）。 

① クライアントを追加する 

「64bit障害通知対応プリンタ利用クライアント」の［追加］ボタンを選択する。 

［コンピュータ名設定］ダイアログボックスがオープンします。 

64bit 障害通知対応プリンタ利用クライアントのコンピュータ名を入力してください。 

 

 

② 設定済みのクライアントを編集する。 

「64bit障害通知対応プリンタ利用クライアント」のコンピュータ名を選択後、［編集］

ボタンを選択する。 

［コンピュータ名設定］ダイアログボックスがオープンします。 

64bit 障害通知対応プリンタを利用するコンピュータ名に変更してください。 

 

③ 設定済みのクライアントを削除する。 

「64bit障害通知対応プリンタ利用クライアント」のコンピュータ名を選択後、［削除］

ボタンを選択する。 

一覧からクライアントのコンピュータ名が削除されます。 

 

(注意) 

・ クライアント情報は最大 3840 までです。 

・ ライセンス数を越える設定はできません。 

・ 「64bit障害通知対応プリンタ利用クライアント」にクライアントを追加した場合、自

動的に「許可されているクライアント」に追加されます。 

 
 

 ＜アクセス許可範囲＞ 

 

「ActiveX ライセンス自動登録」の設定が「自動登録する」となっている場合に、ライセ

ンスの自動登録を許可する範囲(IPアドレス)を設定します。 

許可範囲を設定しない場合、すべての IPアドレスについて自動登録が可能となります。 
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(2) 自動起動指定を設定する 

GW サービスの起動属性を指定します。 

なお、現在の GWサービスの状態は、ステータスバーに表示されます。 

 

① ［オプション］メニューの［自動起動指定］を選択する。 

② システム起動時に GWサービスを起動する場合は［自動起動する］を選択する。 

［自動起動する］にチェックマークが付加され、接続状態画面に戻ります。 

③ 手動で GWサービスを起動する場合は、［自動起動しない］を選択する。 

［自動起動しない］にチェックマークが付加され、接続状態画面に戻ります。 
 

 

 

自動起動指定を［自動起動しない］に設定した場合、GW サービスを実行するために手動で

GW サービスを実行する必要があります。 

［運用］メニューの［GWサービスの実行］を選択し、GW サービスを実行して下さい。 

 

(注意) GW サービスが実行されていない場合、ActiveX 版を使用することができません。 
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(3) ActiveX 版クライアントライセンスの登録方法を設定する 

ActiveX 版のクライアントライセンスの登録方法を指定します。 

 

① ［オプション］メニューの［ActiveX ライセンス自動登録］を選択します。 

② クライアントにて初回 ActiveX 版起動時に、クライアントの IP アドレス(またはコン

ピュータ名)を［アクセス制限］一覧に自動登録する場合は、［自動登録する］を選択

してください。 

［自動登録する］にチェックマークが付加されます。 

③ 手動で［アクセス制限］一覧に使用するクライアントコンピュータの IP アドレス(ま

たはコンピュータ名)を登録する場合は、［自動登録しない］を選択してください。 

［自動登録しない］にチェックマークが付加されます。 
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4.3 クライアントで接続状態を参照する 
 

ActiveX 版の接続状態をクライアントで参照することができます。 

 

(注意)クライアント GW サーバビューアはサーバに接続中の全クライアント情報を参照し切

断することができるため、本機能はシステム管理者だけが使用するようにしてくださ

い。また、本機能は必要時にのみ起動するようにしてください。 

 

① ActiveX 版の接続状態を参照したいクライアントの Web ブラウザ(Internet Explorer)

より、クライアント GWサーバビューア(注 1)の URL「http://(Web サーバのホスト名また

は IP アドレス)/ETOSWEB/CLGWVIEW.ASP」に接続します。 

 

② 以下のパスワード(注 2)入力の画面が表示されます。 

 

 

 

(注 1) クライアント GWサーバビューアとは、クライアントで ActiveX 版の接続状態を参

照するためのモジュールです。 

 

(注 2) パスワードの設定 

http://(Web サーバのホスト名または IPアドレス)/ETOSWEB/PASSWDIN.ASP 

上記の URLに接続し、Webブラウザ上で設定を行います。 
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③ パスワードを入力し、［送信］ボタンを押すと、クライアント GW サーバビューアを起

動するためのページが表示されます。 
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④ ［表示］ボタンを押すとクライアント GWサーバビューアが起動され、接続状態が表示

されます。 
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4.4 HTML ファイルについて 
 

ActiveX 版で使用する HTML ファイルおよび ASPファイルは以下のものがあります。 

・ETOSWEB SERVER インストールディレクトリ内 

① ETSINDEX.HTM 

② ETSIDXNG.HTM 

③ INSPRIPC.HTM 

④ CLGWVIEW.ASP 

・ETOSWEB SERVER インストールディレクトリ配下の PGS ディレクトリ内 

⑤ INSPRMDL.ASP 

⑥ (PGファイル名).HTM 

 

① ETSINDEX.HTM 

ActiveX 版のトップページです。 

作成した PG ファイルの一覧が表示され、このページから ActiveX 版を起動します。 

このページの記述は下記の個所を除いて変更しても構いません。 

下記の個所を変更すると ActiveX 版が起動できなくなる場合がありますので変更する際

は注意して下さい。 

 

【変更不可の記述】 

 ・<SCRIPT ～> から </SCRIPT> までの記述 

 ・<OBJECT ～> から </OBJECT> までの記述 

 ただし、<OBJECT>タグの“WIDTH”の値と“HEIGHT”の値は変更可能。 

 

<OBJECT>タグの“WIDTH”の値と“HEIGHT”の値を変えることによって PG ファイルの一

覧を表示している領域の大きさを変えることができます。 

なお、このファイルはアンインストールの際には“SGファイルを削除する”の設定に関

係なく削除されますので、内容を変更された時にはファイル名を変更して使用するか、バ

ックアップを取っておくことをお勧めします。 

 

② ETSIDXNG.HTM 

ActiveX 版を実行しようとしたマシンに、本製品以外の ETOSJX がインストールされてい

る等で ActiveX 版が実行できない場合に表示されます。 

このページが表示された場合は、そのマシンの環境を確認し、本製品以外の ETOSJX がイ

ンストールされている場合は、削除してから再度実行して下さい。 

なお、このページの記述は変更しないで下さい。 
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③ INSPRIPC.HTM 

クライアントで N5200 系障害通知を利用するプリンタ出力を行う際に、ActiveX 版が使

用するプリンタドライバをダウンロードするためのコントロールが記述されているページ

です。 

このページの記述は変更しないで下さい。 

内容を変更するとプリンタドライバのダウンロードができなくなる場合があります。 

 

④ CLGWVIEW.ASP 

クライアントで Active 版の接続状態を参照するためのコントロールが記述されている

ページです。 

このページの記述は変更しないで下さい。 

 

⑤ INSPRMDL.ASP 

クライアントでプリンタ出力を行う際に、ActiveX 版が使用するプリントモジュールを

ダウンロードするためのコントロールが記述されているページです。 

［DCS プリンタ起動指定］を［起動する］と設定した PG ファイルを使用して ActiveX 版

を起動した時、このページを表示し、プリントモジュールをダウンロードします。その後

自動で ActiveX 版のコントロールが記述されたページを開きます。 

このページの記述は変更しないで下さい。 

内容を変更するとプリントモジュールのダウンロードができなくなる場合があります。 

 

⑥ (PG ファイル名).HTM 

ETOSJX-PG で PG ファイルを作成した時に PG ファイル毎に作成されるファイルです。

ActiveX 版を起動する時に使用するページで、ETOSWEB SERVER ActiveX 版のコントロール

が記述されています。 

このページを直接開くと、クライアントの環境をチェックしないで ActiveX 版を起動し

ます。その為、クライアントに本製品以外の ETOSJX が存在するとその環境が不正になる恐

れがあります。 

このページの記述は変更しないで下さい。内容を変更すると ActiveX 版が起動できなく

なる場合があります。 
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4.5 使用する Web ブラウザについて 
 

ActiveX 版で使用可能な Web ブラウザは、次の通りです。 

 

Microsoft Internet Explorer 11.0 

 

Internet Explorer を使用する場合は以下の設定を行ってください。 

 

［保存しているページの新しいバージョンがあるかどうかの確認］の設定 (注) 

サーバで新しい PGファイルを作成した(PGファイル一覧(PGリスト)が更新された)場合に、

クライアントの PG ファイル一覧(PG リスト)が更新されるタイミングは下記の様になりま

す。 

 

・「Web サイトを表示するたびに確認する」の時(推奨) 

ETSINDEX.HTM ファイルを表示している Web ブラウザで「最新の情報に更新」を

実行することにより PGファイル一覧(PGリスト)が更新されます。 

・「Internet Explorer を開始するたびに確認する」の時 

ETSINDEX.HTMファイルを表示している Webブラウザの再起動後に PGファイル一

覧(PG リスト)が更新されます。 

・「自動的に確認する」の時 

「Internet Explorer を開始するたびに確認する」とほぼ同じ動作となりますが、

クライアントでブラウザが起動中に ETOSWEB SERVER ActiveX 版の設定が変更され

た場合、新しい設定情報がクライアントに反映されません。 

・「確認しない」の時 

既にクライアントにダウンロードされている PGファイル一覧(PG リスト)は、更

新されません。 

 

(注) ［ツール］メニューの［インターネット オプション］－［全般］－［閲覧の履歴］－

［設定］－［保存しているページの新しいバージョンがあるかどうかの確認］ 
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4.6 N5200 系コードの印刷で障害通知を行う場合 
 

4.6.1 ドライバをダウンロードする 
 

ActiveX 版にて N5200 系コードのプリンタ障害通知機能を使用する場合は、あらかじめプリ

ンタドライバをダウンロードしておく必要があります。 

プリンタドライバのダウンロードは、クライアント環境が 32bit OSの場合のみ可能です。 

Windows 8.1(x64)、Windows 10(x64)でプリンタ障害通知機能を使用する場合は、製品同梱

の CD-ROM媒体から別途インストールする必要があります。また、「64bit 障害通知対応 pr ライ

センス」が必要となります。 

※Windows 7(x64)では、プリンタ障害通知機能は未サポートです。 

 

プリンタドライバをダウンロードするには、トップページ(URL：“http://(Webサーバのホス

ト名または IP アドレス)/ETOSWEB/ETSINDEX.HTM”)の“N5200 系印刷で障害通知機能をご使用

になる場合のドライバ(32bit 用)をダウンロードします。”を選んで、“N5200 系障害通知プリ

ンタドライバダウンロード”のページを表示します。 

 

 
 

ページが表示された後、ドライバがダウンロードされインストールされます。 

 

ETOSJX で N5200 系コードのプリンタ障害通知機能を使用する場合、印刷を行うプリンタ（パ

ラレルポートに接続されたプリンタ：本章ではローカルプリンタと呼びます）に対し、ETOSJX

専用プリンタを登録（紐づけ）する設定が必要です。 

登録作業は次項「４．６．２ ETOSJX 専用プリンタ登録を起動する」以降で行います。 
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4.6.2 ETOSJX専用プリンタ登録を起動する 
 

前項「４．６．１ドライバをダウンロードする」でドライバのダウンロードが完了すると、

自動的に ETOSJX 専用プリンタ登録が起動されます。または、システムドライブの”\Program 

Files\ETOSWEB\”にある”REGETSPRN.EXE”を実行してください。起動後、登録画面が表示さ

れます。 

起動時にローカルプリンタが 1 つも登録されていない場合、登録を中止します。プリンタ登

録後に再度、ETOSJX 専用プリンタ登録を起動してください。 
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4.6.3 専用プリンタを登録する 
 

出力先プリンタに対応した専用プリンタを登録します。 

 

 
 

① N5200 系コード印刷での出力先プリンタを選択する。 

 

 
 

プルダウンリストに OS に登録されているローカルプリンタ名の一覧が表示されますの

で、該当プリンタを選択してください。 

N5200 系コード印刷の出力先として使用しないポートでは「登録しない」を選択してく

ださい。 

 

② 専用プリンタを登録する。 

 

［登録］ボタンを押すと、確認画面を表示します。 
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選択したプリンタ名が表示されていることを確認し、［はい］ボタンを押します。 

［いいえ］ボタンを押すと、登録画面に戻ります。 

 

③ 登録結果を確認する。 

 

 
 

専用プリンタの登録に成功すると、登録成功一覧に出力先として選択されたポートとプ

リンタ名、登録した専用プリンタ名が表示されます。 

［終了］ボタンを押すと、ETOSJX 専用プリンタ登録を終了します。 
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＜登録に失敗した場合＞ 

 

 
 

登録失敗一覧に出力先として選択されたポートとプリンタ名、登録に失敗した理由また

は内容が表示されます。登録画面で選択したプリンタについて、以下の点を確認してくだ

さい。 

・ インストールした NEC 製のプリンタドライバを使用しているか 

(OS標準添付のドライバは選択しないでください) 

・ 本ツール起動後に、OS 側でプリンタの状態を変更していないか 

 

［再登録］ボタンを押すと、登録画面に戻ります。出力先に別のプリンタを選択する場

合、再度、登録を実行してください。OS 側でプリンタの状態を変更した場合、［終了］ボ

タンを押して一度 ETOSJX 専用プリンタ登録を終了し、改めて登録を実行してください。
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4.6.4 専用プリンタを登録せずに終了する 
 

 
 

［キャンセル］ボタンを押すと、終了確認メッセージが表示されます。 

終了確認メッセージで［はい］ボタンを押すと、ETOSJX 専用プリンタ登録を終了します。［い

いえ］ボタンを押すと、登録画面に戻ります。 

 

4.6.5 出力先を変更する 
 

 
 

すでに専用プリンタが登録されている場合、「登録済み(変更しない)」と表示されます。以前

の登録時から N5200系コード印刷の出力先プリンタを変更した場合、新たに出力先とするプリ

ンタ名を選択して登録し直してください。 

 

(注意)  以前のバージョンで登録した専用プリンタが残っている場合も「登録済み(変更しな

い)」と表示されます。出力先に変更がない場合、そのまま使用しても問題はありませ

んが、念のため登録し直すことをお勧めします。 
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(参考) 意図しないポートが「登録済み(変更しない)」となっていても、問題はありません。

ただし、OS に未使用のプリンタが残ることになりますので、削除したい場合は下記の

プリンタを OSから削除してください。 

LPT1:用専用プリンタ：「ETOSJX／AP 実行環境専用ﾌﾟﾘﾝﾀ」 

LPT2:用専用プリンタ：「ETOSJX／AP 実行環境専用ﾌﾟﾘﾝﾀ 1」 

LPT3:用専用プリンタ：「ETOSJX／AP 実行環境専用ﾌﾟﾘﾝﾀ 2」 
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4.7 64bit 分散アプリケーションを使用する場合 
 

ActiveX 版では、64bit OS 環境上で動作する分散アプリケーションとして、32bit 版、64bit

ネイティブ版の両方に対応しています。 

 

ただし、64bit ネイティブ版の分散アプリケーションを動作させるには、別途ランタイムの

インストールが必要です。 

ランタイムは、以下の手順に従ってインストールしてください。 

 

(1)トップページ(URL：“http://(Webサーバのホスト名または IP アドレス)/ETOSWEB/ETSIND

EX.HTM”)の“64bit 分散アプリケーションをご使用になる場合のランタイムをインストー

ルします。”を選んでください。 

 

 
 

ランタイムインストーラがダウンロードされます。 

以下の画面が表示された場合は、［実行(R)］を選択してインストールを実行してください。 
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(2) NTEAPI64(ETOSJX)のインストーラが起動します。[次へ]を選択してください。 

 

 
 

(3) インストール準備完了画面が表示されます。[インストール]を選択すると、インストール

が開始します。 
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(4) 次の画面が表示されたら、インストールは完了です。[完了]を選択すると、インストーラ

を終了します。 
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第５章 

PG パラメータ設定 

この章では、ETOSWEB SERVER の使用形態を設定する ETOSJX-PG

の操作方法について説明します。 

 

 ５．１ パラメータファイルとは 

 ５．２ ETOSJX-PGとは 

 ５．３ パラメータファイルの作成手順 

 ５．４ ETOSJX-PGを起動する 

 ５．５ 基本パラメータを入力する 

 ５．６ 拡張パラメータを入力する 

 ５．７ リソースパラメータを入力する 

 ５．８ 全パラメータに既定値をセットする 

 ５．９ ヘルプを使う 

 ５．10 作成したファイルを保存する 

 ５．11 作成したファイルを開く 

 ５．12 パラメータファイルを印刷する 

 ５．13 ファイル作成を終了する 
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第５章 PG パラメータ設定 
 

5.1 パラメータファイルとは 
 

 パラメータファイルとは、ETOSWEB SERVER が動作するために必要なシステム情報を格納して

おくためのファイルです。パラメータファイルを作成するには、ETOSJX-PGを使用します。 

 

 

5.2 ETOSJX-PGとは 
 

 ETOSJX-PG とは、パラメータファイルの作成、更新、印刷を行うためのユーティリティプロ

グラムです。 

 

 

5.3 パラメータファイルの作成手順 
 

 パラメータファイルを、次の手順で作成します。 

 

① ETOSJX-PGを起動する。 

② 基本パラメータを入力する。 

ETOSWEB SERVER システムを動作させるために最低限必要なパラメータです。 

③ 拡張パラメータを入力する。 

拡張パラメータは、端末オペレータの操作性を向上させるために利用します。 

④ リソースパラメータを入力する。 

ローカル画面ファイル、UAパスファイル転送、コード変換テーブルファイル等、通信リソ

ース(ホスト)ごとに一意な情報を設定します。 

⑤ 作成したパラメータファイルを保存する。 

⑥ ETOSJX-PGを終了する。 

 

(注意) 

1) システムのプリンタ情報を変更(ETOSWEB SERVER で使用するプリンタドライバの削除、

プリンタ名やフォーム格納ディレクトリの変更など)した場合は、パラメータファイル

の関連する項目の設定を行う必要があります。 

 

2) 他のマシンからパラメータファイルをコピーして使用する場合は、コピー元のマシンと

異なる設定項目(プリンタ名やフォーム格納ディレクトリ)については再度設定を行う

必要があります。 
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5.4 ETOSJX-PGを起動する 
 

 パラメータファイルを作成するために、ETOSJX-PGを起動します。 

 

① ［スタート］メニューから［ETOSWEB SERVER］－［ETOSJX-PG］を選択する。 

 

② ETOSJX-PGのウィンドウがオープンする。 

ETOSJX-PGの画面が表示されます(本画面を基本パラメータ入力画面と呼びます)。 
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5.5 基本パラメータを入力する 
 

 基本パラメータの設定を行います。 

 

① 基本パラメータを入力する。 

各パラメータの説明に従い、基本パラメータを入力してください。 
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各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

通信 

リソース名 

なし 同一端末上でユニークに指定するホス

トの名前です。 必ずネットワークマネ

ージャで定義した通信リソース名を指

定してください。 

通信リソース名は半角 16 文字(全角 8

文字)まで入力できますが、スペースを

含めることはできません。(注１) 

なし 

初期動作 

モード 

･FORM 

･COMI-2(FORM) 

･COMI-2(KB/PR) 

起動時の動作モードを指定します。 FORM 

ホスト 

コンピュー

タ 

･ACOS-2 

･ACOS-4 

･ACOS-6 

ホストコンピュータを指定します。 ACOS-4 

ユニット 

アドレス 

(注２) 

･自動割り当て 

･固定割り当て 

･LU定義ファイル 

画面 LUのアドレス設定方法を指定しま

す。 

自動割り当て： ネットワークマネージ

ャの LU定義により割り当てられた値で

動作します。 

固定割り当て：ここのテキストボック

スで指定した値で動作します。有効

範囲は、00～FF です。 

LU 定義ファイル：LUは LU定義ファイ

ルで定義した値で動作します。LU

定義ファイルについては「導入ガイ

ド 第８章」を参照してください。 

自動 

割り当て 

(注１) パラメータファイルを保存する際、ETOSJX-PG はパラメータファイルと同じディレクトリに

基本パラメータ情報を格納するリソースファイルを作成します。 

リソースファイルは､通信リソース名に拡張子”ETS”を付けてファイル名とします。 

(例)通信リソース名 リソースファイル名 

RESOURCE-1    RESOURCE-1.ETS 

(注２) プリンタ LUについては、本指定に関わらず LU定義ファイルでの定義だけが有効となりま

す。 
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5.6 拡張パラメータを入力する 
 

拡張パラメータの設定を行います。 

拡張パラメータは、［拡張パラメータ］メニューのメニューコマンドを使って設定します。 
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5.6.1 簡易操作機能の指定をする 
簡易操作機能の指定を行います。各パラメータの説明に従い、パラメータを入力して下さい。 

 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

ｺﾏﾝﾄﾞﾌｧｲﾙ名 なし コマンドファイル名を 253 文字以内で指定

します。拡張子は指定できません。指定 

するファイルが、カレントディレクトリに

ない場合には、ドライブやディレクトリも

指定します。実際のコマンドファイル名は、

本項目で指定したコマンドファイル名に 

コマンド識別子を付けた名となります。

(注) 

E52CMD 

 

(注) 例えば、コマンドファイル名が“C:\EOPTXT\E52CMD”で、識別子が“01”なら、実

際に使用するファイル名は、“C:\EOPTXT\E52CMD01”となります。 

識別子の設定については、「５．６．３ キーをカスタマイズする」を参照してく

ださい。 
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5.6.2 初期動作を指定する 
ETOSWEB SERVER クライアント起動時の初期動作を指定します。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力して下さい。 

 

 
 

 各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

初期ローカル

画面 

なし 起動時にローカル画面を表示する場合、

表示するローカル画面番号を数字３桁

で指定します。ローカル画面番号の有効

範囲は、拡張ローカル画面を使用する 

場合は 000～999、使用しない場合は 000

～255 です。 

なし 

初期簡易操作 なし 起動時に簡易操作を実行する場合、実行

するコマンドファイルの識別子(英数 

およびカタカナ)を指定します。 

識別子は最大２文字まで指定できます。 

なし 

初期マクロ なし 起動時にマクロを実行する場合、実行 

するマクロ番号を指定します。 

マクロ番号の有効範囲は、01～25です。 

なし 

 

(注意) 

1) 各項目とも、何も指定しない場合には実行されません。 

2) 複数の項目を指定した場合、起動時に実行される順番は以下の通りです。 

初期ローカル画面 → 初期簡易操作 → 初期マクロ 
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5.6.3 キーをカスタマイズする 
物理キーにファンクションキーを自由に割り当てます。また、PF1～PF24 のファンクション

キーに、ID送信機能、ローカル画面表示機能、簡易操作機能、マクロ機能を割り当てます。 

 

(1) キーボードを選択する 

 使用するキーボードの種類を指定します。 

① ［拡張パラメータ］メニューの［キーのカスタマイズ］メニューコマンドを選ぶ。 

 

② 98 配列 USBキーボードまたは 98 標準キーボードを使用する場合は［98キーボード］

を選択する。 

［98キーボード］メニューにチェックマークが付加され、基本パラメータ入力画面

に戻ります。 

(注意) 動作するクライアントのキーボードの種類に合わせて設定されます。 

１つの PG ファイルで両方のキーボードのクライアントを使用したい場合は、

“キーボードの種類を選択→キーの割り当て→もう一方のキーボードの種類

を選択→キーの割り当て”の様に２度設定してください。 

 

③ 109 キーボードまたは 106 キーボードを使用する場合は［109 キーボード］を選択す

る。 

［109 キーボード］メニューにチェックマークが付加され、基本パラメータ入力画

面に戻ります。 

 

 
 



第５章 PGパラメータ設定 

   77 

(2) 物理キーにファンクションキーを割り当てる 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［キーの割り当て］メニューコマンドを選ぶ。 

 

② 物理キーにファンクションキーを割り当てる。 

［キーの割り当て］ダイアログボックスが、オープンします。表示されるダイアログ

ボックスは、キーボードの種類によって異なります。 

各パラメータの説明に従い、物理キーにファンクションキーを割り当ててください。 

 

＜98キーボード＞ 

 
 

［既定値］ボタンを押すと、切り換えキーによって指定されたキーに既定値をセットします。 

［一括消去］ボタンを押すと、切り換えキーによって指定されたキーの値を消去します。 
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各パラメータの説明 

キー項目 機能項目 説明 既定値 

・f･1～f･10 

・SHIFT＋f･1 

～SHIFT＋f･10 

・CTRL＋f･1 

～CTRL＋f･10 

・SHIFT＋CTRL＋f･1 

～SHIFT＋CTRL＋f･10 

・vf･1～vf･5 

・SHIFT＋vf･1 

～SHIFT＋vf･5 

・CTRL＋vf･1 

～CTRL＋vf･5 

・SHIFT＋CTRL＋vf･1 

 ～SHIFT＋CTRL＋vf･5 

・ROLL UP 

・SHIFT+ROLL UP 

・CTRL+ROLL UP 

・SHIFT+CTRL+ROLL UP 

・ROLL DOWN 

・SHIFT+ROLL DOWN 

・CTRL+ROLL DOWN 

・SHIFT+CTRL+ROLL DOWN 

・HOME 

・CTRL＋HOME 

・SHIFT＋HOME 

・SHIFT+CTRL+HOME 

・HELP 

・SHIFT+HELP 

・CTRL+HELP 

・SHIFT+CTRL+HELP 

・AP ｷｰ 

・SHIFT＋AP ｷｰ 

・CTRL＋AP ｷｰ 

・SHIFT＋CTRL＋AP ｷｰ 

・INS 

・SHIFT＋INS 

・CTRL＋INS 

・SHIFT＋CTRL＋INS 

・DEL 

・SHIFT＋DEL 

・CTRL＋DEL 

・SHIFT＋CTRL＋DEL 

・ESC 

・SHIFT＋ESC 
・TAB 

・SHIFT＋TAB 

・未設定 

・PF1～PF24 

・全消去(クリア) 

・Ⅰ 

・Ⅱ 

・Ⅲ 

・実行／送信 

・セッション切換 

・割込 

・全項消去 

・復改 

・コマンド入力 

・パラメータ変更 

・再開 

・チェックオフ 

・DEV CANCEL 

・ERASE EOF 

・STOP ID 

・HELP ID 

・項消去 

・カーソルホーム 

・IDENT 

・リセット 

・COPY ID 

・挿入 

・削除 

・HCopy 文字 

・HCopy 文字+罫線 

・HCopy すべて 

・HCopy グラフ 

・TAB 

・BackSkip 

・BackSpace 

・Skip 

・IME ﾓｰﾄﾞ切替 

物理キーに対応するファ

ンクションキーを指定しま

す。 

［機能選択項目一覧］の

リストボックスから指定し

たいファンクションキーを

選び、そのファンクション

キーを物理キーに指定しま

す。 

複数のキーに同じ機能を

割り当てることもできま

す。 

SHIFT キー、CTRL キーを

押しながら押すキーを指定

する場合は、［切り換えキ

ー］で SHIFT、CTRL、SHIFT

＋CTRL を指定してくださ

い。 

指定できないキーは、ハ

ーフトーンで表示されま

す。 

 

操 作 ガ イ ド  

「キーボード

を使う」を参照

してください。 
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・CTRL＋TAB 

・SHIFT＋CTRL＋TAB 

・BS 

・SHIFT＋BS 

・CTRL＋BS 

・SHIFT＋CTRL＋BS 

・Enter 

・SHIFT＋Enter 

・CTRL＋Enter 

・SHIFT＋CTRL＋Enter 
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＜109 キーボード＞ 

 
 

［既定値］ボタンを押すと、切り換えキーによって指定されたキーに既定値をセットします。 

［一括消去］ボタンを押すと、切り換えキーによって指定されたキーの値を消去します。 
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各パラメータの説明 

キー項目 機能項目 説明 既定値 

・F1～F12 

・Shift＋F1～Shift＋F12 

・Ctrl＋F1～Ctrl＋F12 

・Shift+Ctrl+F12～ 

Shift+Ctrl+F12 

・Insert 

・Shift＋Insert 

・Ctrl＋Insert 

・Shift＋Ctrl＋Insert 

・Delete 

・Shift＋Delete 

・Ctrl＋Delete 

・Shift＋Ctrl＋Delete 

・Home 

・Shift＋Home 

・Ctrl＋Home 

・Shift＋Ctrl＋Home 

・End 

・Shift＋End 

・Ctrl＋End 

・Shift＋Ctrl＋End 

・Page Up 

・Shift＋Page Up 

・Ctrl＋Page Up 

・Shift＋Ctrl＋Page Up 

・Page Down 

・Shift＋Page Down 

・Ctrl＋Page Down 

・Shift＋Ctrl＋Page Down 

・AP ｷｰ,Shift＋AP ｷｰ 

・Ctrl＋AP ｷｰ 

・Shift＋Ctrl＋AP ｷｰ 

・Esc,Shift＋Esc 

・Tab,Shift＋Tab 

・Ctrl＋Tab 

・Shift＋Ctrl＋Tab 

・BackSpace 

・Shift＋BackSpace 

・Ctrl＋BackSpace 

・Shift+Ctrl+BackSpace 

・Enter,Shift＋Enter 

・Ctrl＋Enter 

・Shift＋Ctrl＋Enter 

・未設定 

・PF1～PF24 

・全消去(クリア) 

・Ⅰ 

・Ⅱ 

・Ⅲ 

・実行／送信 

・セッション切換 

・割込 

・全項消去 

・復改 

・コマンド入力 

・パラメータ変更 

・再開 

・チェックオフ 

・DEV CANCEL 

・ERASE EOF 

・STOP ID 

・HELP ID 

・項消去 

・カーソルホーム 

・IDENT 

・リセット 

・COPY ID 

・挿入 

・削除 

・HCopy文字 

・HCopy文字+罫線 

・HCopyすべて 

・HCopyグラフ 

・TAB 

・BackSkip 

・BackSpace 

・Skip 

・IME ﾓｰﾄﾞ切替 

物理キーに対応するファンク

ションキーを指定します。 

［機能選択項目一覧］のリス

トボックスから指定したいファ

ンクションキーを選び、そのフ

ァンクションキーを物理キーに

指定します。 

複数のキーに同じ機能を割り

当てることもできます。 

Shift キー、Ctrl キーを押し

ながら押すキーを指定する場合

は、［切り換えキー］で SHIFT、

CTRL、SHIFT＋CTRL を指定して

ください。 

指定できないキーは、ハーフ

トーンで表示されます。 

 

操作ガイド  

「キーボード

を使う」を参照

してください。 

 

③ ［OK］ボタンを押す。 

 設定したパラメータを保持し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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(3) PF1～PF24、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲのファンクションキーに機能を割り当てる 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［キーのカスタマイズ］メニューコマンドを選ぶ。 

② ［ファンクションキー機能割当］メニューを選択する。 

③ ［ファンクションキー機能割当］ダイアログボックスがオープンする。 

 
 

④ ［ファンクションキー機能割当］ダイアログボックスで、設定する PF キーのボタン

を選ぶ。 

⑤ PF キーのダイアログボックスで、パラメータを入力する。 

指定した PF キーのダイアログボックスがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 
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各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

ファンクション

キー機能指定 

・ID送信 

・ローカル画面 

・簡易操作 

・マクロ実行 

ID 送信：PFキーに対する ID をホストに送

信します。 

ローカル画面：表示するローカル画面番

号を数字３桁で指定します。ローカ

ル画面番号の有効範囲は、000～255

です。ただし、拡張ローカル画面を

使用する場合は、000～999 となりま

す。 

簡易操作：実行するコマンドファイル

の識別子(英数およびカタカナ)を指

定します。何も指定しない場合、簡

易操作は実行されません。 

識別子は最大２文字まで指定できま

す。 

マクロ実行：実行するマクロ番号を指定

します。何も指定しない場合は実行

されません。マクロ番号の有効範囲

は 01～25です。 

ID 送信 

キーの名前 なし PF キーの名前を変更します。キーの名

前は、32 文字まで入力できます。ツー

ルボタンの説明として、ステータスバー

に表示されます。 

なし 

 

⑥ PF キーのダイアログボックスで［OK］ボタンを押す。 

PF キーダイアログボックスで設定したパラメータを保存し、［ファンクション 

キー機能割当］ダイアログボックスに戻ります。 

 

⑦  スイッチの使用の有無を選択する 

各パラメータの説明に従い、スイッチの設定を行ってください。 

 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

スイッチの使用 ・使用する 

・使用しない 

使用する：ID 送信、ローカル画面、簡

易操作、マクロ実行を複数同時に指定

した場合、これらの機能を実行する優

先順位を変更することができます。 

使用しない：ID 送信、ローカル画面、

簡易操作、マクロ実行を複数同時に指

定した場合、これらの機能を実行する

優先順位は、マクロ実行、簡易操作、

ローカル画面、ID 送信の順となりま

す。 

使用 

しない 
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⑧［ファンクションキー機能割当］ダイアログボックスで［OK］ボタンを押す。 

 基本パラメータ入力画面に戻ります。 

 

(注意)１つの PFキーに複数の機能を指定した場合、PF キーを押すと複数指定した機能

の優先順位の高い機能のみを実行します。 

 

スイッチの使用 優先順位 

使用する 

(注) 

SW(ID) ID 送信→マクロ実行→簡易操作→ローカル画面 

SW(MET) マクロ実行→簡易操作→ローカル画面→ID 送信 

SW(EOP) 簡易操作→マクロ実行→ローカル画面→ID 送信 

SW(GFM) ローカル画面→マクロ実行→簡易操作→ID 送信 

使用しない マクロ実行→簡易操作→ローカル画面→ID 送信 

  

(注意)スイッチは Ctrl_＋ K_(_CTRL_＋ K_)を押すことによって切り換えます。 

スイッチの状態は画面の制御領域に表示されます(詳細は操作ガイド 

「画面フォーマット」の制御領域の説明を参照して下さい)。 
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5.6.4 ファンクションスイッチ機能を指定する 
 ファンクションスイッチの設定を行います。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［ファンクションスイッチ機能指定］メニューコマン

ドを選ぶ。 

［ファンクションスイッチ機能指定］ダイアログボックスがオープンします。 

設定するファンクションスイッチのボタンを押してください。 

 
 

② 各ファンクションスイッチのダイアログボックスで、パラメータを入力する。 

 各ファンクションスイッチのダイアログボックスが、オープンします。 

 各パラメータの説明に従い、パラメータを入力して下さい。 

 

＜ファンクションスイッチ１＞ 
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各パラメータの説明 

項目名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 説明 既定値 

BIT 0 

初期アトリビュ

ート指定(注 1) 

 YES：初期モードはアトリビュート非占有モードとなり

ます。 

NO：初期モードはアトリビュート占有モードとなりま

す。 

NO 

BIT 1 

NL 動作指定 

(注 1) 

YES：ホストコンピュータから受信した画面へのメッセ

ージ中の NL を画面に書き込み復改します。 

NO ：ホストコンピュータから受信した画面へのメッセ

ージ中の NL を単なるデータとして扱い、画面に書

き込みます。 

NO 

BIT 2 

復改キー指定 

(注１) 

YES：復改キーが押された時、NL を画面に書き込み復改

します。 

NO ：復改キーが押された時、復改動作のみ行います。 

NO 

BIT 3 

コピーキー指定 

(注 1) 

：YES 

：NO 

YES：コピーキーが押された時、端末ローカルで PR チ

ャネルに画面のハードコピーを印字出力します。 

NO ：コピーキーが押された時、ホストコンピュータに

コピーキーメッセージを送信します。 

NO 

BIT 4 

ローカルコピー

復改指定  

(注 1) 

YES：端末ローカルに画面のハードコピーを出力する

時、画面上の NLによって復改します。 

NO ：端末ローカルに画面のハードコピーを出力する時、

画面の各行の終わりに NLを付加し復改します。 

NO 

BIT 5 

送信済みデータ 

保護指定  

(注 1) 

YES：一度送信したフィールドは、送信キーおよび SOT

でスキップされ何も送信されません。 

NO ：一度送信したフィールドは、送信キーおよび SOT

によって、再度送信されます。 

NO 

BIT 6 

入力可ブザー鳴

動指定 

(注 1) 

YES：入力不可→入力可への変化時に、ブザーを鳴らし

ます。ブザー音は、［拡張パラメータ］－［ブザー

鳴動指定］で指定可能です。 

NO ：入力不可→入力可への変化に、ブザーを鳴らしま

せん。 

NO 

BIT 7 

IBM エミュレー

トモード指定 

(注 1) 

YES：IBM3270 エミュレートモードへの切換コマンド受

信時エミュレートモードとなり、PF キーを押した時

に、各 PFキーの IDだけでなく、送信キーを押した

時と同様に画面のデータをホストに送信します。 

NO ：IBM3270 エミュレートモードへの切換コマンドを

受信してもエミュレートモードにはなりません。 

NO 

BIT 9 

画面展開モード 

指定  

(注 1) 

 YES：画面に対するテキストを受信ブロック単位に表示

します。 

NO ：画面に対するテキストをすべて受信した後に表示

します。 

NO 
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各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

BIT E 

ID カード 

リーダモー

ド指定 

：YES 

：NO  

YES：ID カードリーダをモデル 50N 互換モードで

使用します。 

NO ：ID カードリーダをモデル 55N 互換モードで

使用します。 

リファレンスマニュアル「アトリビュート文字」

を参照。 

NO 

BIT F 

プリンタ同

時出力指定  

(注 2) 

 YES：ホストからの画面への表示データまたはキ

ーボードからの入力データを同時にプリン

タへ出力します。 

NO ：ホストからの画面への表示データまたはキ

ーボードからの入力データをプリンタへ出

力しません。 

NO 

(注 1) FORM、COMI-2(FORM)モードのみ有効。 

(注 2) COMI-2(KB/PR)モードでのみ有効。 
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＜ファンクションスイッチ２＞ 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメー

タ 

説明 既定値 

BIT 1 

数字フィールド 

ジャスティファ

イ指定 (注 1) 

 YES：数字フィールドは ATR3 のＪ指定にかかわ

らずジャスティファイ動作します。 

NO ：数字フィールドは ATR3 でＪ指定されてい

なければジャスティファイ動作しません。 

NO 

BIT 2 

マウス使用指定 

：YES 

：NO  

YES：ライトペン機能を使用します。(ATR1 の指

定で BL、HL のどちらか一方のみ ON の場合

にライトペンフィールドを生成します) 

NO ：ライトペンフィールドを生成しません。 

NO 

BIT 7 

英小文字変換指

定 

 YES：キーボードから入力された英小文字を英大

文字に変換して表示します。 

NO ：文字の変換を行いません。 

NO 

BIT 8 

倍画面使用指定 

 YES：倍画面モードで動作します。 

(全モードで有効) 

NO ：通常モードで動作します。 

NO 

※上記以外のパラメータは、指定しても無視されます。 

(注 1) FORM、COMI-2(FORM)モードでのみ有効です。 
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＜ファンクションスイッチ３＞ 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

BIT 1 

XFERキー 

送信機能指

定 

 YES：XFERキーを実行／送信キーとして扱います。  

NO ：XFERキーを実行／送信キーとして扱いません。 

NO 

BIT 2 

罫線補正指

定 

：YES 

：NO 

YES：横罫線をカラムの中央から引きます。 

NO ：横罫線をカラムの左端から引きます。 

YES 

BIT 5 

左クリック

動作指定 

 YES：マウス左クリックにより入力位置カーソルを移動

可能とします。 

NO ：マウス左クリックでは入力位置カーソルを移動し

ません。 

NO 

※上記以外のパラメータは、指定しても無視されます。 

(注意) 

1) BIT0「かな漢字変換モード切換指定」は、［入力モード指定］ダイアログボックスの

「漢字フィールドかな漢起動」へ移動しました。 

2) BIT6「BSキー機能指定」は削除しました。同等の機能を指定する場合は、 

［キーのカスタマイズ］－［キーの割り当て］ダイアログボックスを開き、 

キーの機能を指定してください。 



第５章 PGパラメータ設定 

   90 

＜ファンクションスイッチ４＞ 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 説明 既定値 

BIT 0 

モノクロ 

ディスプレイ 

互換モード 

 YES：ホストからの画面に対するカラー指定を無視しま

す。 

通常は、緑色で表示され、高輝度表示指定の 

フィールドのみ黄色で表示されます。 

NO ：ホストからの画面に対するカラー指定を有効に 

します。 

NO 

BIT 1 

WMSC ﾌｧｲﾙ 

転送動作指定 

：YES 

：NO 

YES：１レコードを複数テキストに分割して送信する

COMI-2上り可変長ファイル転送において、 

１テキストの WMSC 受信に対して、１レコード分の

全テキストを送信して、MS-DOS 版 ETOS と同等の

動作をします。 

NO：１レコードを複数テキストに分割して送信する

COMI-2上り可変長ファイル転送において、１テキ

ストの WMSC 受信に対して、１テキストのみ送信し

ます。 

NO 

※上記以外のパラメータは、指定しても無視されます。 

 (注 1) 本パラメータは無効です。 

 

③ 指定したファンクションスイッチのダイアログボックスで［OK］ボタンを押す。 

 ダイアログボックスは消えます。 

 

④ ［ファンクションスイッチ機能指定］ダイアログボックスで［OK］ボタンを押す。 

ダイアログボックスは消え、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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5.6.5 COMI-2パス拡張機能を指定する 
 COMI-2 パスを使用する場合の各種機能の設定を行います。 

(注意) クライアント上のファイルを指定してください。 

 

(1) ファイル情報を定義する。 

① ［拡張パラメータ］メニューの［COMI-2パス機能指定］メニューコマンドを選ぶ。 

② ［ファイル情報定義］メニューを選択する。 

［ファイル情報定義］ダイアログボックスがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力して下さい。 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 説明 既定値 

レコード長 

既定値 

なし レコード長の既定値を指定します。ファイル名直接

指定の固定長ファイル転送やファイル名間接指定の

$CHG を使用した固定長モードファイル転送でレコ

ード長が指定されていない場合、この値がレコード

長となります。有効範囲は、１～999バイトです。 

256 

ファイル名 なし ファイル名を指定します。指定するファイルが、 

カレントディレクトリにない場合には、ディレクト

リも指定し、64 文字以内で入力します。 

なお、本ファイル名はホストから指定されるファイ

ル名と同じ文字列を指定する必要があります。 

なし 

レコード長 なし ファイルのレコード長を指定します。ファイルは、

本項目で指定されたレコード長で送信されます。 

有効範囲は、１～999バイトです。 

なし 

 

③ ［OK］ボタンを押す。 

 設定したパラメータを保存し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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(2) 拡張機能を指定する 

① ［拡張パラメータ］メニューの［COMI-2パス拡張機能］メニューコマンドを選ぶ。 

② ［拡張機能］メニューを選択する。 

［拡張機能］ダイアログボックスが、オープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

送信データ圧縮 

指定 

・フロッピーデ

ィスク 

・カードリーダ 

・圧縮する 

・圧縮しない 

フロッピーディスクイメージデータ／カード

リーダイメージデータ送信時にデータの圧縮

を行うかを指定します。 

圧縮す

る 

トレーラ 

スペース削除 

・削除する 

・削除しない 

トレーラスペースを削除するかを指定しま

す。 

削除す

る 

COMI-2( 間 接 指

定)ファイル転

送 

・ファイルアロ

ケーション 

・アロケートす

る 

・アロケートし

ない 

COMI-2 パスファイル転送(下り間接指定)にお

いて、ファイルが存在しない場合にファイル

を作成するかを指定します。 

アロケ

ート 

しない 

COMI-2( 間 接 指

定)ファイル転

送 

・ファイル種別 

・固定長モード 

・可変長モード 

COMI-2 パスファイル転送(間接指定)において

ファイル転送のモードを指定します。 

固定長モード：チャネル指定のレコード長を

有効とし、レコードサイズが固定と 

なります。 

可変長モード：CRLF までを１レコードとし、

レコード長が可変となります。 

固定長 

モード 

不正コード 

エラー 

・表示する 

・表示しない 

COMI-2パスファイル転送で、 

扱うことのできないコード(Ｇ１文字、NEC 付

加文字、その他不正コード)を受信した時に、

エラーを表示するか指定します。 

表示し

ない 

 

③ ［OK］ボタンを押す。 

 設定したパラメータを保存し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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(3) 端末オペレータコマンドを指定する 

 端末オペレータコマンドの登録を行います。 

① ［拡張パラメータ］メニューの［COMI-2パス機能指定］メニューコマンドを選ぶ。 

② ［端末オペレータコマンド指定］メニューを選択する。 

［端末オペレータコマンド指定］ダイアログボックスがオープンします。 

設定したい登録番号のボタンを押してください。 

 
 

③ 指定した登録番号のダイアログボックスで、パラメータを入力する。 

指定した登録番号のダイアログボックスがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

また、登録した端末オペレータコマンドを削除したい場合には、［登録削除］ボタン

を押してください。 

その登録番号を未登録状態にし、ダイアログボックスは消えます。 
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各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

イメージ ・キーボード 

・フロッピーデ

ィスク 

送信データイメージを指定します。 キーボード 

入力装置 ・キーボード 

・DRIVE A～Z 

入力装置を指定します。 

キーボードを指定した場合、以降のパラメ

ータを指定する必要はありません。 

キーボード：キーボード入力フィールドに

入力されたデータがホストに送信さ

れます。 

DRIVE A～Z：ファイル１レコード分のデー

タが、ホストに送信されます。 

キーボード 

ファイル名 なし ファイル名を指定します。指定するファイ

ルが、カレントドライブにない場合には、

ドライブやディレクトリも指定します。 

(［入力装置］で、DRIVE A～Zを指定した

場合のみ指定してください。) 

64 文字まで入力できます。 

なし 

レコード長 なし ファイルのレコード長を指定します 

(［入力装置］で、DRIVE A～Zを指定した

場合のみ指定してください)。 

有効範囲は、1～999バイトです。 

なし 

データコー

ド 

・JIPS(J)SE 

・内部(J) 

ファイル内に格納されているデータの 

コードを指定します 

(［入力装置］で、DRIVE A～Zを指定した

場合のみ指定してください)。 

JIPS(J)SE：ホストと同じコード体系。 

漢字コードの変換を行いません。 

内部(J)：ホストと異なるコード体系。 

漢字コードの変換を行います。シフト

JIS→JIPS(J)SE(送信時) 

JIPS(J)SE 
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(4) チャネルを指定する(COMI-2 パスファイル名間接指定) 

COMI-2 パスを使用してファイル転送(ファイル名間接指定)を行う場合、あらかじめフ

ァイル名を間接的に表すチャネルにファイル名と入出力装置を設定する必要がありま

す。 

このチャネルを指定します。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［COMI-2パス機能指定］メニューコマンドを選ぶ。 

② ［チャネル指定］メニューを選択する。 

［チャネル指定］ダイアログボックスが、オープンします。 

 
 

③ ［チャネル指定］ダイアログボックスで、指定するチャネルを選ぶ。 

各パラメータの説明に従い、チャネルを選択してください。 

 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

チャネル ・CR 

・CP 

・LP 

・SP 

・FD0 

・FD1 

・FD2 

・FD3 

・FD4 

設定したいチャネルを指定します。 

CR：カードリーダチャネル 

CP：カードパンチチャネル 

LP：ラインプリンタチャネル 

SP：シリアルプリンタチャネル 

FD0～4：フロッピーディスクチャネル 

なし 

 

④ 指定したチャネルのダイアログボックスでパラメータを入力する 

指定したチャネルのダイアログボックスがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 
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＜CRチャネル＞ 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

ファイル名 なし ファイル名を指定します。指定するファイ

ルが、カレントディレクトリにない場合に

は、ドライブやディレクトリも指定しま

す。64文字まで入力できます。 

C：DATAR 

レコード長 なし ファイルのレコード長を指定します。 

有効範囲は、1～999バイトです。 

80 

データコード ・JIPS(J)SE 

・内部(J) 

ファイル内に格納されているデータのコ

ードを指定します。 

JIPS(J)SE：ホストと同じコード体系。 

漢字コードの変換を行いません。 

内部(J)：ホストと異なるコード体系。 

漢字コードの変換を行います。シフト

JIS→JIPS(J)SE(送信時) 

JIPS(J)SE 
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＜CP/LP/SP チャネル＞ 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

出力装置 ・プリンタ 

・DRIVE A～Z 

チャネルの出力装置を指定します。 プリンタ 

ファイル名 なし ファイル名を指定します。指定するファ

イルが、カレントディレクトリにない場

合には、ドライブやディレクトリも指定

します。 

64 文字まで入力できます。 

(［出力装置］で、DRIVE A～Z を指定し

た場合のみ指定してください。) 

なし 

レコード長 なし ファイルのレコード長を指定します。 

有効範囲は、1～999バイトです 

(［出力装置］で、DRIVE A～Z を指定し

た場合のみ指定してください。)。 

CP：80  

LP：256 

SP：256 

データコード 

(注 1) 

・JIPS(J)SE 

・内部(J) 

ファイル内へ格納するデータのコードを

指定します 

(［出力装置］で、DRIVE A～Z を指定し

た場合のみ指定してください。)。 

JIS(J)SE：ホストと同じコード体系。 

漢字コードの変換を行いません。 

内部(J)：ホストと異なるコード体系。 

漢字コードの変換を行います。

JIPS(J)SE→シフト JIS(受信時) 

JIPS(J)SE 

(注 1) LP/SP チャネルの場合、内部(J)を指定しても無効となります。この場合、デー

タコードは JIPS(J)SE で処理されます。 
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＜FD0～FD4チャネル＞ 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

ファイル名 なし ファイル名を指定します。指定するファイル

が、カレントディレクトリにない場合には、

ドライブやディレクトリも指定します。 

64 文字まで入力できます。 

FD0 

C:DATA0 

FD1 

C:DATA1 

FD2 

C:DATA2 

FD3 

C:DATA3 

FD4 

C:DATA4 

  

レコード長 なし ファイルのレコード長を指定します。 

有効範囲は、1～999バイトです。 

256 

データコード ・JIPS(J)SE 

・内部(J) 

ファイル内に格納されているデータのコー

ドを指定します。 

JIPS(J)SE：ホストと同じコード体系。 

漢字コードの変換を行いません。 

内部(J)：ホストと異なるコード体系。 

漢 字 コ ー ド の 変 換 を 行 い ま す 。

JIPS(J)SE→シフト JIS(受信時) 

JIPS(J)SE 

 

⑤ 指定したチャネルのダイアログボックスで［OK］ボタンを押す。 

指定したチャネルのダイアログボックスで［OK］ボタンを押します。 

設定したパラメータを保存し、ダイアログボックスは消えます。 

 

⑥ ［チャネル指定］ダイアログボックスで［OK］ボタンを押す。 

ダイアログボックスは消え、もとの画面に戻ります。 
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(5) ファイル受信終了後の自動起動アプリケーションを指定する 

COMI-2 パスを使用したファイル転送(ファイル名直接指定)終了後、起動するアプリケ

ーションを指定します。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［COMI-2パス機能指定］メニューコマンドを選ぶ。 

② ［アプリケーション自動起動設定］メニューを選択する。 

［アプリケーション自動起動設定］ダイアログボックスが、オープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

受信ファイル

名 

なし COMI-2 パスファイル転送で受信するフ

ァイル名を指定します。 

12 文字まで入力できます。 

なし 

実行アプリケ

ーション名 

なし COMI-2 パスファイル転送で受信したフ

ァイル名が、設定した受信ファイル名と

一致した場合に起動するアプリケーシ

ョンを指定します。(注 1) 

なし 

(注 1)  

1) 指定したアプリケーションが実行される場合、実行ファイルの第１引数として、

受信ファイル名が指定されます。 

2) 実行アプリケーション名は、フルパスで指定してください。 

3) ファイル名以外の引数を指定することはできません。 

 

③ ［OK］ボタンを押す。 

 設定したパラメータを保存し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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(6) ファイル転送ディレクトリを指定する 

COMI-2 パスを使用したファイル転送(ファイル名直接指定)で使用するディレクトリを

ユニット番号毎に指定します。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［COMI-2パス機能指定］メニューコマンドを選ぶ。 

② ［ユニット番号ディレクトリ指定］メニューを選択する。 

［ユニット番号ディレクトリ指定］ダイアログボックスが、オープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

転送ディレク

トリ 

なし COMI-2 パスファイル転送で使用するディ

レクトリをユニット番号(ドライブ番号)

毎に指定します。ユニット番号０～９は

ドライブ番号 A～J に対応します。本指定

は、ファイル名直接指定でのみ有効です。 

(注)転送ディレクトリはフルパスで指定

してください。 

なし 

 

③ ［OK］ボタンを押す。 

設定したパラメータを保存し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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(7)ファイル転送時の未定義コード動作を指定する 

コード変換テーブルを使用して COMI-2 パスファイル転送(バイナリデータ転送は除く)

を行う場合、コード変換テーブルで未定義としたコードの取り扱いを指定します。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［COMI-2パス機能指定］メニューコマンドを選ぶ。 

② ［未定義コード動作指定］メニューを選択する。 

［未定義コード動作指定］ダイアログボックスが、オープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 
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各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

上り 

(シフト JIS

→JIS) 

・シフト JISコードのまま送信する 

・未定義コードを削除する 

・指定の JIS コードに置き換える 

ファイル内に存在する未

定義コードをホストへ送

信する際の動作を指定し

ます。 

指定の JIS

コードに置

き換える 

置換する JISコード 上記で［指定の JISコー

ドに置き換える］を指定

した場合、置き換える

JIS コードを指定しま

す。有効範囲は 0000～

FFFFです。 

0000 

下り 

(JIS→ 

 シ フ ト

JIS) 

・JIS コードのままファイルに書き 

込む 

・未定義コードを削除する 

・指定のシフト JISコードに置き換

える 

ホストから受信したデー

タ内に存在する未定義コ

ードをファイルに書き込

む際の動作を指定します。 

JIS コード

のままファ

イルに書き

込む 

置換するシフト JISコード 上記で［指定のシフト

JIS コードに置き換え

る］を指定した場合、置

き換えるシフト JISコー

ドを指定します。有効範

囲は 0000～FFFFです。 

0000 

(注意) 

1)  置換する JISコードは、ホスト側に影響がないコードを指定してください。 

指定コードによっては、JIS の日本語コードにならない範囲があります。 

2)  置換するシフト JIS コードは、Windows で使用する場合に影響がないコードを指

定してください。 

指定コードによっては、シフト JIS の日本語コードにならない範囲や字体がない

コードになる範囲があります。 

 

③ ［OK］ボタンを押す。 

設定したパラメータを保存し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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5.6.6 IDカードリーダ機能を指定する 
 IDカードリーダを使用するかどうかを指定します。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［ID カードリーダ機能指定］メニューコマンドを選ぶ。 

② IDカードリーダを使用する場合には［使用する］を選択する。 

［使用する］メニューにチェックマークが付加され、基本パラメータ入力画面に戻りま

す。 

③ IDカードリーダを使用しない場合には［使用しない］を選択する。 

［使用しない］メニューにチェックマークが付加され、基本パラメータ入力画面に戻り

ます。 

 

 
 

(注意) IDカードリーダ使用時は、デバイスマネージャの通信ポート(COM1)の設定を IDカ

ードリーダ機器の設定に合わせてください。 
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5.6.7 回線接続に関するパラメータを指定する 
 TCP/IP 手順使用時のコネクション確立の方法と、ETOSWEB SERVER クライアント起動時ま

たは回線切断時に、ETOSWEB SERVER から発行する接続要求の回数を設定します。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［回線接続パラメータ設定］メニューコマンドを選ぶ。 

② パラメータを入力する。 

［回線接続パラメータ］ダイアログボックスがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

コネクション

の確立 

・自動 

・マニュアル 

TCP/IP 手順において、コネクションの確

立を行う方法を指定します。 

「自動」を選択した場合、常にコネクシ

ョンを確立しようとします。 

自動 

画面送信応答

監視 

・しない 

・する 

TCP/IP 手順で、画面送信、COMI-2 ファ

イル送信、分散テキスト送信の際、ホス

トへの到達確認を行うかを指定します。 

しない 

回線接続 

リトライ 

・無限 

・回数設定 

回線接続が失敗した場合の再接続試行

回数を指定します。無限を選択した場合

は回線接続完了まで、接続要求を繰り返

します。 

回数設定 ０ 

 

③ ［OK］ボタンを押す。 

設定したパラメータを保存し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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5.6.8 プリンタ情報を設定する(COMI-2パス) 
 ［拡張パラメータ］メニューの［プリンタ出力指定］メニューで COMI-2 パスプリンタ出

力機能の設定を行います。 

 

(1) 出力方法の設定を行う 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［プリンタ出力指定］を選択する。 

② ［COMI-2パス指定］設定を選択する。 

③ パラメータを入力する。 

プリンタ制御コード指定ダイアログボックスがオープンします。各パラメータの説明

に従い、パラメータを設定してください。 

 

 
 

(注意)出力先プリンタは指定できません。 

既定値ではクライアントで指定されている“通常使うプリンタ”となります。そ

れ以外のプリンタに出力したい場合は、ActiveX 版起動後、［オプション］ 

メニューの［プリンタ情報の設定］にてプリンタを変更してください。 
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各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

現在選択さ

れている出

力先プリン

タ 

プリンタ名 現在選択されているプリンタを表示します。 未設定 

通常使う 

プリンタ 
YES 

NO 

出力先プリンタを Windows で設定されている「通常

使うプリンタ」に出力するかどうか指定します。 

YES：Windows で指定された「通常使うプリンタ」

に出力します。 

NO ：現在選択されているプリンタに出力します。 

YES 

プリンタ 

言語 

･N5200 系コー

ド 

･PC系コード 

･従来変換 

･無変換 

･イメージ変

換 

ホストから受信するプリンタ言語およびコード変

換方法を指定します。 

N5200 系コード： 

ホストから受信するデータが旧情処コードの 

場合指定します。 

PC系コード： 

ホストから受信するータが 201PLまたは NPDL2の

時指定します。 

従来変換： 

一部のホスト側制御コードを変換し、プリンタ

へ出力します。 

無変換： 

データの加工は一切行わず、プリンタへ出力し

ます。 

イメージ変換： 

PC-PR201系プリンタをエミュレートし、印字イメ

ージデータをプリンタへ出力します。 

従来変換 

プリンタコ

ードチェッ

ク 

：YES 

：NO 

ホストからの印字データが設定にあっているかの

チェックを行うか設定します。 

YES:設定されているプリンタ言語では、使用不可能

なコードを受信した場合に、エラーを表示し、

プリンタ出力を中止します。 

NO:設定されているプリンタ言語では、使用不可能

なコードを受信しても、エラーを表示せず、 

プリンタ出力を継続します。 

YES 

障害通知の

有無 

･通知する 

･通知しない 

N5200 系コード選択時、プリンタの障害通知機能を

選択します。 

通知する：プリンタ障害発生時、ホストへ障害情報

を通知します。(注 1) 

通知しない：プリンタ障害発生時、プリントマネー

ジャに処理をまかせます。 

通知する 
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項目名 パラメータ 説明 既定値 

障害通知 

･全て永久

障害で通知

する 

：YES 

：NO 

上記で｢通知する｣を選択時、全て永久障害で通知

するか否かを選択します。電源断、未接続を用紙

切れや DSEL で通知する場合があります。 

YES:用紙切れを含む全ての障害を検出した場合、

永久障害でホストへ障害通知します。 

NO:用紙切れとその他の障害を区別してホストへ

障害通知します。 

NO 

プリンタ 

監視 

･監視しない 

･監視する 

COMI-2 パスでのプリンタ出力をタイマ監視するか

指定します。 

監視しない：プリンタをオープン後、ETOSWEB 

SERVER を終了するまで、クローズを行

いません｡ (注 2) 

監視する：プリンタ監視時間を指定して下さい。

指定したプリンタタイマ監視時間を経

過してもテキストがこなければプリン

タをクローズします。 

プリンタ監視時間の有効範囲は、１～

9999秒です。(注 3) 

監視する 

10 秒 

（注1） 障害通知機能は、プリンタポートに直接接続されたローカルプリンタのみ使用可

能です。ネットワークプリンタおよび USB 接続プリンタでは使用できません。 

（注2） プリンタ監視しない設定は、N5200 系コード(障害通知する)の場合のみ使用して下

さい。それ以外の設定で使用した場合、ETOSWEB SERVER が終了するまで印刷が開

始されない場合があります。 

（注3） ホストからの印刷データが終了しても、この指定時間だけ待ってから印刷を開始

します。N5200 系コードの場合、プリンタ監視時間経過後および印刷開始時にプリ

ンタ装置のリセットや用紙長の再設定(シリアルプリンタのみ)を行うため、極端

に小さい値を設定するとプリンタ性能の悪化やページずれが発生する恐れがあり

ます。業務ごとに適切な値を設定してください。 
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④ 詳細設定を行う。 

［プリンタ出力指定(COMI-2)］ダイアログボックスで［詳細設定］ボタンを選択し、

コード変換パラメータを設定します。 

表示されるダイアログボックスは、プリンタ言語、および印字方法によって異なりま

す。 

 

＜N5200系コード＞ 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

プリンタ 

機種名 

プリンタ 

型番 

リストボックスに PC-PTOS対応プリンタが表示

されます。一覧の中から使用するプリンタを指

定します。(注 1)(注 4) 

なし 

初期化 

コード 

・出力する 

・出力しない 

プリンタ出力開始時にプリンタの初期化を行

うかを指定します。 

通常は、出力するを指定し、ホスト側にてプリ

ンタを制御する場合に出力しないを指定しま

す。 

出力する 

印字方向 ・ポート 

レート 

・ランド 

スケープ 

用紙の印字方向を指定します。(注 2) ポートレー

ト 

用紙位置 ・中央 

・左端 

用紙の位置を指定します。(注 2) 左端 

外字 ・Windows 

標準外字 

・移行外字 

(注 3) 

N5200 系コード印刷で使用する外字を指定しま

す。移行外字は、PTOS/A-VX5 の外字を「日本語

文字拡張セット」を使用して変換したもので

す。 

Windows 

標準外字 

用紙 

サイズ 

 用紙サイズを指定します。(注 2)  

給紙方法  給紙方法を指定します。(注 2)  
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１ページ 

の行数 

行数 １ページの行数を指定します。 

本指定は、シリアルプリンタ使用時のみ有効と

なります。 

66 

自動復帰 

改行 

・復帰改行 

・復帰のみ 

帳票印刷時、1 行分の印字データが最大印字桁

数を越えた場合の動作を指定します。 

復帰改行：印字位置を行の先頭へ移動し、改行

します。 

復帰のみ：印字位置を行の先頭へ移動します。 

復帰のみ 

連続する 

同期 

コード 

・１個に置換 

・そのまま 

印字データに連続する同期コード(0016)が存在

する場合の動作を指定します。 

１個に置換：ホストから受信した連続する同期

コードを１個にまとめて出力します。大

量の同期コードが原因で、印字速度が遅

い場合に指定してください。 

そのまま：ホストから受信した同期コードをす

べてプリンタへ出力します。 

そのまま 

(注1) N 型番のプリンタ(N11xx と N78xx)は、Express5800 サーバに接続されている 

場合に、ネットワークプリンタとして利用可能であり、PC(PC9821,PC98-NX)には接続

できません。 

(注2) シリアルプリンタの場合、印字方向や用紙位置、用紙サイズ、給紙方法のパラメー

タは、レフトマージンを求めるための指定となります。従って、この設定によって、

プリンタ本体の印字方向や用紙位置、用紙サイズ、給紙方法を変更することはできま

せん。 

プリンタ本体の設定を変更するには、ホストよりデータとして制御コードを送るか、

追加コードの指定機能によって制御コードを出力するようにしてください。 

(注3) 移行外字を選択した場合、コード変換テーブルは有効となりません。 

(注4) PrintBridge/BizReporting と連携を行う場合の設定方法は、 

「10.2 PrintBridge を経由して印刷する」 

「10.3 BizReporting を経由して印刷する」も参照してください。 
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［追加コード］のボタンで初期化コード／終了コードを指定します 

 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

初期化コード 

・追加コード 

：YES 

：NO 

YES:プリンタ出力開始時に、制御コードを追加

出力します。続くテキストボックスに、

追加する制御コードを記述したテキスト

ファイル名を入力します。(注 1) 

NO:制御コードを追加出力しません。 

NO 

終了コード 

・追加コード 

：YES 

：NO 

YES:プリンタ出力終了時に、制御コードを追加

出力します。続くテキストボックスに、

追加する制御コードを記述したテキスト

ファイル名を入力します。(注 1) 

NO:制御コードを追加出力しません。 

NO 

 

(注 1) 追加コードは N5200系制御コードで記述してください。 

また、追加コードファイルは、クライアント上のファイルを指定し、ファイルサ

イズは、最大 512バイトです。 
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＜PC系コード(従来変換)＞ 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

プリンタ 

言語 

・201PL 

・NPDL2 

ホスト側で作成した印字データのプリンタ言

語を指定します。 

201PL 

プリンタ 

タイプ 

・ODA 

・CENTRO 

プリンタの出力タイプを指定します。 

ODA  :  ANK:半角:全角=1:1:2 

CENTRO： ANK:半角:全角=1:0.75:1.5 

ODA 

外字 

変換方法 

・ドット 

イメージ 

・ダウンロード

文字 

外字を印字する際の出力方法を指定します。 

ドットイメージ：外字をドット列で印字しま

す。 

ダウンロード文字：プリンタに外字を登録後、

印字します。(注 1) 

ドット 

イメージ 

縦罫線 

変換方法 

・ドット 

イメージ 

・縦罫線コード 

縦罫線コードの変換方法を指定します。 

ドットイメージ：縦罫線をドット列で印字しま

す。このため、縦罫線で１ド

ット占有します。 

縦罫線コード：縦罫線コード(FS ;)に変換して

出力します。(注 2) 

ドット 

イメージ 

(注1) プリンタの外字領域(762016)を使用するため、他の APでプリンタの外字を 

使用することができなくなります。 

(注2) 縦罫線コードは、プリンタによってサポートされていない場合があります。 
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［コード設定］のボタンで初期化コード／終了コードを指定します 

 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

初期化コード 

・基本設定 

 

・全て付加 

・同期コード以外

付加 

・付加しない 

 

プリンタ出力開始時にプリンタの初期化

を行うかを指定します。 

全て付加：プリンタの初期化コードを付

加します。 

同期コード以外付加：同期コード(FF 0D16)

以外のプリンタ初期化コードを

付加します。 

全て付加を指定してプリンタ出

力開始時に白紙が一枚出力され

る場合に指定します。 

付加しない：プリンタの初期化コードを

付加しません。ホスト側にてプ

リンタを制御する場合に指定し

ます。 

全て付加 

印字方向 ・縦 

・横 

初期化コードの基本設定で全て付加、ま

たは同期コード以外付加を指定した場合

に、コードを生成するためのパラメータ

を設定します。 

縦 

用紙位置 ・中央 

・左端 

 左端 

用紙サイズ   A4 
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項目名 パラメータ 説明 既定値 

初期化コード 

・追加コード 

：YES 

：NO 

YES: 初期化コードの基本設定に続けて

指定した制御コードを追加出力し

ます。(注) 

NO: 基本設定をそのまま初期化コード

にします。 

NO 

給紙方法 

 

・シートガイド 

・トラクタ 

フィーダ 

・シートフィーダ 

プリンタの給紙機構を設定します。 シート 

ガイド 

終了コード 

・基本設定 

・付加する 

・付加しない 

プリンタ出力終了時に、プリンタのバッ

ファに残ったデータを全て出力するため

の制御コードを出力するかどうかを指定

します。 

付加する：プリンタの排出コードを付加

します。 

付加しない：プリンタの排出コードを付

加しません。 

付 加 し な

い 

終了コード 

・追加コード 

：YES 

：NO 

YES: 終了コードの基本設定に続けて指

定した制御コードを追加出力しま

す。(注) 

NO: 基本設定をそのまま初期化コードに

します。 

NO 

(注) 追加する制御コードを記述したテキストファイル名を、続くテキストボックスに入

力します。
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＜PC系コード(無変換)＞ 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

初期化コード 

・追加コード 

：YES 

：NO 

YES: プリンタ出力開始時に、制御コード

を追加出力します。追加する制御コ

ードを記述したテキストファイル

名を、続くテキストボックスに入力

します。(注) 

NO:制御コードを追加出力しません。 

NO 

終了コード 

・追加コード 

：YES 

：NO 

YES: プリンタ出力終了時に、制御コード

を追加出力します。追加する制御コ

ードを記述したテキストファイル

名を、続くテキストボックスに入力

します。(注) 

NO:制御コードを追加出力しません。 

NO 

 

(注) 追加コードファイルは、クライアント上のファイルを指定してください。 
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＜PC系コード(イメージ変換)＞ 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

プリンタ 

タイプ 

･ODA 

･CENTRO 

プリンタの出力タイプを指定します。 

ODA  ：ANK:半角:全角=1:1:2 

CENTRO：ANK:半角:全角=1:0.75:1.5 

CENTRO 

CR コード 

動作指定 

･復帰のみ 

･復帰＋改行 

印字データに CR(0D16)コードが指定された場

合の動作を指定します。 

復帰のみ：CR コード受付時、印字位置を行の

先頭へ移動します。 

復帰＋改行：CRコード受付時、印字位置を行

の先頭へ移動し、改行します。 

復帰のみ 

最大印字桁数 桁数 １行の最大印字桁数を指定します。 136 

最大印字行数 行数 １ページの最大印字行数を指定します。 66 

バッファフル 

印字動作指定 

･復帰のみ 

･復帰＋改行 

１行分の印字データが最大印字桁数を越えた

場合の動作を指定します。 

復帰のみ：印字位置を行の先頭へ移動します。 

復帰＋改行：印字位置を行の先頭へ移動し、

改行します。 

復 帰 ＋ 改

行 

初期化コード 

・追加コード 

：YES 

：NO 

YES:プリンタ出力開始時に、指定した制御コ

ードを追加出力します。(注) 

NO:制御コードを追加出力しません。 

NO 

終了コード 

・追加コード 

：YES 

：NO 

YES:プリンタ出力終了時に、指定した制御コ

ードを追加出力します。(注) 

NO:制御コードを追加出力しません。 

NO 

(注) 追加する制御コードを記述したテキストファイル名を、続くテキストボックスに入力

します。 
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［フォント指定］のボタンで印字に使用するフォントを指定します。 

書体の種類は、必ず「日本語」を指定してください。 

(なお、コード変換テーブルを使用する設定の場合は、コード変換テーブルで指定した

フォントで印刷するため、この設定は無視されます。) 

 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

フォント名 Windows で組

み込んだフォ

ント名がパラ

メータとして

表 示 さ れ ま

す。 

表示するフォント名を指定します。新しい

フォントを選ぶと［サンプル］欄にそのフ

ォントが表示されます。回転特性のあるフ

ォントは未サポートです。動作は保証して

いません。 

MS 明朝 

スタイル ・標準 

・斜体 

・太字 

・太字 斜体 

本設定は無効。 標準 

サイズ フォントサイ

ズのパラメー

タは、フォン

トによって異

なります。 

本設定は無効。 ９ 

(既定値は変

わる場合が

あります) 

書体の種類 フォントの言

語が表示され

ます。 

必ず「日本語」を選択します。 日本語 

(既定値は変

わる場合が

あります) 
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5.6.9 プリンタ情報を設定する(UAパス) 
UA パス使用時のプリンタ情報の設定は、DCSプリンタにて行います。 

詳細は、「UA パスプリンタ設定」を参照して下さい｡ 
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5.6.10 ハードコピー機能を指定する 
グラフハードコピーの倍率およびハードコピーの印字インクを指定します。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［ハードコピー機能指定］メニューコマンドを選ぶ。 

② パラメータを入力する。 

［ハードコピー機能指定］ダイアログボックスが、オープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

 

 
 

(注意) 出力先プリンタは指定できません。 

既定値はクライアントで指定されている「通常使うプリンタ」となります。 

それ以外のプリンタに出力したい場合は、ActiveX 版起動後、 

［オプション］メニューの［ハードコピー機能指定］にてプリンタを変更して

ください。 
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各パラメータの説明 

項目名 パラメ

ータ 

説明 既定値 

ハードコピー倍

率指定 

･縦倍率 

･横倍率 

ハードコピーの縦横倍率を指定します。 

倍率は、フォントサイズ 10Ｐを 100%とし、10%

単位で指定します。有効範囲は、10%～990%です。 

なお、フォントの種類により指定可能なサイズ

が異なります。 

縦 100% 

横 100% 

ハードコピーの

印字インク 

･モノク

ロ 

･カラー 

白黒印字かカラー印字かを指定します。 モノクロ 

現在選択されて

いる 

出力先プリンタ 

プ リ ン

タ名 

現在選択されているプリンタを表示します。 未設定 

通常使う 

プリンタ 
YES 

NO 

出力先プリンタを Windows で設定されている

｢通常使うプリンタ｣に出力するかどうか指定し

ます。 

YES： Windows で指定された「通常使うプリン

タ」に出力します。 

NO ：現在選択されているプリンタに出力します。   

YES 

 

③［OK］ボタンを押す。 

 設定したパラメータを保存し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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5.6.11 クライアント起動時の表示情報を指定する 
 ETOSWEB SERVER クライアント起動時のウィンドウ表示位置と表示情報を指定します。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［画面指定］メニューコマンドを選ぶ。 

② ［画面指定］メニューを選択する。 

③ パラメータを入力する。 

「画面指定」ダイアログボックスがオープンします。各パラメータの説明に従い、パ

ラメータを設定してください。 
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各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

フルスクリー

ン表示 

･する 

･しない 

する： 起動時にディスプレイ全体に表示し

ます。なお、タイトルバーおよびメニ

ューは表示されません。(注 1) 

しない：ウィンドウ表示で起動します。ウィ

ンドウ表示位置およびウィンドウサ

イズは、指定により異なります。 

しない 

エラー 

メッセージ 

ウィンドウ 

･表示する 

･表示しない 

表示する：エラーが発生した時、エラーメッ

セージをポップアップウィンドウで

表示します。 

表示しない：エラーが発生した時、エラーメ

ッセージを表示しません。(注 2) 

表示する 

表示位置の指

定 

･指定する 

･指定しない 

指定する：起動時のウィンドウ表示位置を指

定します。 

指定しない：起動時のウィンドウ表示位置を

指定しません。表示位置は Windows

によって制御されます。 

指定しない 

表示位置 ｘ座標 

ｙ座標 

ウィンドウ表示位置を指定する時にウィン

ドウの左上の座標を指定します。 

ｘ座標：０ 

ｙ座標：０ 

サイズの 

指定 

･指定する 

･指定しない 

ウィンドウサイズを指定するかしないかを

指定します。(注 3) 

指定する：起動時のウィンドウサイズを指定

します。 

指定しない：起動時のウィンドウサイズを指

定しません。 

指定しない 

ウィンドウサ

イズ 

･任意指定 

･アイコン化表示

指定 

･最大化表示指定 

起動時のウィンドウの状態を指定します。 

任意指定を選択した場合は、ウィンドウのサ

イズを指定します。(注 4) 

任意指定 

高さ：640 

幅 ：400 

タイトルバー ･表示する 

･表示しない 

起動時、タイトルバーを表示するか指定しま

す。 

表示する 

タイトルバー

表示内容 

･設定しない 

･設定する 

設定しない：起動時にリソース名をタイトル

バーに表示します。 

設定する：起動時に、続くテキストボックス

に入力した文字をタイトルバーに表示し

ます｡ 

設定しない 

(注1) 起動時にマウスカーソルは、画面右下へ位置付きます。 

(注2) エラーコードはステータスバーにも表示されます。エラーメッセージを表示しない

場合、［ヘルプ］メニューの［エラー詳細］を選択すると、エラーの内容を確認す

ることができます。 

(注3) ウィンドウサイズは、フォント指定(可変／固定、フォントサイズ)によって異なり

ます。可変フォントの場合、ウィンドウサイズを指定するとフォントサイズを補正

して表示します。 

(注4) ETOS画面の仕様(80桁×24行、80桁×48行)により、設定した値に一番近い値でウ

ィンドウ表示します。 
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5.6.12 クライアント起動時の画面補助機能をカスタマイズする 
クライアント起動時のメニュー、ステータスバー、ツールバーの表示情報を指定します。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［画面指定］を選ぶ。 

② ［画面補助指定］メニューを選択する。 

③ パラメータを入力する。 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

メニュー ･表示する 

･表示しない 

表示する：メニューを表示します。メニューの

編集も可能です。 

表示しない：メニューを表示しません。 

表示する 

ステータス 

バー 

･表示する 

･表示しない 

表示する：ステータスバーを表示します。 

表示しない：ステータスバーを表示しません。 

表示する 

ツールバー ･表示する 

･表示しない 

表示する：ツールバーを表示します。表示する

ツールバーの編集も可能です。 

表示しない：ツールバーを表示しません。 

表示する 

ボタンサイズ ･小さい 

ボタン 

･大きい 

ボタン 

ツールバーで表示するボタンのサイズを指定し

ます。 

小さい 

ボタン 

キーパッド 

として使用 

：YES 

：NO 

YES：ツールバーをポップアップウィンドウとし

て ETOS画面から切り離して起動します。 

NO ：ツールバーを ETOS 画面にドッキングさせ

て起動します。 

NO 

 



第５章 PGパラメータ設定 

   123 

 

④ メニューの編集を行う。 

 ［画面補助指定］ダイアログで［メニュー編集ボタン］を選択し、パラメータを設

定します。 

(本画面をメニューカスタマイズ メイン画面と呼びます) 

 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

表示  YES：該当するメニューを表示します。 

NO：該当するメニューを表示しません。 

YES 

使用 ：YES 

：NO 

YES：メニューに割り当てられた機能をメ

ニューから選択可能とします。なお

「表示」項目で「NO」を選択した場合

はここで「YES」を選択しても無効と

なります。 

NO：メニューに割り当てられた機能をメニ

ューから選択不可とします。 

YES 

表示 

メニュー 

なし ウィンドウのメニューに表示される文字

列を指定します。指定できる文字の長さは

最大半角 27 文字(全角 13文字)です。 

それぞれ左端に

表示されている

メニュー名 

 

［既定値］ボタンを押すと全てのパラメータが既定値にリセットされます。 

［詳細］ボタンを押すと、該当メニューの下位レベルのメニューコマンドに対する 

カスタマイズのダイアログボックスが表示されます。メニューカスタマイズメイン画面で

の設定と同様にパラメータを設定してください。 
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［既定値］ボタンを押すと全てのパラメータが既定値にリセットされます。 

同一レベルのメニューコマンドが多数存在する場合［次画面］ボタンが表示されます。 

 

［次画面］ボタンを押すと、次のメニューコマンド画面が表示されます。この場合、［前画面］

ボタンが表示されますので、［前画面］ボタンを押すことにより前のメニューコマンド画面へ

戻ることができます。 
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メニューカスタマイズメイン画面で［送信機能］ボタンを押すと［送信メニュー機能指定］

ダイアログボックスがオープンします。 

 

 
 

［送信メニュー機能指定］ダイアログボックスでは、送信メニューに表示する設定内容を

指定します。送信メニューで表示する形式を選択し、［OK］ボタンを押してください。 

メニューカスタマイズメイン画面で［OK］ボタンを押すと、設定したパラメータを保存し、

基本パラメータ入力画面へ戻ります。 
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⑤ ツールバーを編集する 

［画面補助指定］ダイアログで［ツールバー編集］ボタンを選択し、使用するツール

バーの登録／編集を行います。 

 

 
 

・ツールバーにボタンを登録する 

［登録一覧］の登録する位置にカーソルを合わせます。 

［アイテム一覧］の登録するボタンにカーソルを合わせます。 

［←挿入］ボタンを選択し、ボタンを登録します(［アイテム一覧］の登録するボタ

ンのダブルクリックでも登録できます)。 

・ツールバーからボタンを削除する 

［登録一覧］の削除する位置にカーソルを合わせます。 

［→削除］ボタンを選択し、ボタンを削除します(［登録一覧］の削除するボタンの

ダブルクリックでも削除できます)。 

・ツールバーのボタンの位置を移動する 

［登録一覧］の移動したいボタンにカーソルを合わせます。 

［↑へ移動］または［↓へ移動］ボタンを選択し、ボタンを移動します。 

・ツールバーの設定を既定値へ戻す 

［既定値］ボタンを押します。 

 

各パラメータの説明 

項目名 説明 

登録一覧 ツールバーで表示するボタンの一覧です。 

アイテム一覧 

 

ツールバーに登録可能なボタンの一覧です。 

既に登録済みのボタンは表示されません。 
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各アイテムの説明 

※ IMEモード切替はツールバーから無くなりました 

ETOS画面の制御領域の「Ｒ」/「ｶﾅ」をダブルクリックすることで変更できます。 

 

キー名称 ボタン 機能 既定値 

ツールバー/ 

キーパッド 

切替 

 
登録したボタンをツールバーとして表示するか、キー

パッドとして表示するかを切り替えます。 

登録一覧 

実行／送信  
画面データを送信します。 

(実行／送信キーと同じ動作) 

PF1 

 ～ 

PF15 

 

～ 

 

PF1～PF15機能を実行します。 

(プログラムファンクションキー 

 (PF1～PF15) と同じ動作) 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

 

 

 

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲキーを送信します。 

(Ⅰ、Ⅱ、Ⅲキーと同じ動作) 

(注 1) 

マクロ実行  
［マクロファイルを選択］ダイアログを表示し、ここ

で指定したマクロを実行します。 

マクロ実行 

(記録)終了 
 

・マクロ実行中の場合、実行中のマクロを強制終了し

ます。 

・マクロ記録中の場合、［マクロファイルの保存］ダ

イアログを表示し、操作内容を保存します。 

マクロ 

記録開始 
 

マクロの記録を開始します。 

このボタン押下後、マクロ記録終了ボタンを押すまで

の操作が記録可能です。 

スナップショッ

トダンプ 
 

スナップショットダンプを採取します。 

障害発生時に資料を採取する際に使用します。 

パラメータ 

情報保存 
 

ETOSWEB SERVER ActiveX版の現在の設定情報をクラ

イアント固有の情報として PG ファイルに保存しま

す。( Ctrl ＋ S と同じ動作) 
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キー名称 ボタン 機能 既定値 

PF16 

 ～ 

PF24 

 

～ 

 

PF16～PF24機能を実行します。 

(プログラムファンクションキー 

(PF16～PF24)と同じ動作) 

(注１) 

アイテム一覧 

割込  
COMI-2パスのファイル転送を中断します。 

(割込キーと同じ動作) 

全項消去  
全項目内の文字を消去します。 

(全項消去キーと同じ動作) 

全消去 

(クリア) 
 

画面をクリアし、不定様式にします。 

(全消去(クリア)キーと同じ動作) 

項消去  
項目内の文字を消去します。 

(項消去キーと同じ動作) 

チェック 

オフ 
 

フィールドのチェックキーを無効にします。 

(チェックオフキーと同じ動作) 

コマンド 

入力 
 

［コマンド入力］ダイアログを表示します。 

(コマンド入力キーと同じ動作) 

COPY-ID  
COPYキーIDを送信します。 

(注 2) 

HELP-ID  

HELPキーIDを送信します。 

(HELP IDキーと同じ動作) 

(注 2) 

STOP-ID  

STOPキーIDを送信します。 

(STOP IDキーと同じ動作) 

(注 2) 

DEV 

CANCEL 
 

DEV CANCELキーIDを送信します。 

(DEV CANCELキーと同じ動作) 

(注 1) 

ERASE 

EOF 
 

ERASE EOFキーIDを送信します。 

(ERASE EOFキーと同じ動作) 

(注１) 

IDENT  

IDENTキーIDを送信します。 

(IDENTキーと同じ動作) 

(注１) 

復改  
次行以降の入力フィールドに移動します。 

(復改キーと同じ動作) 
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キー名称 ボタン 機能 既定値 

リセット  
エラー表示のリセットを行います。 

(リセットキーと同じ動作) 

アイテム一覧 

再開  
中断していた処理を再開します。 

(再開キーと同じ動作) 

セッション 

切換 
 

［セッション切換］ダイアログを表示します。 

(セッション切換キーと同じ動作) 

                   (注 1) 

ローカル画面 

表示 
 

［ローカル画面の表示(番号指定)］ダイアログを表

示し、ここで指定した番号のローカル画面を表示し

ます。 

ハードコピー 

(文字) 
 

文字のハードコピーを取ります。 

(HCopy文字と同じ動作) 

ハードコピー 

(すべて) 
 

全情報のハードコピーを取ります。 

(HCopy文字＋罫線＋グラフと同じ動作) 

ハードコピー 

(文字+罫線) 
 

文字＋罫線のハードコピーを取ります。 

(HCopy文字＋罫線と同じ動作) 

ハードコピー 

(グラフ) 
 

グラフのハードコピーを取ります。 

(HCopyグラフと同じ動作) 

簡易操作実行  
［簡易操作ファイルを選択］ダイアログを表示し、

ここで指定した簡易操作を実行します。 

簡易操作終了  
簡易操作を強制終了します。 

 

複写  
指定範囲の文字をクリップボードへコピーします。 

 

貼り付け  

クリップボード上の文字を画面へ貼り付けます。

［編集］メニュー［文字貼り付け］メニューコマン

ドの［項目］を選択した場合と同一の結果が得られ

ます。 

カーソル右 

移動 
 

カーソルを１桁右へ移動します。 

(カーソル右移動キーと同じ動作) 

カーソル左 

移動 
 

カーソルを１桁左へ移動します。 

(カーソル左移動キーと同じ動作) 

カーソル下 

移動 
 

カーソルを１行下へ移動します。 

(カーソル下移動キーと同じ動作) 

カーソル上 

移動 
 

カーソルを１行上へ移動します。 

(カーソル上移動キーと同じ動作) 
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キー名称 ボタン 機能 既定値 

バックスペー

ス 
 

カーソル位置の１桁前の文字を削除します。 

(バックスペースと同じ動作) 

アイテム一覧 

スキップ  
次の入力フィールドに進みます。 

(Skipと同じ動作) 

バックスキッ

プ 
 

前の入力フィールドに戻ります。 

(BackSkipと同じ動作) 

挿入モード 

変更 
 

挿入／上書きの切り替えを行います。 

(挿入キーと同じ動作) 

削除  
カーソル位置の文字を１文字削除します。 

(削除キーと同じ動作) 

HOME  
先頭の入力フィールドに移動します。 

(カーソルホームキーと同じ動作) 

TAB  
入力フィールドでの入力を終了します。 

(TABと同じ動作) 

アイテム一覧 

優先機能変更  

優先機能(SW状態)を変更します。 

(SWキーと同じ動作) 

(注 3) 

パラメータ変

更 
 

［パラメータ変更］ダイアログを表示します。 

(パラメータ変更キーと同じ動作) 

 

強制終了  
ETOSWEB SERVER ActiveX版を強制終了します。 

(プログラム終了キーと同じ動作) 

 

(注1) IBMエミュレートモード時のみ使用可能か、通常と異なる機能となります。 

IBMエミュレートモードについてはホスト側サポート状況等を確認してください。 

 

(注2) ホスト側で本 IDをサポートしているか確認が必要です。 

 

(注3) SW 状態は、制御領域に表示します。SW状態による優先順位は以下の通りです。 

 SW状態表示 高  ←     優先順位      →  低 

表示なし マクロ    簡易操作  ローカル画面 ID送信 

SW(MET) マクロ    簡易操作  ローカル画面 ID送信 

SW(EOP) 簡易操作   マクロ   ローカル画面 ID送信 

SW(GFM) ローカル画面 マクロ   簡易操作   ID送信 

SW(ID) ID 送信   マクロ    簡易操作  ローカル画面 
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5.6.13 表示フォントを指定する 
ETOS画面表示で使用されるフォントを指定します。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［画面指定］メニューコマンドを選択する。 

② 可変フォントを指定する場合には［フォント指定］メニューの可変フォントを選択す

る。 

［可変フォント］メニューにチェックマークが付加され基本パラメータ入力画面に戻

ります。 

③ 固定フォントを指定する場合には［フォント指定］メニューの固定フォントを選択す

る。 

［固定フォント］メニューにチェックマークが付加され基本パラメータ入力画面に戻

ります。 

 

 
 

④ フォントを指定する場合には、［フォント指定］メニューの［フォントの指定］メ

ニューを選択する。 
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⑤ パラメータを入力する。 

［フォントの指定］ダイアログボックスがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力して下さい。 

書体の種類は必ず「日本語」を選択してください。 
 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

フォント名 Windows で組み込

んだフォント名が

パラメータとして

表示されます。 

画面表示に使用するフォント名を指定

します。新しいフォントを選ぶと［サ

ンプル］欄にそのフォントが表示され

ます。回転特性のあるフォントは未サ

ポートです(指定しないでください)。 

ＭＳ 明朝 

スタイル ・標準 

・斜体 

・太字 

・太字 斜体 

フォントのスタイルを指定します。 

斜体、太字および太字 斜体は未サポー

トです。 

標準         

サイズ フォントサイズの

パラメータは、フォ

ントによって異な

ります。 

フォントのサイズを指定します。 

既定値は変わる場合があります。 

9 

書体の種類 フォントの言語が

表示されます。 

必ず「日本語」を選択します。 

既定値は変わる場合があります。 

日本語 

 

⑥ ［OK］ボタンを押す。 

設定したパラメータが保存され基本パラメータ入力画面に戻ります。 

 

(注意) ActiveX 版起動時に、ETOSJX-PG で登録したフォントが Windows システム上にない場

合には、システムで指定されているフォントを画面に表示します。 

なお、ＭＳ 明朝およびＭＳ ゴシックのフォントは必ず必要となりますので、削除し

ないでください。 
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5.6.14 画面表示色を指定する 
(1) 画面のテキストの色指定を行う 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［画面指定］メニューコマンドを選ぶ。 

② ［表示指定］メニューの［テキスト表示指定］メニューを選択する。 

 ［テキスト表示指定］ダイアログボックスがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力して下さい。 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

背景色 ・黒 

・赤 

・青 

・マゼンタ 

・緑 

・黄 

・シアン 

・白 

・暗いグレー 

・暗い赤 

・暗い青 

・暗い 

マゼンタ 

・暗い緑 

・茶 

・暗いシアン 

・明るい 

グレー 

画面の背景色を指定します。 黒 

罫線色 画面の罫線色を指定します。 緑 

テキスト

表示色 

テキスト表示色を指定します。 

ETOS画面で使用するテキスト表示色を

変更する場合、基本色７色に対してそ

れぞれ任意の色を指定します。 

テキスト表示色は、テキスト背景色と

は別の色にしてください。 

赤：赤 

青：青 

マゼンタ：マゼンタ 

緑：緑 

黄：黄 

シアン：シアン 

白：白 

 

③ ［OK］ボタンを押す。 

 設定したパラメータを保存し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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(2) ブリンキング表示の指定を行う 

① ［拡張パラメータ］メニューの［画面指定］メニューコマンドを選ぶ。 

② ［表示指定］メニューの［ブリンキング表示指定］メニューを選択する。 

 ［ブリンキング表示指定］ダイアログボックスがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力して下さい。 

 
各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

表示方法 ・ブリンキング表示 

・リバース表示 

・網掛け表示 

ブリンキング表示の表示方法を指定します。 網掛け 

表示 

表示範囲 ・フィールド全体 

・文字のみ 

リバース表示、または網掛け表示を行う範囲 

を指定します。 

文字のみを選択した場合、対象はブリンキン

グフィールド内の文字のみとなります(△、

NULLは対象外)。 

フィール

ド全体 

網掛け 

表示色 

・黒 

・赤 

・青 

・マゼンタ 

・緑 

・黄 

・シアン 

・白 

・暗いグレー 

・暗い赤 

・暗い青 

・暗い 

マゼンタ 

・暗い緑 

・茶 

・暗いシアン 

・明るい 

グレー 

網掛けの色を指定します。 白 

③ ［OK］ボタンを押す。 

 設定したパラメータを保存し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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(3) グラフ表示方法の指定を行う 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［画面指定］メニューコマンドを選ぶ。 

② ［表示指定］メニューの［グラフ表示指定］メニューを選択する。 

 ［グラフ表示指定］ダイアログボックスがオープンしますので、各パラメータの説明

に従い、パラメータを入力して下さい。 
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各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

背景色 ・黒 

・白 

グラフ画面の背景色を指定します。 黒 

グラフ 

表示色 

・黒 

・赤 

・青 

・マゼンタ 

・緑 

・黄 

・シアン 

・白 

・暗いグレー 

・暗い赤 

・暗い青 

・暗いマゼンタ 

・暗い緑 

・茶 

・暗いシアン 

・明るいグレー 

グラフ表示色を指定します。ETOS画面

で使用するグラフ表示色を変更する場

合、基本色７色に対してそれぞれ任意

の色を指定します。 

グラフ表示色は、グラフ背景色とは別

の色にしてください。 

赤：赤 

青：青 

ﾏｾﾞﾝﾀ：ﾏｾﾞﾝﾀ 

緑：緑 

黄：黄 

シアン：シアン 

白：白 

グラフ表示 

モード 

・精細 

・高速 

グラフ描画を精細に行うか、高速に行

うかを指定します。高速モードを指定

した場合、表示される線種は制限され

ます(代替の線で表示されます)。 

高速 

グラフ解像度

指定 

:YES 

:NO 

 

グラフ表示時の解像度を指定します。 

YES：以下のいずれかのグラフ解像度を

指定します。 

640×384：PC9800 DOS 互換モード 

640×456：N5200/03 互換モード 

1120×720：N5200/07 互換モード 

NO：グラフの解像度を指定しません。 

Windowsのディスプレイ解像度により、

800×600 未満の場合は 640×384、

800×600以上の場合は 1120×720と

なります。 

(注)倍画面モード(ファンクションス

イッチ 2-8:ON)の時は 1120×1440

固定で動作します。 

NO 

 

③ ［OK］ボタンを押す。 

 設定したパラメータを保存し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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5.6.15 データ連携の区切り文字を指定する 
文字列のコピー時および貼り付け時のフィールドの区切り文字を指定します。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［データ連携区切り文字指定］メニューコマンドを選ぶ。 

［データ連携区切り文字指定］ダイアログボックスがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

コピー時 ・TAB 

・スペース 

・ユーザ指定 

文字列をクリップボードにコピーする時

に、同一行内のフィールドの区切りとする

文字を指定します。 

TAB 

貼り付け時 ・TAB 

・スペース 

・ユーザ指定 

項目貼り付けをする時に、クリップボード

内の文字列中にあるフィールドの区切りと

する文字を指定します。 

TAB 

 

② ［OK］ボタンを押す。 

設定したパラメータを保存し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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5.6.16 入力モードを指定する 
ETOS画面で文字入力する時の、動作方法を指定します。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［入力モード指定］メニューコマンドを選ぶ。 

［入力モード指定］ダイアログボックスが、オープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 
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各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

先行打鍵機能 ･使用する 

･使用しない 

使用する：入力不可状態でキー入力されたデータを入

力可能な状態まで保留します。 

使用しない：入力不可状態ではキー入力は無効です。 

使用 

しない 

IME制御 

(注 1) 

:YES 

:NO 

 

YES：カナシフト指定、入力モード、漢字フィールド

かな漢起動、ANK フィールドかな漢自動終了、

混在フィールドかな漢自動終了の設定を有効に

します。 

No ：カナシフト指定、入力モード、漢字フィールド

かな漢起動、ANKフィールドかな漢自動終了、

混在フィールドかな漢自動終了の設定を無効

にします。 

YES 

カナシフト 

指定 

･無効 

･有効 

無効：カナシフトフィールド(注 2)に連動したカナ

シフトの制御を行いません｡ 

有効：カナシフト指定フィールドにカーソルが位置付

いた場合、カナ入力モードに変更します。また、カ

ナシフト指定以外のフィールドにカーソルが位置

付いた場合、カナ入力モードを解除します。(注 3) 

無効 

入力モード 

(注 4) 

･ローマ字 

･かな 

ローマ字：入力モードをローマ字入力に変更します。 

かな：入力モードをかな入力に変更します。 

ローマ

字 

漢字フィール

ドかな漢起動 

･起動する 

･起動しない 

起動する：漢字フィールドにカーソルが位置付いた

時、日本語入力システムを起動します。 

起動しない：漢字フィールドにカーソルが位置付いて

も、日本語入力システムを起動しません。 

起動し

ない 

漢字フィール

ドかな漢起動 

・起動する 

･ひらがな 

･継続入力 

上記で「起動する」を選択した場合、以下の設定を選

択します。 

ひらがな：漢字フィールドへ位置付く毎に入力文字

を「ひらがな」にします。 

継続入力：漢字フィールドへ位置付いた際に日本語入

力システムを前回と同じ状態で起動します。 

継続 

入力 

ANK フィール

ドかな漢自動

終了 

･終了する 

･終了しない 

終了する：漢字フィールドでも混在フィールドでもな

いフィールドに位置付いた時、日本語入力システム

を終了します。 

終了しない：漢字フィールドでも混在フィールドでも

ないフィールドに位置付いても、日本語入力システ

ムは終了しません。 

終了 

する 

混在フィール

ドかな漢自動

終了 

･終了する 

･終了しない 

終了する：混在フィールドに位置付いた時、日本語入

力システムを終了します。 

終了しない：混在フィールドに位置付いても、日本語

入力システムは終了しません。 

終了し

ない 

(注1) Windows 8、Windows 10 および Windows Server 2012、Windows Server 2016 では、

ETOSWEB SERVER の IME 制御を有効にすると、他のアプリケーションの IME の状態に

影響することがあります。 

問題がある場合は、ETOSWEB SERVER の IME 制御を無効にするか、アプリケーション

ごとに IMEの状態を保持するよう OSの設定を変更してください。 
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(注2) カナシフトフィールドについては、リファレンスマニュアル「アトリビュート文字」

の ATR3(アトリビュート３)を参照してください。 

(注3) 使用する日本語入力システムによっては、カナシフトフィールドに連動した制御を行

えないことがあります。 

(注4) ETOSWEB SERVER の IME 制御を無効にした場合も、制御領域に入力モード(ローマ字/

かな)が表示されますが、実際の入力モードは IME の動作状態に依存します(表示と一

致しない場合があります)。 

 

(注意)「付録 ETOSWEB SERVER 使用時の注意事項」―「文字の入力と画面表示に関する注

意事項」も参照してください。 

 

 

［既定値］、［N5200 系既定値］ボタンを押した時、全てのパラメータが以下の既定値に設定

されます。 

 

項目名 既定値 N5200 系既定値 

先行打鍵機能   使用しない 使用しない 

IME制御 YES YES 

カナシフト指定 無効 有効 

入力モード   ローマ字 ローマ字 

漢字フィールドかな漢起動 起動しない 起動する(ひらがな) 

ANKフィールドかな漢自動終了 終了する 終了する 

混在フィールドかな漢自動終了 終了しない 終了する 
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5.6.17 マクロファイルを指定する 
 マクロ機能のファイルの登録／削除を行います。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［マクロ指定］メニューコマンドを選ぶ。 

［マクロ指定］ダイアログボックスがオープンします。 

登録されているマクロの一覧が表示されます。 

 

 
 

② マクロファイルを登録する場合は、［追加］ボタンを押す。 

［マクロ指定］ダイアログボックスがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

パラメータ入力後、［OK］ボタンを押してください。 
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各パラメータの説明 

項目名 パラ 

メータ 

説明 既定値 

マクロ番号 なし マクロ番号を指定します。マクロ使用時は、 

この番号を使用します。有効範囲は 01～25です。 

01～25 

マクロ名 なし マクロ番号に名前をつけます。マクロの名前は、

16 文字まで入力できます。 

MACRO-01～ 

MACRO-25 

ファイル名 なし マクロファイル名を指定します。 なし 

 

③ マクロ設定を変更する場合は、変更するマクロ番号にカーソルを合わせて、［更新］ボ

タンを押す。もしくは、変更するマクロ番号をダブルクリックする。 

［マクロ指定］ダイアログボックスがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

 

④ 登録されているマクロを削除する場合は、削除するマクロ番号にカーソルを合わせて、

［削除］ボタンもしくは［Delete］キーを押す。 

選択されているマクロが、一覧より削除されます。 

 

⑤ ［OK］ボタンを押す。 

設定したパラメータを保存し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 

 

(注意) マクロファイルはサーバ上に作成して下さい。 

クライアント上に存在するマクロファイルを実行するには、ActiveX 版の［マクロ］

メニューの［実行］－［ファイル名］からマクロファイルを直接実行してください。 
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5.6.18 ブザー鳴動を指定する 
ActiveX版で使用するブザー音の設定を行います。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［ブザー鳴動指定］メニューコマンドを選ぶ。 

［ブザー鳴動指定］ダイアログボックスがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

また、  ボタンを押すと、ブザー音のテストが可能です。 

(永久鳴動のテストを終了させるには、  ボタンを押してください。) 
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各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

ブザー鳴動 ･行う 

･行わない 

ブザー鳴動を行うかどうかを指定します。 行う 

鳴動タイプ ･WAVE 

･BEEP 

ブザー鳴動を行う音源を指定します。 

スピーカが接続されていない場合、BEEP を選択

してください。 

WAVE 

１秒鳴動 ･既定値 

･ユーザ指定 

INDコマンドで 1秒鳴動指定の場合のブザー音

を指定します。 

ユーザ指定を選択した場合は、任意の WAVE フ

ァイルを指定してください。 

既定値 

永久鳴動 ･既定値 

･ユーザ指定 

IND コマンドで永久鳴動指定の場合のブザー

音を指定します。 

ユーザ指定を選択した場合は、任意の WAVE フ

ァイルを指定してください。 

既定値 

エラー鳴動 ･既定値 

･ユーザ指定 

エラー発生時のブザー音を指定します。 

ユーザ指定を選択した場合は、任意の WAVE フ

ァイルを指定してください。 

既定値 

入力可ブザー 

鳴動 

･既定値 

･ユーザ指定 

入力可指定の画面を受信した場合のブザー音

を指定します。ファンクションスイッチ１の

BIT6 をチェックした場合のみ有効となりま

す。 

ユーザ指定を選択した場合は、任意の WAVE フ

ァイルを指定してください。 

既定値 

※WAVEファイルが使用できない環境では BEEP 以外の設定は行えません。 

 

② ［OK］ボタンを押す。 

 設定したパラメータを保存し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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5.6.19 ETOS制御 API機能を指定する 
 

本設定は無効です。 

 

(重要) ETOS制御 API機能は利用できません。 

ETOS制御 API 機能が必要な場合は個別に対応いたしますので、弊社担当 SE もしく

は担当営業にお問い合わせください。 
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5.6.20 DCSプリンタの起動を指定する 
 ActiveX 版クライアント起動時に DCSプリンタを起動するかどうかを指定します。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［DCSプリンタ起動指定］メニューコマンドを選ぶ。 

② DCSプリンタを起動する場合には［起動する］を選択する。 

［起動する］メニューにチェックマークが付加され、基本パラメータ入力画面に戻りま

す。 

③ DCSプリンタを起動しない場合には［起動しない］を選択する。 

［起動しない］メニューにチェックマークが付加され、基本パラメータ入力画面に戻り

ます。 
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5.6.21 クライアントパラメータを指定する 
ActiveX 版起動中に設定を変更し、クライアントにパラメータ情報(注 1)を保存してある場

合、そのクライアントで ActiveX 版を起動した時に保存されたパラメータ情報を有効にす

るかどうかを指定します。 

 

① ［拡張パラメータ］メニューの［クライアントパラメータ指定］メニューコマンドを選

ぶ。 

  ［クライアントパラメータ指定］ダイアログボックスがオープンします。 

クライアントに保存したパラメータファイルの有効／無効を指定してください。 

 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

クライアント

上のパラメー

タファイル 

・有効にする 

・無効にする 

クライアント上に保存されているパラメー

タファイルを ActiveX 版起動時に有効にす

るかどうかを指定します。 

有効にする：クライアント上に保存したパ

ラメータ情報を ActiveX 版起動時に読

み込みます。(注 2) 

無効にする：サーバ上のパラメータファイ

ルのみを使用します(クライアント上

に保存したパラメータ情報は使用しま

せん)。 

有効にする 

 

(注 1) 保存できる情報は ActiveX 版起動中に変更できる設定のみです。 

(注 2) ActiveX 版起動中に変更できる設定は、クライアント上にパラメータ情報を保存し

てある時はサーバ上で PGファイルを更新しても反映されません。 
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5.7 リソースパラメータを入力する 
 

リソースパラメータの設定を行います。 

リソースパラメータは、［リソースパラメータ］メニューのメニューコマンドを使って設定し

ます。 

 

(注意)ETOSWEB SERVER では、UAパスアプリケーション自動起動指定は設定できません。 
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5.7.1 ローカル画面機能の指定をする 
 拡張ローカル画面の使用の有無、およびローカル画面ファイル名を指定します。 

① ［リソースパラメータ］メニューの［ローカル画面指定］メニューコマンドを選ぶ。 

［ローカル画面指定］ダイアログボックスがオープンします。 

 各パラメータの説明に従い、パラメータを入力して下さい。 

 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

拡張ローカル

画面 

・使用する 

・使用しない 

拡張ローカル画面の使用／不使用を指定

します。 

使用しない 

ファイル名 なし ローカル画面ファイルのファイル名を指

定します。指定するファイルがカレント

ディレクトリにない場合には、ドライブ

やディレクトリも指定します。ローカル

画面ファイル名は 255 文字まで入力でき

ます。 

GFORM00 
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5.7.2 UAパス機能を指定する 
 UAパスを使用する場合の各種機能の設定を行います。 

 

① ［リソースパラメータ］メニューの［UAパス拡張機能］メニューコマンドを選ぶ。 

［UAパス拡張機能］ダイアログボックスがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

DCS メッセー

ジ機能 

･利用しない 

･利用する 

･一定時間 

表示 

DCSからメッセージを表示するかを指定しま

す。 

利用しない：メッセージが表示されません。 

利用する ：メッセージが表示されます。 

一定時間表示：メッセージが一定時間表示さ

れます。 

利用 

しない 

 

② ［OK］ボタンを押す。 

 設定したパラメータを保存し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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5.7.3 UAパスファイル受信終了時の自動起動アプリケーションを設定する 
 

 本機能は、ETOSWEB SERVER では設定できません。 
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5.7.4 コード変換テーブルを設定する 
 

① ［リソースパラメータ］メニューの［コード変換テーブル指定］メニューコマンドを

選ぶ。 

［コード変換テーブル指定］ダイアログボックスがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

コード変換

テーブル 

･使用する 

･使用しない 

使用する：画面テキスト表示、グラフ文字表

示、画面送信および COMI-2ファイル転送、

COMI-2 プリンタ出力におけるコード変換

(JIPS←→シフト JIS)を、コード変換テー

ブルを使用して行います。本機能により、

１文字単位のコードマッピングが可能と

なり、コード変換規則のカスタマイズが

可能となります。 

使用しない：画面テキスト、グラフ文字表示、

画面送信および、COMI-2 ファイル転送、

COMI-2 プリンタ出力におけるコード変換

(JIPS←→シフト JIS)にコード変換テー

ブルを使用しません。 

使用 

しない 

ファイル名 なし コード変換に使用するテーブルファイル名を

指定します。テーブルファイルは、ETOSJX ユ

ーティリティのコード変換テーブル作成ツー

ルで作成します。 

なし 

(注意) コード変換テーブルについては、「付録 コード変換テーブル」を参照してくださ

い。 

 

② ［OK］ボタンを押す。 

 設定したパラメータを保存し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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5.7.5 DCSエラー鳴動を設定する 
 

① ［リソースパラメータ］メニューの［DCSエラー鳴動指定］メニューコマンドを選ぶ。 

［DCS エラー鳴動指定］ダイアログボックスがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

DCS 

エラー鳴動 

･する 

･しない 

する：DCS(ローカル画面の書き込み等)でエラ

ーが発生した場合、エラー表示と同時にブ

ザー鳴動します。 

しない：DCS(ローカル画面の書き込み等)でエ

ラーが発生しても、ブザー鳴動しません。 

しない 

 

② ［OK］ボタンを押す。 

設定したパラメータを保存し、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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5.8 全パラメータに既定値をセットする 
 

 すべてのパラメータ(基本パラメータ、拡張パラメータ、リソースパラメータ)に既定値を

セットします。 

 

① ［ファイル］メニューの［新規］メニューコマンドを選ぶ。 

 

 
 

② 既定値をセットすることを確認するダイアログボックスがオープンする。 

 

 
 

③ ［OK］ボタンを押す。 

 すべてのパラメータに既定値をセットし、基本パラメータ入力画面に戻ります。 
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5.9 ヘルプを使う 
 

 ETOSJX-PG のバージョン情報や操作方法は、ヘルプを使って調べることができます。 

 

(1) ETOSJX-PGの説明を見る場合 

 

① ［ヘルプ］メニューの［ETOSJX-PGの説明］メニューコマンドを選ぶ。 
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② ETOSJX-PGの説明を確認する。 

［ETOSJX-PG の説明］ダイアログボックスがオープンします。 

 

 
 

③ ［OK］ボタンを押す。 

基本パラメータ入力画面に戻ります。 

 

 

(2) ETOSJX-PGのバージョン情報を見る場合 

① ［ヘルプ］メニューの［バージョン情報］メニューコマンドを選ぶ。 

② バージョン情報を確認する。 

［ETOSJX-PG のバージョン情報］ダイアログボックスがオープンします。 

バージョン情報を確認してください。 

 

 
 

③ ［OK］ボタンを押す。 

もとの画面に戻ります。 
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(3) ETOSJX-PGの操作方法を見る場合 

① 各ダイアログボックス内の［ヘルプ］ボタンを押す。 

 

 
 

② 操作方法を確認する。 

ダイアログボックスがオープンします。 

操作方法を確認してください。 

 

 
 

③ ［OK］ボタンを押す。 

もとの画面に戻ります。 
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5.10 作成したファイルを保存する 
 

 作成したパラメータファイルを保存します。 

(1) 指定のファイル名で保存する 

① ［ファイル］メニューの［名前を付けて保存］メニューコマンドを選ぶ。 
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② 保存するファイルを指定する。 

［名前を付けて保存］ダイアログボックスがオープンします。 

 

［ファイル名］テキストボックスに、作成または更新したパラメータを保存するパラ

メータファイル名を入力してください。 

 

 
 

(注意)  

PG ファイルは ETOSWEB SERVER インストールディレクトリ配下の“PGS”ディレクト

リに保存してください。 

それ以外のディレクトリに保存した場合、ActiveX 版を起動することができません。 

 

③ ［保存］ボタンを押す。 

新規作成または更新されたパラメータがパラメータファイルに保存され、基本パラメ

ータ入力画面に戻ります。 
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(2) 読み込んだファイルに上書きで保存する 

［ファイル］メニューの［上書き保存］メニューコマンドを選ぶ。 

読み込んだファイルに更新されたパラメータが保存されます。 
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5.11 作成したファイルを開く 
 

① ［ファイル］メニューの［開く］メニューコマンドを選ぶ。 

 
 

② オープンするファイル名を指定する。 

［開く］ダイアログボックスがオープンします。 

［ファイル名］テキストボックスに、オープンするパラメータファイル名を入力します。

指定するファイル名がカレントディレクトリにない場合は、ディレクトリやドライブを［デ

ィレクトリ］一覧や［ドライブ］一覧で指定します。 
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③ ［開く］ボタンを押す。 

ダイアログボックスが消え、指定したファイルをオープンします。 
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5.12 パラメータファイルを印刷する 
 

パラメータファイルの内容をプリンタに出力します。 

 

① ［ファイル］メニューの［開く］メニューコマンド使って、印刷するパラメータファイ

ルをオープンする。 

 

② メニューから［プリンタ出力］を選択する。 

［ファイル］メニューの［プリンタ出力］メニューコマンドを選びます。 

 

 
 

③ 印刷を開始することを確認するダイアログボックスがオープンする。 
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④ プリンタ名、印刷範囲および印刷部数を設定する。 

 

 
 

⑤ ［OK］ボタンを押す。 

ダイアログボックスがクローズし、指定したプリンタからパラメータファイルの内容

が印刷されます。 
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 パラメータファイルは、次のフォーマットでプリンタに出力されます。 

 

                                    

パラメータファイル名 

ファイル作成日時 

ファイル作成 OS 

バージョン情報 

 

［基本パラメータ］ 

通信ﾘｿｰｽ名 

通信形態 

初期動作ﾓｰﾄﾞ 

ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

ﾕﾆｯﾄｱﾄﾞﾚｽ 

Page 1 

： resource.pg 

： xxxx年 xx月 xx日 xx:xx:xx 

：  Windows(R)Server 2012 R2/Windows(R) 8 ： 

ETOSJX-PG VerX.X 

 

 

： RESOURCE 

： ネットワークマネージャ 

： FORM 

： ACOS-4 

： 自動割り当て 

［拡張パラメータ］ 

 

 

［簡易操作機能］ 

ｺﾏﾝﾄﾞﾌｧｲﾙ名 

 

 

： E52CMD 

［初期動作指定］ 

初期ローカル画面 

初期簡易操作 

初期マクロ 

 

 

：  

：  

：  

［キーのカスタマイズ］ 109KB 

 ＜単独＞  ＜SHIFT＞ ＜CTRL＞ ＜SHIFT+CTRL＞ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｆ３ 

Ｆ４ 

Ｆ５ 

Ｆ６ 

Ｆ７ 

Ｆ８ 

Ｆ９ 

Ｆ１０ 

Ｆ１１ 

Ｆ１２ 

ＰＦ１ 

ＰＦ２ 

ＰＦ３ 

ＰＦ４ 

ＰＦ５ 

ＰＦ６ 

ＰＦ７ 

ＰＦ８ 

ＰＦ８ 

ＰＦ１０ 

ＰＦ１１ 

ＰＦ１２ 

ＰＦ１３ 

ＰＦ１４ 

ＰＦ１５ 

ＰＦ１６ 

ＰＦ１７ 

ＰＦ１８ 

ＰＦ１９ 

ＰＦ２０ 

ＰＦ２１ 

ＰＦ２２ 

ＰＦ２３ 

ＰＦ２４ 

リセット 

復改 

未設定 

未設定 

STOP ID 

HELP ID 

COPY ID 

再開 

割込 

コマンド入

力 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更 

ｾｯｼｮﾝ切換 

未設定 

IDENT 

DEV CANCEL 

ERASE EOF 

チェックオフ 

未設定 

未設定 

未設定 

未設定 

未設定 

未設定 

未設定 

 ～            ～ 

 ～            ～ 

Enter TAB 未設定 未設定 未設定 
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5.13 ファイル作成を終了する 
 

 パラメータファイルの作成を終了します。 

 

② ［ファイル］メニューの［終了］メニューコマンドを選ぶ。 

 

 
 

② DCSプリンタを起動するか選択する。 

ETOSJX-PGでパラメータファイルを新規に作成した場合、DCSプリンタ起動を確認する

ダイアログボックスがオープンします。 

続けて UAパスプリンタ出力の設定を行うかどうかを選択します。 
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(補足) 

ETOSJX-PG にて、UA パス使用時のプリンタ情報を保存したファイル(PGD ファイル)が、

初期値の状態で作成されています(PGD ファイルが既に存在する場合、新規作成は行い

ません)。作成した PGD ファイルを選択すれば、そのまま UA パス使用時のプリンタ情

報の設定が可能です。PGDファイルの詳細については、「UAパスプリンタ設定」を参照

してください。 

 

③ ETOSJX-PGを終了する。 
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第 ７

章 

UA パスプリンタ設定 

この章では、ETOSWEB SERVERの UAパスプリンタ出力時におけ

る使用形態の設定方法について説明します。 

 

 ６．１  PGDファイルとは 

 ６．２  DCSプリンタとは 

 ６．３  PGDファイルを作成する前に 

 ６．４  DCSプリンタを起動する 

 ６．５  PGDファイルを新規作成する 

 ６．６  パラメータを設定する 

 ６．７  ヘルプを使う 

 ６．８  作成したファイルを保存する 

 ６．９  作成したファイルを開く 

 ６．10 PGDファイルを印刷する 

 ６．11 ファイル作成を終了する 

第６章 
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第６章 UA パスプリンタ設定 
 

6.1 PGD ファイルとは 
 

 PGD ファイルは、DCS プリンタが動作するために必要なシステム情報を格納しておくためのフ

ァイルです。PGDファイルを作成するためには、DCSプリンタを使用します。 

 

 

6.2 DCS プリンタとは 
 

DCS プリンタは、PGD ファイルの作成と UA パスプリンタ出力の管理を行うプログラムです。

PGD ファイル作成機能は、ファイルのアロケーションを行い、PGD ファイルを作成します。ま

た、既に作成済みのパラメータファイルの内容を更新します。UAパスプリンタ出力管理機能に

ついては、操作ガイド「UAパスでプリンタ出力する」を参照してください。 
 

 

6.3 PGD ファイルを作成する前 
 

PGDファイルを、次の手順で作成します。 

 

① DCSプリンタを起動する。 

② ［新規］メニューを選択し、通信情報の設定を入力する。 

DCSプリンタを動作させるために最低限必要なパラメータです。 

③ パラメータ設定を入力する。 

［プリンタ情報の設定］は、UAパスプリンタ出力を行うために必要なパラメータです。 

その他の設定は、UAパスプリンタ出力の拡張機能です。 

④ 作成した PGDファイルを保存する。 

⑤ DCSプリンタを終了する。 

 

(注意) 

1) システムのプリンタ情報を変更(ETOSWEB SERVER で使用するプリンタドライバの削除、

プリンタ名やフォーム格納ディレクトリの変更など)した場合は、DCSプリンタの［プ

リンタ情報の設定］を再設定してください。 

2) PGD ファイルは、OS 毎に作成してください。他 OS で作成した PGD ファイルは使用で

きません。 

他 OS で作成したパラメータファイルを使用する場合は、PGコンバータでファイルコ

ンバートしてご利用ください。 

作成した PGDファイルは、旧バージョンでは使用できません。また、旧バージョンで

作成した PGDファイルへ上書き保存すると旧バージョンで使用できなくなります。 
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6.4 DCS プリンタを起動する 
 

PGDファイルを作成するために、DCSプリンタを起動します。 

 

① Windows の［スタート］メニューから［ETOSWEB SERVER］－［DCS プリンタ］を選択する。 

 

② DCSプリンタのウィンドウがオープンする。 

DCSプリンタの画面が表示されます。 
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6.5 PGD ファイルを新規作成する 
 

 PGD ファイルを新しく作成します。 

 

① ［ファイル］メニューの［新規］メニューコマンドを選択する。 

［通信情報の設定］プロパティシートがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、基本パラメータを入力してください。 
 

 
 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

通信リソース名 なし 同一端末上でユニークに指定するホスト

の名前(任意)です。 

ネットワークマネージャで定義した通信

リソース名を指定してください。 

最大 16 文字(全角 8 文字)まで入力可能で

す。 

なし 
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6.6 パラメータを設定する 
 

 パラメータの設定を行います｡ 

 パラメータは、［パラメータ設定］メニューのメニューコマンドを使って設定します。 
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6.6.1 通信情報を設定する 
DCSプリンタを動作させるための通信情報を設定します。 

通常、通信情報の設定は、［ファイル］メニューの［新規］メニューコマンドで入力済み

のため、設定し直す必要はありません。通信情報の変更が必要な場合のみ行ってください。 

 

① ［パラメータ設定］メニューの［通信情報の設定］メニューコマンドを選ぶ。 

［通信情報の設定］プロパティシートがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

各パラメータの説明は、「PGD ファイルを新規作成する」を参照してください。 
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6.6.2 プリンタを設定する 
UA パスプリンタ出力時のプリンタの設定／変更を行います。 

 

① DCSプリンタのメイン画面の設定するプリンタにカーソルを合わせる。 

設定するプリンタ番号(No.)にカーソルを合わせてください。 

DCS プリンタで表示しているプリンタ番号(1～10)は、ネットワークマネージャの LU

情報定義のプリンタ用 LU番号(PRINTER1～PRINTER10)に対応しています。 

② ［パラメータ設定］メニューの［プリンタ情報の設定］メニューコマンドを選ぶ。 
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③ パラメータを入力する 

［プリンタ情報の設定］プロパティシートがオープンします。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを設定してください。 

 

＜出力先プリンタ＞ 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメー

タ 

説明 既定値 

プリンタ

設定 

プ リ ン タ

名 

印刷データを出力するプリンタを指定します。 

「プリンタ言語」ページで N5200 系コードの障害通知機能

を「通知する」と設定した場合、ネットワークプリンタは

指定しないでください。 

未設定 

通常使う 

プリンタ 

：YES 

：NO 

出力先を Windowsで設定されている「通常使うプリンタ」

にするかどうか指定します。なお、サーバ上では必ず NO

となります。 

YES：Windows で指定された｢通常使うプリンタ」に出力 

します。 

NO ：｢プリンタ設定｣で選択されているプリンタに出力

します。 

NO 
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＜プリンタ言語＞ 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

プリンタ言

語 

･N5200 系コード 

･PC系コード 

･従来変換 

･無変換 

･イメージ変換 

ホストから受信するプリンタ言語および 

コード変換方法を指定します。 

N5200 系コード：ホストから受信するデー

タが旧情処コードの場合指定します。 

PC 系コード：ホストから受信するデータが

201PLまたは NPDL2の時指定します。 

従来変換：DCS プリンタにて一部のホスト

側制御コードを変換し、プリンタへ出

力します。 

無変換：DCS プリンタではデータの加工は一

切行わず、プリンタへ出力します。 

イメージ変換： DCS プリンタにて

PC-PR201系プリンタをエミュレートし、

印字イメージデータをプリンタへ出力

します。 

従来変換 
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項目名 パラメータ 説明 既定値 

プリンタコー

ドチェック 

：YES 

：NO 

設定されているプリンタ言語で使用不可

能なコードを受信した場合の動作を指定

します。 

YES:設定されているプリンタ言語では、

使用不可能なコードを受信した場合

にエラーを表示し、プリンタ出力を

中止します。 

NO:設定されているプリンタ言語では、使

用不可能なコードを受信してもエラ

ーを表示せず、プリンタ出力を継続

します。 

YES 

障害通知 ・通知する 

・通知しない 

N5200 系コード選択時、プリンタの障害

通知機能を選択します。 

通知する：プリンタ障害発生時、ホスト

へ障害情報を通知します。 

(注 1)(注 2) 

通知しない：プリンタ障害発生時、

Windows で組み込まれているプリン

タスプーラに処理を任せます。 

通知する 

障害通知 

･全て永久障

害で通知する 

：YES 

：NO 

上記で「通知する」を選択時、全て永久

障害で通知するか否かを選択します。 

YES:用紙切れを含む全ての障害を検出し

た場合、永久障害でホストへ障害通

知します。 

NO: 用紙切れとその他の障害を区別して

ホストへ障害通知します。 

ただし、電源断や未接続を用紙切

れ,DSELで通知する場合があります。 

NO 

MLW ・使用する 

・使用しない 

用紙切れを検出した時の書き込みモード

を指定します。 

使用する：用紙切れ発生時もプリンタ出

力が異常終了するまでプリンタ出力

を行います。 

使用しない：用紙切れを検出した時点で

ホストへ異常を通知します。 

使用する 

PE リトライ ・使用する 

・使用しない 

用紙切れ発生時の DCS プリンタの動作を

指定します。 

使用する：用紙切れ発生時、DCS プリン

タで用紙切れが回復するまで、プリ

ンタ出力を保留します。 

使用しない：用紙切れ発生時、ホストへ

異常を通知します。 

使用しない 
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(注 1) 障害通知機能は、プリンタポートに直接接続されたローカルプリンタのみ使用可

能です。 

ネットワークプリンタおよび USB接続プリンタでは使用できません。 

(注 2) 64bitOS で障害通知機能を使用する場合、「64bit 障害通知対応 pr ライセンス」が

必要です。 
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＜排出方法＞ 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

同期コード

印字 

(注 1) 

：YES 

：NO 

YES：同期コード(0016)の単一テキストをホス

トから受け付けた時に、プリンタをクロ

ーズします(印刷を開始します)。 

NO ：上記コード(0016の単一テキスト)を、そ

のままプリンタに出力します。 

NO 

プリンタ監

視 

･監視しない 

･監視する 

UA パスでのプリンタ出力をタイマ監視するか

指定します。 

監視しない：プリンタをオープン後、DCSプリ

ンタを終了するまで、クローズを行いま

せん｡(注 2) 

監視する：プリンタ監視時間を指定して下さ

い。指定した時間を経過しても印刷デー

タを受信しなければプリンタをクローズ

します。 

プリンタ監視時間の有効範囲は、1～9999

秒です。(注 3) 

10 秒 

(注 1) N5200 系コード詳細設定のプロパティ内にある「連続する同期コード」指定とは無

関係です。 

(注 2) プリンタ監視しない設定は、N5200 系コード(障害通知する)の場合のみ使用して下

さい。それ以外の設定で使用した場合、DCS プリンタを終了するまで、印刷が開始

されない場合があります。 

(注 3) ホストからの印刷データが終了しても、この指定時間だけ待ってから印刷を開始し

ます。 

    N5200 系コードの場合、プリンタ監視時間経過後および印刷開始時にプリンタ装置

のリセット、用紙長の再設定(シリアルプリンタのみ)を行うため、極端に小さい値

を設定するとプリンタ性能の低下やページずれが発生する恐れがあります。業務ご

とに適切な値を設定してください。 
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＜ファイル出力指定＞ 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

プリンタデータ

の出力先 

・プリンタ 

・ファイル 

プリンタ：ホストから受信したデータを、プ

リンタへ出力します。 

ファイル：ホストから受信したデータを、フ

ァイルへ出力します。出力されたファイ

ルは、オフライン印刷ユーティリティに

て使用することができます。 

また、プレビュー設定で、オフライン印

刷ユーティリティのプレビュー表示時

の動作を指定することができます。 

プリンタ 

CR コード動作指

定 

・復帰のみ 

・復帰＋ 

改行 

印字データで CR(0D16)コードが指定された

場合の動作を指定します。 

復帰のみ：印字位置を行の先頭へ移動しま

す。 

復帰＋改行：印字位置を行の先頭へ移動し、

改行します。 

復帰のみ 

最大印字桁数 桁数 １行の最大印字桁数を指定します。 

有効範囲は、1～200桁です。 

136 

最大印字行数 行数 １ページの最大印字行数を指定します。 

有効範囲は、1～128行です。 

66 

バッファフル印

字動作指定 

･復帰のみ 

･ 復 帰 ＋     

改行 

１行分の印字データが最大印字桁数を越え

た場合の動作を指定します。 

復帰のみ：印字位置を行の先頭へ移動しま

す。 

復帰＋改行：印字位置を行の先頭へ移動し、

改行します。 

復 帰 ＋ 改

行 
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④ 詳細設定を行う。 

［プリンタ情報の設定］プロパティシートで詳細設定ボタンを選択し、コード変換パラメ

ータを設定します。 

 表示されるダイアログボックスは、プリンタ言語、および印字方法によって異なります。 

 

＜N5200系コード＞ 

・基本設定 
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各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

プリンタ 

機種名 

プリンタ型番 リストから使用する PC-PTOS 対応プリンタを

指定します。(注 1) 

なし 

初期化コード ・出力する 

・出力しない 

プリンタ出力開始時にプリンタの初期化を行

うかを指定します。通常は出力するを指定し

ますが、ホスト側でプリンタを制御する場合

は出力しないを指定します。 

出力する 

印字方向 ・ポートレート 

・ランドスケープ 

用紙の印字方向を指定します。(注 2) ポート 

レート 

用紙位置 ・中央 

・左端 

用紙の位置を指定します。(注 2) 左端 

用紙サイズ  用紙サイズを指定します。(注 2)  

給紙方法  給紙方法を指定します。(注 2)  

外字 ・Windows 

 標準外字 

・移行外字 

N5200 系コード印刷で使用する外字を指定し

ます。移行外字は、PTOS/A-VX5 の外字を「日

本語文字拡張セット」を使用して変換したも

のです。 (注 3） 

Windows標

準外字 

１ページの 

行数 

行数 １ページの行数を指定します。 

本指定は、シリアルプリンタ使用時のみ有効

となります。 

66 

自動復帰改行 ・復帰改行 

・復帰のみ 

帳票印刷時、１行分の印字データが最大印字

桁数を越えた場合の動作を指定します。 

復帰改行：印字位置を行の先頭へ移動し、改

行します。 

復帰のみ：印字位置を行の先頭へ移動します。 

復帰のみ 

連続する同期 

コード 

・１個に置換 

・そのまま 

印字データに連続する同期コード(0016)が 

存在する場合の動作を指定します。 

１個に置換：ホストから受信した連続する同

期コードを１個にまとめて出力します。

大量の同期コードが原因で、印字速度が

遅い場合に指定してください。 

そのまま：ホストから受信した同期コードを

すべてプリンタへ出力します。 

そのまま 

(注1) N 型番のプリンタ(N11xx と N78xx)は、Express5800 に接続されている場合に、ネッ

トワークプリンタとして利用可能であり、PC(PC98-NX)には接続できません。 

(注2) シリアルプリンタの場合、印字方向や用紙位置、用紙サイズ、給紙方法のパラメータ

は、レフトマージンを求めるための指定となります(この設定によってプリンタ本体

の印字方向や用紙位置、用紙サイズ、給紙方法を変更することはできません)。 

プリンタ本体の設定を変更するには、ホストよりデータとして制御コードを送るか、

追加コードの指定機能よって制御コードを出力するようにしてください。 

(注3) 移行外字を選択した場合、コード変換テーブルは有効となりません。 

 

※PrintBridge/BizReporting と連携を行う場合の設定方法は、「10.2 PrintBridge を経

由して印刷する」「10.3 BizReporting を経由して印刷する」も参照してください。 
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・追加コード 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

初期化コード 

・追加コード 

：YES 

：NO 

YES:プリンタ出力開始時に、制御コードを追加

出力します。続くテキストボックスに追加

する制御コードを記述したテキストファ

イル名を入力します。既にファイルを用意

してある場合は、参照ボタンにより指定す

ることができます。(注 1) 

NO:制御コードを追加出力しません。 

NO 

終了コード 

・追加コード 

：YES 

：NO 

YES:プリンタ出力終了時に、制御コードを追加

出力します。続くテキストボックスに追加

する制御コードを記述したテキストファ

イル名を入力します。既にファイルを用意

してある場合は、参照ボタンにより指定す

ることができます。(注 1) 

NO:制御コードを追加出力しません。 

NO 

 

(注 1) 追加コードは N5200系制御コードで記述してください。 

また、追加コードファイルのファイルサイズは、最大 512バイトです。 
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＜PC系コード(従来変換)＞ 
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各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

201データ 

･プリンタ言

語 

･201PL 

･NPDL2 

ホスト側で作成した印字データのプリンタ言語を

指定します。 

201PL 

201データ 

･プリンタタ

イプ 

･ODA 

･CENTRO 

プリンタの出力タイプを指定します。 

ODA  ： ANK:半角:全角＝1:1:2 

CENTRO： ANK:半角:全角＝1:0.75:1.5 

ODA 

201データ 

･外字変換 

 方法 

･ドット 

 イメージ 

･ダウンロード

文字 

外字を印字する際の出力方法を指定します。 

ドットイメージ：外字をドット列で印字します。 

ダウンロード文字：プリンタに外字を登録後、印

字します。(注 1) 

ドット 

イメージ 

201データ 

･縦罫線変換 

 方法 

･ドット 

 イメージ 

･縦罫線コード 

縦罫線コードの変換方法を指定します。 

ドットイメージ：縦罫線をドット列で印字します。

このため、縦罫線で１ドット占有します。 

縦罫線コード：縦罫線コード(ＦＳ ；)に変換し

て出力します。(注 2) 

ドット 

イメージ 

フォームデー

タ 

･プリンタ言

語 

･201PL 

･NPDL2 

ホスト側で作成した印字データのプリンタ言語を

指定します。 

NPDL2 

フォームデー

タ 

･外字変換方

法 

･ドット 

 イメージ 

･ダウンロード

文字 

外字を印字する際の出力方法を指定します。 

ドットイメージ：外字をドット列で印字します。 

ダウンロード文字：プリンタに外字を登録後、印

字します。(注 1) 

ドット 

イメージ 

フォームデー

タ 

･縦罫線変換 

 方法 

･ドット 

 イメージ 

･縦罫線コード 

縦罫線コードの変換方法を指定します。 

ドットイメージ：縦罫線をドット列で印字します。

このため、縦罫線で１ドット占有します。 

縦罫線コード：縦罫線コード(ＦＳ ；)に変換し

て出力します。(注 2) 

ドット 

イメージ 

プリンタ設定 プリンタ名 フォーム印刷データを出力するプリンタを指定しま

す。 

未設定 

通常使うプリ

ンタを使用す

る 

：YES 

：NO 

出力先を Windows で設定されている「通常使うプ

リンタ」にするかどうか指定します。なお、サー

バ上では必ず NOとなります。 

YES：Windows で指定された「通常使うプリンタ」

に出力します。 

NO ：現在選択されているプリンタに出力します。  

NO 

フォームファ

イル格納ディ

レクトリ 

 フォームファイルを格納しているディレクトリを

指定します。 

なし 

（注1) プリンタの外字領域(762016)を使用するため、他の AP でプリンタの外字を使用す

ることができなくなります。 

（注2) 縦罫線コードは、プリンタによってサポートされていない場合があります。 
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［コード設定］のボタンで初期化コード／終了コードを指定します 
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各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

初期化コー

ド 

・基本設定 

・全て付加 

・同期コード 

以外付加 

・付加しない 

 

プリンタ出力開始時にプリンタの初期化を行

うかを指定します。 

全て付加：プリンタの初期化コードを付加し

ます。 

付加しない：プリンタの初期化コードを付加

しません。ホスト側にてプリンタを制御

する場合に指定します。 

同期コード以外付加：同期コード(FF 0D16)以

外のプリンタ初期化コードを付加しま

す。全て付加を指定してプリンタ出力開

始時に白紙が一枚出力される場合に指定

します。 

全て付加 

印字方向 ・縦 

・横 

基本設定で全て付加、または同期コード以外

付加を指定した場合に、コードを生成するた

めのパラメータを設定します。 

縦 

用紙位置 ・中央 

・左端 

左端 

用紙サイズ  A4 

初期化 

コード 

・追加コード 

：YES 

：NO 

YES:初期化コードの基本設定に続けて指定し

た制御コードを追加出力します。(注 1) 

NO:基本設定をそのまま初期化コードにしま

す。 

NO 

給紙方法 

 

・シートガイド 

・トラクタ 

  フィーダ 

・シート 

  フィーダ 

プリンタの給紙機構を設定します。 シートガ

イド 

終了コード 

・基本設定 

・付加する 

・付加しない 

プリンタ出力終了時に、プリンタのバッファ

に残ったデータを全て出力するための制御コ

ードを出力するかどうかを指定します。 

付加する：プリンタの排出コードを付加しま

す。 

付加しない：プリンタの排出コードを付加し

ません。 

付加しな

い 

終了コード 

・追加コード 

：YES 

：NO 

YES:終了コードの基本設定に続けて指定した

制御コードを追加出力します。 (注 1) 

NO:基本設定をそのまま初期化コードにしま

す。 

NO 

(注 1) 追加する制御コードを記述したテキストファイル名を続くテキストボックスに入力

します。既にファイルを用意してある場合は、参照ボタンにより指定することがで

きます。 
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＜PC系コード(無変換)＞ 

 
 

 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

初期化コード 

・追加コード 

：YES 

：NO 

YES:プリンタ出力開始時に、制御コード

を追加出力します。続くテキストボ

ックスに追加する制御コードを記

述したテキストファイル名を入力

します。既にファイルを用意してあ

る場合は、参照ボタンにより指定す

ることができます。 

NO:制御コードを追加出力しません。 

NO 

終了コード 

・追加コード 

：YES 

：NO 

YES:プリンタ出力終了時に、制御コード

を追加出力します。続くテキストボ

ックスに追加する制御コードを記

述したテキストファイル名を入力

します。既にファイルを用意してあ

る場合は、参照ボタンにより指定す

ることができます。 

NO:制御コードを追加出力しません。 

NO 
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＜PC系コード(イメージ変換)＞ 

 
各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

プリンタ 

タイプ 

･ODA 

･CENTRO 

プリンタの出力タイプを指定します。 

ODA  ： ANK:半角:全角=1:1:2 

CENTRO：  ANK:半角:全角=1:0.75:1.5 

CENTRO 

CR コード 

動作指定 

･復帰のみ 

･復帰＋ 

  改行 

印字データに CR(0D16)コードが指定された場

合の動作を指定します。 

復帰のみ：印字位置を行の先頭へ移動します。 

復帰＋改行、印字位置を行の先頭へ移動し、

改行します。 

復帰のみ 

最大印字 

桁数 

桁数 １行の最大印字桁数を指定します。 136 

最大印字 

行数 

行数 １ページの最大印字行数を指定します。 66 

バッファフル 

印字動作指定 

･復帰のみ 

･復帰＋ 

  改行 

１行分の印字データが最大印字桁数を越えた

場合の動作を指定します。 

復帰のみ：印字位置を行の先頭へ移動します。 

復帰+改行：印字位置を行の先頭へ移動し、 

改行します。 

復帰＋ 

 改行 

初期化コード 

・追加コード 

：YES 

：NO 

YES:プリンタ出力開始時に、指定した制御 

コードを追加出力します。 (注) 

NO:制御コードを追加出力しません。 

NO 

終了コード 

・追加コード 

：YES 

：NO 

YES:プリンタ出力終了時に、指定した制御 

コードを追加出力します。 (注) 

NO:制御コードを追加出力しません。 

NO 

(注 1) 追加する制御コードを記述したテキストファイル名を続くテキストボックスに入

力します。既にファイルを用意してある場合は、参照ボタンにより指定すること

ができます。
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［フォント指定］のボタンで印字に使用するフォントを指定します。 

書体の種類は、必ず「日本語」を指定してください。 

(なお、コード変換テーブルを使用する場合は、コード変換テーブルで指定したフォント

で印刷するため、この設定は無視されます。) 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

フォント名 Windows で組

み込んだフォ

ント名がパラ

メータとして

表 示 さ れ ま

す。 

表示するフォント名を指定します。新しい

フォントを選ぶと［サンプル］欄にそのフ

ォントが表示されます。回転特性のあるフ

ォントは未サポートです。動作は保証して

いません。 

MS 明朝 

スタイル ・標準 

・斜体 

・太字 

・太字 斜体 

本設定は無効。 標準 

サイズ フォントサイ

ズのパラメー

タは、フォン

トによって異

なります。 

本設定は無効。 9 

(既定値は変

わる場合が

あります) 

書体の種類 フォントの言

語が表示され

ます。 

必ず「日本語」を選択します。 日本語 

(既定値は変

わる場合が

あります) 
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⑤ プリンタの設定を行う 

［プリンタ情報の設定］プロパティシートで［プリンタ設定］ボタンを選択し、パラメ

ータを設定します。 

 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

設定されてい

るプリンタ 

プリンタ名 現在設定されているプリンタが表示さ

れています。(注 1) 

なし 

組み込まれて

いるプリンタ 

プリンタ名 現在、Windows に組み込まれているプリ

ンタの一覧が表示されます。 

プリンタを指定すると設定されている

プリンタの表示が変更できます。 

なし 

 

(注 1) 設定可能なプリンタは、［プリンタ言語］の指定により異なります。 

 PC 系コード N5200 系コード 

従来変換 無変換 イメージ変換  

プリンタ名 201PL または

NPDL2 に対応

したプリンタ 

何でも可 何でも可 PC-PTOS対応 

プリンタ 

 

イメージ変換の場合、［設定］ボタンを選択し、プリンタドライバ固有の情報を設定して

ください。 
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6.6.3 コード変換テーブルを使用する 
 ホストから受信した２バイトコードを任意の２バイトコードに変換するための設定を行

います。 

 

① ［パラメータ設定］メニューの［コード変換テーブルの設定］メニューコマンドを選ぶ。 

［コード変換テーブルの設定］プロパティシートがオープンします。 

② パラメータを入力する。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

コード変換 

テーブル 

・使用する 

・使用しない 

使用する：UA パスプリンタ出力における

コード変換を、コード変換テーブル

を使用して行います。本機能によ

り、１文字単位のコードマッピング

が可能となり、コード変換規則のカ

スタマイズが可能となります。 

使用しない：UAパスプリンタ出力におけ

る コード変換にコード変換テー

ブルを使用しません。 

使用しない 

ファイル名 なし コード変換に使用するテーブルファイ

ル名を指定します。テーブルファイル

は、ETOSJX ユーティリティのコード変換

テーブル作成ツールで作成します。 

なし 

(注意) コード変換テーブルについては、「付録 コード変換テーブル」を参照してくださ

い。 

 

③ ［OK］ボタンを押す。 

設定したパラメータを保存し、メイン画面に戻ります。 
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6.6.4 オフライン印刷ファイルの出力先を指定する 
UA パスプリンタ印刷データの出力先を｢ファイルへ出力｣にした場合の出力先ディレクト

リおよびファイル名を指定します。 

 

① ［パラメータ設定］メニューの［オフライン印刷ファイルの設定］メニューコマンドを

選ぶ。 

② パラメータを入力する。 

各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

 

 
 

各パラメータの説明 

項目名 パラメー

タ 

説明 既定値 

出力 

ディレクトリ 

なし ホストから受信した印刷データを、オフラ

イン印刷データファイルとして保存するデ

ィレクトリを指定します。 

C:\ProgramData\N

EC\ETOSWEB\OFFPR

INT 

出力 

ファイル名 

なし ホストから受信した印刷データを、オフラ

イン印刷データファイルとして保存する際

のファイル名を指定します。 

実際に、オフライン印刷データをファイル

へ出力する際は、指定したファイル名＋連

番４桁となります(拡張子 ETP)。 

PRNT 

 

③ ［OK］ボタンを押す。 

 設定したパラメータを保存し、メイン画面に戻ります。 
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6.6.5 エラー発生時の動作を指定する 
UA パスプリンタ出力実行中に、エラーが発生した場合の動作を指定します。 

 

① ［パラメータ設定］メニューの［エラーの設定］メニューコマンドを選ぶ。 

［エラーの設定］プロパティシートが、オープンします。 

② パラメータを入力する。 

 各パラメータの説明に従い、パラメータを入力してください。 

 

 
各パラメータの説明 

項目名 パラメータ 説明 既定値 

プリンタエラ

ー表示 

・表示する 

・表示しない 

表示する：UA パスプリンタ出力中にエラ

ーが発生した場合、エラーメッセー

ジをポップアップウィンドウで表

示します。 

表示しない：UAパスプリンタ出力中にエ

ラーが発生しても、エラーメッセー

ジを表示しません。(注 1) 

表示する 

エラー鳴動 ・鳴動する 

・鳴動しない 

鳴動する：UA パスプリンタ出力中にエラ

ーが発生した場合、エラー鳴動しま

す。 

鳴動しない：UAパスプリンタ出力中にエ

ラーが発生しても、エラー鳴動しま

せん。 

鳴動しない 

(注 1) エラーコードはメイン画面にもプリンタ毎に表示されます。エラーメッセージを表

示しない場合、DCSプリンタのエラーの発生したプリンタにカーソルを合わせ、［ヘ

ルプ］メニューの［エラー詳細］メニューコマンドを選ぶと、エラーの内容を確認

することができます。 

 

③ ［OK］ボタンを押す。 

 設定したパラメータを保存し、メイン画面に戻ります。 
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6.6.6 クライアントパラメータの設定 
クライアント上のパラメータファイル(＊．PGR)を有効にするか、無効にするかを指定しま

す。 

 

①［パラメータ設定］メニューの［クライアントパラメータの設定］を選ぶ。 

［クライアントパラメータの設定］プロパティシートがオープンします。 

 

 
 

② パラメータを入力する。 

“有効にする”／“無効にする”を選択してください。 
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6.7 ヘルプを使う 
 

 DCS プリンタのバージョンや設定方法は、ヘルプを使って調べることができます。 

 

(1) DCS プリンタのバージョン情報を見る場合 

① ［ヘルプ］メニューの［バージョン情報］メニューコマンドを選ぶ。 

② バージョン情報を確認する。 

 ［DCSプリンタのバージョン情報］ダイアログがオープンします。 

 バージョン情報を確認してください。 

 

 
 

③ ［OK］ボタンを押す。 

 もとの画面に戻ります。 

 

(2) DCS プリンタの設定方法を見る場合 

① 各プロパティシート内の［ヘルプ］ボタンを押す。 
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② 設定方法を確認する 

 各プロパティシートの設定方法を示したダイアログボックスがオープンします。 

 設定方法を確認してください。 

 

 
 

上記の例は、［プリンタ情報の設定］で［プリンタ言語］のタブが表示されている場合に

表示する内容です。 

 

③ ［OK］ボタンを押す。 

 もとの画面に戻ります。 
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6.8 作成したファイルを保存する 
 

 作成した PGD ファイルを保存します。 

 

(1) ディレクトリを指定して、PGDファイルを保存する 

① ［ファイル］メニューの［保存］メニューコマンドを選ぶ。 

 

 
 

② 保存ファイル名を確認する 

［PGD ファイルの保存］ダイアログボックスがオープンします。 

新規作成または更新した設定情報を保存するファイル名を確認してください。保存する

ディレクトリを変更する場合は、［ディレクトリの参照］ボタンを押して、ディレクトリを

変更してください。 

(注意)PGD ファイルは、通信リソース毎に作成するファイルであるため、ファイル名は、

通信リソース名＋拡張子(PGD)固定となっています。PGD ファイル名を変更する

ことはできません。 
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③ ［OK］ボタンを押す。 

新規作成または更新した設定情報が PGDファイルに保存され、メイン画面に戻ります｡ 

 

(2) 読み込んだファイルに上書きで保存する 

① ［ファイル］メニューの［上書き保存］メニューコマンドを選ぶ。 

 読み込んだファイルに更新された設定情報が保存されます。 
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6.9 作成したファイルを開く 
 

① ［ファイル］メニューの［開く］メニューコマンドを選ぶ。 

 
 

② オープンするファイル名を指定する。 

［ファイルを開く］ダイアログボックスがオープンします。 

［ファイル名］テキストボックスに、オープンする PGD ファイル名を入力します。指

定するファイルがカレントディレクトリに存在しない場合は、ディレクトリやドライブ

を［ディレクトリ］一覧や［ドライブ］一覧で指定します。 

③ ［開く］ボタンを押す。 

ダイアログボックスがクローズし、指定したファイルから設定情報が読み込まれます。 
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6.10 PGDファイルを印刷する 
 

PGDファイルの内容をプリンタに出力します。 

 

① ［ファイル］メニューの［開く］メニューコマンドを選び、印刷する PGDファイルをオー

プンする。 

② ［ファイル］メニューの［プリンタ出力］メニューコマンドを選ぶ。 

 

 
 

 
 

③ ［印刷］ボタンを押す。 

ダイアログボックスがクローズし、指定したプリンタから PGD ファイルの内容が印刷さ

れます。 
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6.11 ファイル作成を終了する 
 

PGDファイルの作成を終了します。 

 

① ［ファイル］メニューの［終了］メニューコマンドを選ぶ。 

 

 
 

② DCSプリンタを終了する。 

 



第７章 パラメータファイルを変換する 

 203 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７章 

パラメータファイルを変換する 

この章では、PG コンバータによるパラメータファイルの変換

方法と作成方法について説明します。 

 

７．１ PGコンバータとは 

７．２ パラメータファイルの変換手順 

７．３ PGコンバータを起動する 

７．４ パラメータファイルを変換する 

７．５ バージョン情報を表示する 

７．６ PGコンバータを終了する 
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第７章 パラメータファイルを変換する 
 

7.1 PGコンバータとは 
 

PG コンバータは、パラメータファイルを変換するためのユーティリティプログラムです。 

既に作成済みの ETOSWEB SERVER(Ver6.0)以前および ETOSJX Ver5.2 以前(他 OS で作成され

たファイルを含む)の PG ファイル(*.PG)、PGD ファイル(*.PGD)、およびリソースファイル

(*.ETS)を、本製品で使用できるファイルへ変換します。 

また、他 OS で作成した ETOSWEB SERVER V6.2 のパラメータファイルを、現在動作中の OS

で使用できる形式にもコンバートします。 

 

本製品のパラメータファイルとして使用するには、一旦 ETOSJX-PG で読み込み、保存する

必要があります。 

 

 

7.2 パラメータファイルの変換手順 
 

 パラメータファイルを、次の手順で変換します。 

 

①  PG コンバータを起動する。 

② パラメータファイルが存在するディレクトリを指定する。 

パラメータファイルが ETOSWEB SERVER インストールディレクトリ配下の PGS ディレク

トリに存在する場合、指定する必要はありません。 

③ 変換を行う通信リソース名を指定する。 

④ パラメータファイルを変換する。 

⑤ PG コンバータを終了する。 

 

(注意) 

・ SG ファイルのコンバートを行うとコンバート前の SG ファイルは旧製品で使用できなくな

ります。SGファイルは必ずバックアップを採取した上でコンバートしてください。 

・ 他 OS で作成されたパラメータファイルは、ハードコピー、COMI-2 プリンタ、DCS プリン

タのプリンタ出力先がすべて「通常使うプリンタ」にコンバートされます。 

出力先プリンタを「通常使うプリンタ」以外に変更したい場合は再設定が必要です。 

・ マシン固有情報(キーボード種別・プリンタ情報等)は、再設定する必要があります。 

・ ETOSWEB SERVER(Ver3.5)の SG ファイルは、Ver3.0 と表示されます。 
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7.3 PGコンバータを起動する 
 

パラメータファイルを変換するために、PG コンバータを起動します。 

 

① Windows の［スタート］メニューから［ETOSWEB SERVER］－［PGコンバータ］を選ぶ。 

 

PG コンバータの画面が表示されます。 
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7.4 パラメータファイルを変換する 
 

ETOSWEB SERVER(Ver6.0)以前、および ETOSJX Ver5.2 以前で作成したパラメータファイル

を本製品の ETOSJX-PG で使用できるパラメータファイルに変換します。 

また、他 OS で作成した ETOSWEB SERVER V6.2 のパラメータファイルを現在使用中の OS の

ETOSJX-PGで使用できる形式にもコンバートします。 

 

① ［ファイル］メニューの［ディレクトリ指定］メニューコマンドを選ぶ。 

 

② 変換するパラメータファイルが存在するディレクトリ名を入力する。 

［ディレクトリの選択］ダイアログボックスがオープンします。変換するパラメータフ

ァイルが存在するディレクトリを指定してください。 

パラメータファイルがカレントディレクトリに存在する場合は、新たにディレクトリを

指定する必要はありません。［OK］ボタンを押してください。 
 

③ 変換を行う通信リソース名を選択する。 

 

 
 



第７章 パラメータファイルを変換する 

 207 

④ ［ファイル］メニューの［コンバート］メニューコマンドを選ぶ。 

変換の実行確認メッセージが表示されます。 

［はい］を選択すると、選択した通信リソースに関連するすべてのパラメータファイル

を、本製品で使用できるファイルに変換します。 
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7.5 バージョン情報を表示する 
 

PG コンバータのバージョン情報を表示します。 

 

① ［その他］メニューの［バージョン情報］メニューコマンドを選ぶ。 
 

② バージョン情報を確認する。 

［PGコンバータのバージョン情報］ダイアログボックスがオープンします。 

バージョン情報を確認してください。 

 

 
 

③ ［OK］ボタンを押す。 

もとの画面に戻ります。 
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7.6 PGコンバータを終了する 
 

PG コンバータを終了します。 

 

① ［ファイル］メニューの［終了する］メニューコマンドを選ぶ。 

 

② PG コンバータを終了する。 
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第８章 
 

LU 定義ファイルの作成 

この章では、LU定義ファイルの概要と作成方法について説明

します。 

 

８．１ LU定義ファイルとは 

８．２ LU定義ツールを起動する 

８．３ LU定義ファイルを新規作成する 

８．４ LU定義ファイルを更新する 

８．５ LU定義リストを印刷する 

８．６ エラーメッセージ 
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第８章 LU 定義ファイルの作成 
 

8.1 LU定義ファイルとは 
 

通信リソースごとに、画面、プリンタを使用するコンピュータ(サーバ／クライアント)の

コンピュータ名または IPアドレスと、使用する画面 LU、プリンタ LU(それぞれ最大 10個ま

で定義可能)を定義するファイルです。 

以下の場合に LU定義ファイルの設定を行ってください。 

 

① プリンタ LU を使用する場合 

プリンタ LU については、ETOSJX-PG の［基本パラメータ］→［ユニットアドレス］

の指定に関わらず、LU 定義ファイルの定義のみが有効となります。 

※ただし、プリンタ LU として「24ｈ」を使用する場合は、ネットワークマネージャの

LU 情報定義にて、WS#0 のプリンタ LUに「24h」の設定が必要です。 

 

② 任意のコンピュータに対して固定の画面 LUを定義する場合 

 ETOSJX-PG の［基本パラメータ］→［ユニットアドレス］にて“LU 定義ファイル”を選

択した場合のみ LU 定義ファイルの定義が有効となります。 

   

注意 ： ネットワークマネージャの LU情報定義にて、WS#1以降に割り当てた LUは、ETOSWEB 

SERVER では使用できません。 

 

 

8.2 LU定義ツールを起動する 
 

Windows の［スタート］メニューから［ETOSWEB SERVER］－［LU 定義ツール］を選択しま

す。 

 

※ LU定義ツールで LU定義ファイルを作成すると、以降は「エクスプローラ」にて、使用

する LU定義ファイル(＊．elu)を選択するとLU定義ツールを起動することができます。 
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8.3 LU定義ファイルを新規作成する 
 

(１)通信リソースの選択 

LU 定義ファイルを作成する通信リソースを選択します。 

 

① メニューの［ファイル(F)］－［新規作成(N)］を選択する。 

通信リソース名選択のダイアログが表示されます。 

 

② コンボボックスからリソース名を選択するか、リソース名を直接入力する。 

 
 

③ リソース名入力後、［OK］ボタンを押す。 

タイトルバーに、選択されたリソース名に対する LU定義ファイルのファイル名が表示さ

れます。 
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(２)LU の定義 

クライアントのコンピュータ名または IPアドレスを追加し、そのコンピュータに対す

る画面 LUとプリンタ LUを定義します。 

 

① メニューの［編集(E)］－［追加(I)］を選択する。 

［コンピュータの追加］ダイアログが表示されます。 

 

② コンピュータ名または IPアドレスおよび、画面 LU、プリンタ LU を入力する。 

 (画面 LU、プリンタ LUは左詰めで入力してください。) 

 

 
 

③ 必要な情報を入力し終わったら、ダイアログの［追加］ボタンを押す。 

 

追加されたデータがメイン画面のリストの最後に表示されます。 

 

(注意)コンピュータ名または IP アドレスは、編集ダイアログの［追加］ボタンをクリックし

た時点で、ラジオボタンにチェックのある方のみが登録されます。 

 

 (３)LU定義情報ファイルの保存 

作成した LU 定義情報をファイルに保存します。 

 

① メニューの［ファイル(F)］－［保存(S)］を選択する。 
 

保存が正常に終了すると、「保存しました。」というメッセージが表示されます。 

 

LU 定義ファイルは「通信リソース名.elu」の形のファイル名で、ETOSWEB SERVER インス

トールディレクトリの下の「PGS」ディレクトリ内に保存されます。 
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8.4 LU定義ファイルを更新する 
 

(１)LU 定義ファイルの選択 

更新する既存の LU 定義ファイルを開きます。 

 

① メニューの［ファイル(F)］－［開く(O)］を選択する。 

 

ファイルを選択するダイアログが表示されます。 

 

② 編集する LU 定義ファイルを選択する。 

 

 
 

選択したファイル中に書き込まれた LU 定義情報がクライアント領域にリスト表示さ

れます。 
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(２)コンピュータの追加 

新たにクライアントコンピュータを追加する場合、以下の手順で行います。 

 

① メニューの［編集(E)］－［追加(I)］を選択する。 

 

［コンピュータの追加］ダイアログが表示されます。 

 

② コンピュータ名または IPアドレスおよび、画面 LU、プリンタ LU を入力する。 

 

 
 

③ 必要な情報を入力し終わったら、ダイアログの［追加］ボタンを押す。 

 

追加されたデータがメイン画面のリストの最後に表示されます。 

 

(注意) コンピュータ名または IP アドレスは、編集ダイアログの［追加］ボタンをクリックし

た時点で、ラジオボタンにチェックのある方のみが登録されます。 
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(３)コンピュータの削除 

既存のクライアントコンピュータをリストから削除する場合、以下の手順で行います。 

 

① 削除するコンピュータのコンピュータ名または IP アドレスをマウスで左クリックして

選択するか、もしくはカーソルキーの上下キーで選択する。 

 

② メニューの［編集(E)］－［削除(X)］を選択する。 

 

削除確認のダイアログが表示されます。 

 

③ 削除してよければ［OK］ボタンを押す。 

 

 
 

メイン画面のリストから選択されていたコンピュータが削除されます。 
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(４)データの変更 

既存の定義情報を変更する場合、以下の手順で行います。 

 

① 変更したいコンピュータのコンピュータ名または IP アドレスをマウスの左クリックで

選択するか、もしくはカーソルキーの上下キーで選択する。 

 

② メニューの［編集(E)］－［更新(U)］を選択する。 

 

編集ダイアログが表示されます。 

 

③ 定義情報を変更してダイアログの［更新］ボタンを押す。 

 

 
 

選択されていたコンピュータの定義情報が変更され、LU 定義ツール画面に表示されま

す。 

 

(注意) コンピュータ名または IP アドレスは、編集ダイアログの［更新］ボタンをクリ

ックした時点で、ラジオボタンにチェックのある方のみが登録されます。 
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(５)LU 定義情報ファイルの保存 

変更した LU 定義情報をファイルに保存します。 

 

① メニューの［ファイル(F)］－［保存(S)］を選択します。 

 

保存が正常に終了すると、“保存しました。”というメッセージが表示されます。 

LU 定義ファイルは“通信リソース名.elu”の形のファイル名で、ETOSWEB SERVER インスト

ールディレクトリの下の“PGS”ディレクトリ内に保存されます。 
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8.5 LU定義リストを印刷する 
 

(１)プリンタの設定 

使用するプリンタの設定を行います。 

 

① メニューの［ファイル(F)］－［プリンタの設定(R)］を選択する。 

 

「プリンタの設定」ダイアログが表示されますので、印刷に必要な設定を行います。 

 

 

(２)印刷プレビュー 

        印刷前に印刷イメージを確認する場合に使用します。 

 

① メニューの［ファイル(F)］－［印刷プレビュー(V)］を選択します。 

 

印刷イメージが表示されます。 
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(３)印刷 

LU 定義情報の一覧を印刷します。 

 

① メニューの［ファイル(F)］－［印刷(P)］を選択します。 

 

「印刷」ダイアログが表示されます。 

 

印刷範囲等を設定し、［OK］ボタンをクリックすると印刷が始まります。 
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(４)印刷イメージ 

印刷を実行すると、次の例のような形で印刷されます。 

 

    例) 

Resource.elu                                     2015/04/01 

 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ名/IP ｱﾄﾞﾚｽ    画面 LU              プリンタ LU 

Computer1            29                      48 

Computer2            28                      25,26 

123.123.123.123      AA,FF                   2A,2B,2C 

 

 

 

 

 Page： 1 

 

 

ファイル名 印刷した日付 ラベル 

ページ数 
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8.6 エラーメッセージ 
 

  LU定義ツールで表示されるエラーメッセージの原因と対処についてを説明します。 

 

(1) 起動時に次のようなメッセージが表示される場合 

 
 

原因： レジストリ情報の読み込みができなかった場合に表示されます。 

対処： ETOSWEB SERVER を再インストールしてください。 

 

(2) 起動時に次のようなメッセージが表示される場合 

 
 

原因： ネットワークマネージャのインストールが不完全の可能性が考えられます。 

対処： ネットワークマネージャの再インストールをしてください。 

 

(3) ファイル読み込み時に「異なるファイル形式です。」というメッセージが表示される場

合 

 

原因：開こうとしたファイルが本ツールで作成された LU 定義ファイルでないか、ファ

イルが壊れている可能性があります。 

対処：LU 定義ファイルを新しく作成し直してください。 

 

(4) ファイル読み込み時に次のようなメッセージが表示される場合 

 
 

原因：開いたファイルの中に不正なデータ形式が見つかった場合に表示されます。 

対処：なし。その後の動作には支障ありません。 
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(5) コンピュータの追加、または更新の時に、「コンピュータ名が不正です。」というメッセ

ージが表示される場合 

 

原因： コンピュータ名に不正な文字(スペース)が含まれているか、あるいはコンピュ

ータ名の入力領域に IPアドレスを入力した場合に表示されます。 

対処： 正しくコンピュータ名を入力してください。 

 

(6) コンピュータの追加、または更新時に、「同じ LU が複数定義されています。」というメ

ッセージが表示される場合 

 
 

原因：１つのコンピュータに対して、同じ LUが複数定義されている場合に発生します。 

対処： LU 定義を見直してください。 

 

(7) コンピュータの追加、または更新時に、「同じ LU が複数のコンピュータに対して定義さ

れています。」というメッセージが表示される場合 

 
 

原因： 追加、更新で定義した LUが既に他のコンピュータで使用されている場合に表示

されます。 

対処： この場合、処理はそのまま続行できますが、LUは重複しないように定義するこ

とをお勧めします。 

重複して定義した場合、先に起動した画面、プリンタに対してのみ LUが割り当

てられます。、 
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第９章 
 

INI ファイル編集ツール 

INI ファイル編集ツールの概要と操作方法について説明しま

す。 

 

 ９．１ INIファイル編集ツールとは 

 ９．２ INIファイル編集ツールの起動／終了 

 ９．３ サーバ情報を変更する 

 ９．４ クライアント情報を変更する 

 ９．５ ActiveX 版起動設定を変更する 

 ９．６ ログ採取設定を変更する 
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第９章 INI ファイル編集ツール 
 

9.1 INI ファイル編集ツールとは 
 

INI ファイル編集ツールとは、ETOSWEB SERVER の設定情報を変更するためのユーティリ

ティプログラムです。 

 

9.2 INI ファイル編集ツールの起動／終了 
 

9.2.1 INIファイル編集ツールを起動する 
Windows の［スタート］メニューから［ETOSWEB SERVER］－［INI ファイル編集ツール］

を選択します。 

INIファイル編集ツールが起動します。 
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9.2.2 INIファイル編集ツールを終了する 
 

 
 

(１)設定を保存して終了する 

［OK］ボタンを押します。 

設定が変更されている場合、以下のメッセージが表示されるので［はい(Y)］を選択

してください(［いいえ(N)］を選択すると設定を保存せずに終了します)。 

 

 
 

もしくは、［適用(A)］ボタンを押した後に［OK］ボタンを押します。 
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(２)設定を保存せずに終了する 

［キャンセル］ボタンを押します。 

設定が変更されている場合、以下のメッセージが表示されるので［はい(Y)］を選択

してください(［いいえ(N)］を選択すると設定の保存とツールの終了は行いません)。 
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9.3 サーバ情報を変更する 
 

［サーバ］アイコンを選択すると、サーバ情報設定のプロパティシートがオープンします。 

 

(注意) ［サーバ］アイコンは ActiveX 版がインストールされていない環境では表示され

ません。 

 

 
 

(１)サーバ環境の IPアドレスを変更する 

［サーバ］にサーバ環境の IP アドレスとポート番号を入力してください。 

IP アドレスは 10進数で指定し、有効範囲は 0～255です。 

ポート番号の有効範囲は、1024～65535 です。 

 

(注意) サーバ環境のネットワーク設定が変更された時以外は変更しないでください。 

 

(２)ポーリング設定を変更する 

起動中のクライアントの状態を定期的に監視する場合、［ポーリング指定をする］にチェ

ックマークを付加し、［ポーリング間隔］に監視間隔時間を入力してください。 

有効範囲は 1分～24時間 0分です。
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(３)ライセンスの管理方式を変更する 

ライセンスを管理する方法を選択します。 

IP アドレスによる管理を行う場合は［IP管理方式］を、コンピュータ名による管理を行

う場合は［コンピュータ名管理方式］を指定してください。 
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9.4 クライアント情報を変更する 
 

［クライアント］アイコンを選択すると、クライアント情報設定のプロパティシートがオ

ープンします。 

 

(注意) ［クライアント］アイコンは ActiveX 版クライアントがインストールされていな

い環境では表示されません。 

 

 
 

(１)ActiveX 版を起動するブラウザを変更する 

ActiveX 版を起動するブラウザとして通常使うブラウザを使用しない場合、［標準のブラ

ウザを使用する］のチェックマークを外し、使用するブラウザをフルパスで入力してくだ

さい。 

 

(注意)  

1)  通常使うブラウザに Internet Explorer 以外のブラウザが指定されている場合は必

ず変更してください。 

2)  Internet Explorer 以外のブラウザを指定しないでください。 

 

(２)クライアント PGファイル格納フォルダを変更する 

［格納フォルダ］に ActiveX 版のクライアントパラメータ情報を格納するフォルダをフ

ルパスで入力してください。 
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9.5 ActiveX版起動設定を変更する 
 

［ActiveX 版］アイコンを選択すると、ActiveX 版起動設定のプロパティシートがオープン

します。 

 

(注意) ［ActiveX 版］アイコンは ActiveX 版がインストールされていない環境では表示

されません。 

 

9.5.1 ActiveX版クライアントの起動設定を変更する 
［クライアント情報］タブを選択します。 

 

 
 

(１) カーソルの既定位置を設定する 

PG リストが表示された時、どの位置にカーソルを位置付けるかを設定する場合、［PG リ

ストの□行目に位置付ける］にチェックマークを付加し、カーソルを位置付ける行を入力

てください。 

 

(２) 起動属性を設定する 

① PGリストを表示後すぐに ActiveX版を起動させる場合、［PGリスト表示後すぐに起動す

る］にチェックマークを付加してください。 

② PGリストと同じブラウザで ActiveX版を起動させる場合、［PGリストと同じブラウザで

起動する］にチェックマークを付加してください。 

 



第９章 INI ファイル編集ツール 

 232 

(３) 同時起動数を設定する 

① １台のクライアントで同時に起動できる画面数を制限する場合、［１クライアントでの

同時起動数を設定する］にチェックマークを付加し、同時に起動できる画面数を入力し

てください。 

 

 
 

② 設定した同時起動数を超えて画面を起動した場合の動作を指定します。 

・ エラーメッセージを表示する場合、［起動時にエラーメッセージを表示する］にチェ

ックマークを付加してください。 

・ 起動中の画面を前面に表示する場合、［すでに起動されている画面を前面に表示す

る］にチェックマークを付加してください。 
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9.5.2 PGリストの表示内容を変更する 
［リスト表示名］タブを選択します。 

 

 
 

(１) PG リスト表示名を変更する 

PG リスト表示名を変更する PG ファイルを選択し［編集］ボタンを押します。 

［リスト表示名編集］ダイアログがオープンします。 

 

 
 

［リスト表示名］に PGリストで表示する名前を入力してください。 
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(２) PG リストから削除する 

PG リストから削除したい PG ファイル名を選択し［削除］ボタンを押します。 

以下のメッセージが表示されるので［はい(Y)］を選択してください(［いいえ(N)］を選

択すると削除は行いません)。 
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9.5.3 ActiveX版クライアントの起動設定をカスタマイズする 
［クライアント情報(個別)］タブを選択します。 

 

 
 

(１)個別設定するクライアントを追加する 

［追加］ボタンを押します。 

［クライアントの追加］ダイアログがオープンします。 

 

 
 

クライアントをコンピュータ名で指定する場合、［コンピュータ名］を選択してクライア

ントのコンピュータ名を入力してください。 

IP アドレスで指定する場合、［IP アドレス］を選択してクライアントの 

IP アドレスを入力してください。 
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(２)個別設定するクライアントを変更する 

クライアント名を変更するクライアントを選択し［更新］ボタンを押します。 

［クライアントの更新］ダイアログがオープンします。 

 

 
 

［コンピュータ名］もしくは［IPアドレス］を編集してください。 

 

 

(３)個別設定するクライアントを削除する 

個別設定を削除するクライアントを選択し［削除］ボタンを押します。 

以下のメッセージが表示されるので［はい(Y)］を選択してください(［いいえ(N)］を選

択すると削除は行いません)。 
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(４)起動設定をカスタマイズする 

起動設定をカスタマイズするクライアントを選択し［詳細］ボタンを押します。 

［個別設定］ダイアログがオープンします。 

 

 
 

① PG リストをカスタマイズする場合、［PG リストを使用する］にチェックマークを付加

し、カスタマイズ PGリスト名を入力してください。 

 

 
 

［PGリスト編集］ボタンを押すと［PG リストの編集］ダイアログがオープンします。 
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・ カスタマイズ PGリストに PG ファイルを追加する 

［PGファイル一覧］から、カスタマイズ PGリストに追加する PG ファイルを選択し

てください。 

［追加］ボタンを押すと［PG リスト］の最後尾に追加します。 

［挿入］ボタンを押すと［PG リスト］の現在のカーソル位置に挿入します。 

 

・ カスタマイズ PGリストから PG ファイルを削除する 

［PGリスト］から削除する PG ファイルを選択してください。 

［削除］ボタンを押すと［PG リスト］から削除します。 

全ての PGファイルを削除した場合、カスタマイズ PG リストを削除します。 

 

② その他の設定については、「９．５．１ ActiveX 版クライアントの起動設定を変更

する」を参照してください。 
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9.6 ログ採取設定を変更する 
 

［ログ］アイコンを選択すると、ログ採取設定のプロパティシートがオープンします。 

 

 
 

(１)ログ採取フォルダを変更する 

［ログ採取フォルダ］にログファイルを保存するフォルダをフルパスで指定してくださ

い。 

 

(２)ログの採取レベルと出力方法を変更する 

各機能のログ採取レベルおよび出力方法を選択します。 

採取レベル／出力方法を［標準］以外に設定した場合、設定保存時に以下のメッセージ

が表示されます。 

 

 
 

(注意) ログ採取レベルおよび出力方法の変更は、保守員の指示がない場合は絶対に行

わないでください。 
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第１０章 

拡張機能の設定 

この章では、拡張機能を使用する際の設定について説明しま

す。 

 

 １０．１ ９ポイント文字の印刷設定 

 １０．２ PrintBridge を経由して印刷する 

 １０．３ BizReporting を経由して印刷する 
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第１０章 拡張機能の設定 
 

10.1 ９ポイント文字の印刷設定 
 

ETOSWEB SERVER をインストールした直後の設定では、９ポイント文字の印刷はできません 

(10.8 ポイント相当文字として印刷されます)。 

N5200 系コードを使用して、ホストから９ポイント文字の印刷を行う場合、ETOSWEB SERVER

で以下の設定が必要です。 

 

(1) ９ポイント文字印刷の注意事項 

① ９ポイント文字サイズの設定、文字ピッチの設定は、以下のシーケンスを使用して

ください。 

・文字サイズの設定：漢字文字サイズ指定を使用してください。 

       例：標準倍角文字 1A 26 ( 29 60 ) 29 70   ( )：省略可能 

         縦２倍角文字 1A 26 21 28 60 29 70 

         横２倍角文字 1A 26 29 60 21 28 70 

・文字ピッチの設定：文字ピッチ指定を使用してください。 

       例： 1A 24 29 70 

 

② ９ポイント文字の印刷が可能なプリンタは、「付録 N5200系コード対応プリンタ」を

参照してください。 

 

③ ９ポイント文字の印刷ができないプリンタが接続されているにも関わらず、９ポイン

ト文字の印刷設定を行った場合、正しい印刷結果は得られません。 

 

(2) ９ポイント文字印刷の設定方法 

① Windows フォルダにある ETOSIPEC.INI ファイルをメモ帳等で開きます。 

 

② ETOSIPEC.INI ファイルの末尾にある[Control]セクションに下記の記述を追加してフ

ァイルを保存します。 

 

PAPER2=10,１０ inch 

SOURCE1=TF,ﾄﾗｸﾀﾌｨｰﾀﾞ 

ORIENTATION=1 

POSITION=1 

 

[Control] 

9PCHAR=108  ←ここに記述を追加 

 

 ただし、N5200 系コード印刷に使用する外字ファイルが「移行外字」(注 1)の場合は、９ポ

イント文字印刷時に参照する外字ファイルを指定する必要があります。 

 下表の３種類の記述から適切な設定値を選択してください。 
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(注 1)「Windows 標準外字」を利用する場合、上記設定は外字をプリンタにビットマップで登

録する際のドットサイズを表します。通常は、9PCHAR=108 と設定してください。 

 

設定 意味 

9PCHAR=72 ９ポイント外字に７ポイント(24×24ビット)の外字ファイルを 

使用する。 

9PCHAR=10

8 

９ポイント外字に 10.8ポイント(36×36ビット)の外字ファイルを

使用する。 

9PCHAR=12

0 

９ポイント外字に 12ポイント(40×40ビット)の外字ファイルを使

用する 
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10.2 PrintBridge を経由して印刷する 
 

N5200 系コードの印刷は、PrintBridge と連携することにより以下の印刷が可能となります。 

・LAN へ接続され他プリンタへの障害通知機能を使用した印刷(PrintAgent が必要) 

・他社製プリンタへの印刷(エプソン製、キャノン製を推奨) 

 

PrintBridge を使用する場合は、次の手順で印刷を行ってください。 

 

① PrintAgent をインストールする。 

障害通知機能を使用する場合、PrintAgent か、SimpleMonitor(および PrintAgent 拡張モジ

ュール for SimpleMonitor)(プリンタ添付)が必要となります。 

障害通知機能を使用しない場合はインストールする必要はありません。 

 

② PrintBridge をインストールする。 

※インストール方法については、PrintBridge のマニュアルを参照してください。 

 

③ PrintBridge の SGでプリンタドライバを定義する。 

印刷に使用するプリンタドライバを PrintBridge の SG ツールで定義してください。 

※設定方法については、PrintBridge のマニュアルを参照してください。 

 

④ ETOSWEB SERVER の SGで PrintBridge を指定する。 

N5200 系コードの詳細設定でプリンタ機種名に PrintBridge を指定してください。 
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  設定するプリンタ機種名は、ホスト側で定義しているプリンタにより変わります。 

  実際に印刷するプリンタ機種には依存しませんので注意してください。 

 

ホストで定義したプリンタ 設定するプリンタ機種名 

ページプリンタ PrintBridge(ページ系) 

シリアルプリンタ PrintBridge(シリアル系) 

 

⑤ 印刷を行う。 

ホストからデータを送信し、印刷を行ってください。 

 

(注意) サポートしているプリンタ、制御コード等は、PrintBridge のマニュアル等を参照して

ください。 
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10.3 BizReporting を経由して印刷する 
 

 BizReporting との連携により、N5200 系コードの印刷に次の機能が追加されます。 

・ Windows プリンタに対する印刷出力 

・ フォームオーバーレイ/レイアウト変更などの帳票デザイン加工 

・ イメージデータ、テキストデータの挿入(データベースからデータを引用) 

・ 出力帳票の保管 

 

BizReporting を使用する場合は、次の手順で印刷を行ってください。 

 

① BizReporting をインストールする。 

※BizReporting のインストール方法については、BizReporting のマニュアル等を参照して

ください。 

② BizReporting の SG を行う。 

プリンタ設定ツール(PICMIN)での「出力先のプリンタ」には、ETOSWEB SERVER側のSGで設

定した「出力先プリンタ」と同じものを設定してください。 

※その他設定方法の詳細は、BizReportingのマニュアルを参照してください。 

③ ETOSWEB SERVER の SGを行う。 

・プリンタ情報の設定で以下の設定を行ってください。 

 

プリンタ言語： ［N5200 系コード］を設定してください。 

障害通知 ： ［通知しない］を設定してください。本設定を行わない場合は 

SG エラーとなります。 
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・N5200 系コードの詳細設定で以下の設定を行ってください。 

 

プリンタ機種名： BizReporting(ページ系またはシリアル系)を設定してください。 

設定するプリンタ機種名は、ホスト側で定義しているプリンタにより変わりま

す。 

実際に印刷するプリンタ機種には依存しませんので注意してください。 

 

ホストで定義したプリンタ 設定するプリンタ機種名 

ページプリンタ BizReporting (ページ系) 

シリアルプリンタ BizReporting (シリアル系) 

 

初期化コード ： BizReporting 側の仕様に従って設定してください。 

外字 ： BizReporting 側の仕様に従って設定してください。 

用紙サイズ ： BizReporting 側の仕様に従って設定してください。 

印字方向 ： BizReporting 側の仕様に従って設定してください。 

 

 
 

④ 印刷を行う。 

ホストからデータを送信し、印刷を行ってください。 

 

(注意) 

サポートしているプリンタ、制御コード他、BizReporting の製品情報については、

BizReporting のマニュアル、製品紹介ページ等を参照してください。 
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第１１章 
 

トラブルシューティング 

この章では、ETOSWEB SERVER のインストールで発生したトラ

ブルと環境設定で発生したトラブルの対処方法について説明し

ます。 

 

 １１．１ インストールでのトラブル 

 １１．２ パラメータ設定でのトラブル 
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第１１章 トラブルシューティング 
 

11.1 インストールでのトラブル 
 

ETOSWEB SERVER のインストールで発生したトラブルの対処方法について説明します。 

 

(1) インストールプログラム(SETUP.EXE)が起動できない 

次のようなことが原因と考えられます。 

  ■メモリ容量が不足している 

インストールプログラムが十分に動作するだけのメモリがありません。 

メモリを増設するか、またはメモリの最適化を行ってください。 

また他のアプリケーションプログラムが動作しているため、メモリ容量が不足すること

もあります。 

その場合には他のアプリケーションを一旦終了させ、インストールを行ってください。 

メモリの最適化については、Windows のマニュアルをご覧ください。 

 

(2) インストールプログラムが止まってしまう 

次のようなことが原因と考えられます。 

■他のアプリケーションプログラムが動作している。 

他のアプリケーションが、資源(CPU など)を一時的に占有しています。 

他のアプリケーションの動作を終了するか、または他のアプリケーションプログラムと

ETOSWEB SERVER の間で資源をどのように共有するのか最適化を行ってください。 

共有資源の最適化(占有時間の設定など)については、Windows のマニュアルをご覧くだ

さい。 

 

(3) インストールが最後まで進められない 

次のようなことが原因と考えられます。 

■ハードディスクの容量が不足している 

ハードディスクの容量が不足すると、エラーメッセージが表示されます。 

インストールを終了し、ハードディスクを増設するかまたはハードディスクの中身を整

理してください。 

■ ネットワークドライブに割り当てられた CD-ROMドライブを使用している 

ネットワークドライブを使用せず、インストールするマシンの CD-ROMドライブ上からイ

ンストールしてください。 

 

(4) インストール中のエラーメッセージ 

インストール中にエラーが発生すると、エラーメッセージが表示されます。 

エラーメッセージにしたがってトラブルを解決してください。 
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11.2 パラメータ設定でのトラブル 
 

ETOSJX-PG設定する場合に発生するトラブルの解決方法について説明します。 

 

(1)ETOSJX-PGが起動できない 

次のようなことが原因と考えられます。 

■メモリ容量が不足している 

ETOSJX-PGが十分に動作するだけのメモリがありません。 

メモリを増設するなどしてメモリの最適化を行ってください。 

また他のアプリケーションプログラムが動作しているため、メモリ容量が不足すること

もあります。 

その場合には他のアプリケーションを一旦終了させ、ETOSJX-PG の起動を行ってくださ

い。 

メモリの最適化については、Windows のマニュアルをご覧ください。 

 

(2) パラメータ設定が最後まで進められない。 

次のようなことが原因と考えられます。 

■ハードディスクの容量が不足している 

ハードディスクの容量が不足すると、エラーメッセージが表示されます。 

インストールを終了し、ハードディスクを増設するかまたはハードディスクの中身を整

理してください。 
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             付録 
 

付録Ａ ETOSWEB SERVER 導入時の注意事項 

付録Ｂ ETOSWEB SERVER 使用時の注意事項 

付録Ｃ 障害発生時のお願い 

付録Ｄ コード変換テーブル 

付録Ｅ N5200 系コード対応プリンタ 
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付録Ａ ETOSWEB SERVER 導入時の注意事項 

 

Ａ１ インストールにおける注意事項 

(1)  必ず、次のソフトウェアをインストールした後に、本製品をインストールしてください。 

・Microsoft Internet Information Services 

・Microsoft Active Server Pages 

・ネットワークマネージャ 

(2)  ETOSWEB SERVER の登録／削除は、システムで動作中のアプリケーション(ネットワーク

マネージャ、ウィルスチェックプログラム等の常駐アプリケーションも含む)をすべて

終了して行ってください。 

また、本製品のインストール作業中は、Internet Information Services を停止します。 

インストール中に Webブラウザから Webサーバへのアクセスがある(またはアクセス中)

かどうかを確認してからインストールしてください。 

(3)  本製品をインストール後、Internet Information Services(WWW サービス)に仮想ディレ

クトリが追加されます。インターネットサービスマネージャを利用して、適切なディレ

クトリアクセス権を設定してください。アクセス権の設定方法は Internet Information 

Services のオンラインマニュアルを参照してください。 

(4)  ETOSWEB SERVER の登録／削除先に、ネットワークドライブを使用することはできません。 

必ずローカルドライブを使用して行ってください。 

(5)  UA パスプリンタ出力で N5200 系印刷(障害通知有り)を行う場合は、インストールする前

に使用するプリンタドライバを OSに登録しておいてください。 

(6)  64bit OSでプリンタ障害通知機能を使用する場合は、「64bit 障害通知対応 prライセン

ス」が必要となります。 

(7)  ETOSWEB SERVER をインストールすると、Windows ディレクトリに ETOSJX.INI ファイル

を作成しますが、本ファイルを書き換えないでください。 

書き換えを行うと、ETOSWEB SERVER が正常に動作しなくなります。 

(8)  ETOSWEB SERVER の登録／削除は、必ずインストールツールを使用して行ってください。

手操作にて ETOSWEB SERVER のモジュールを登録／削除すると ETOSWEB SERVER の設定が

不正となり正常に動作しなくなる可能性があります。 

(9)  ネットワークマネージャのディレクトリとは別のディレクトリに本製品をインストー

ルしてください。 

(10)  IIS がインストールされていない状態で ETOSWEB SERVER をインストールした場合、ま

たは「仮想ディレクトリが登録できません」と表示された場合は、ETOSWEB SERVER 起動

前に IIS をインストールし、ETOSWEB SERVER インストールディレクトリを仮想ディレク

トリとして登録してください。 

(11)  ETOSWEB SERVER の登録／削除を行った場合は ETOSWEB SERVER が置き換えたモジュール

を有効とするため、OS の再起動を行ってください。 

(12)  ETOSWEB SERVER 削除時に、仮想ディレクトリ「ETOSWEB」が残る場合があります。イン

ターネットサービスマネージャを起動し、手動で削除してください。 

(13)  DHCP環境などクライアント IP アドレスが固定でない場合は、ライセンス管理方式でコ

ンピュータ名管理を選択してください。 



付録Ａ ETOSWEB SERVER 導入時の注意事項 

 252 

Ａ２ ETOSJX-PGの設定に関する注意事項 

(1)  別製品で作成した PGファイル(*.PG)は使用できません。本製品の ETOSJX-PGにて PG フ

ァイルを作成し直すか、PGコンバータにて変換後 ETOSJX-PG で読み込み、本製品用に変

更することによって使用可能となります。 

(2)  システムのプリンタ情報を変更した場合(ETOSWEB SERVER で使用するプリンタドライバ

の削除、プリンタ名やフォーム格納ディレクトリの変更など)は、パラメータファイル

の関連する項目を設定し直してください。 

(3)  PGファイルは ActiveX版インストールディレクトリ配下の PGSディレクトリに保存して

ください。 

(4)  ブザー鳴動指定で「BEEP」の鳴動タイプを使用する場合、機種によってはブザー音が鳴

らない場合があります。 

(5)  COMI-2 パスファイル転送のファイル情報定義のファイル名は、64 文字以内で指定して

ください。なお、ファイル名にはスペースを含めることはできません。 

(6)  スペースコード(20H)が入ったファイル名を、COMI-2 パス機能で使用することはできま

せん。 

(7)  XFER キーに送信機能を割り当てる場合、OS の「日本語入力モードの切り替えキー」指

定を CTRL ＋ XFER に設定する必要があります。 

(8)   ［マクロファイルの指定］でマクロファイルを登録する場合、サーバ上に存在するマ

クロファイルを指定してください。クライアント上のマクロファイルを実行する場合は、

ETOSWEB SERVER ActiveX 版のメニュー［マクロ］－［実行］－［ファイル名］で、ファ

イルを指定して実行してください。 

(9)  ［ファンクションキー機能割当］で簡易操作を割り当てる場合、サーバ上に存在する簡

易操作ファイルを指定してください。クライアント上の簡易操作ファイルを実行する場

合は、ETOSWEB SERVER ActiveX 版のメニュー［簡易操作］－［実行］－［ファイル名］

で、ファイルを指定して実行してください。 
 

Ａ３ その他の注意事項 

(1) 本製品のコネクション数は、１サーバで最大 3840まで使用可能です。 

但し、サーバのリソースにより、上記の値に達する前に接続できなくなる場合があり

ます。 

(2) 本製品がインストールされているサーバ、または本製品がダウンロードされているクラ

イアントにおいて、異なるバージョンの ETOSWEB SERVER ActiveX 版を利用することは

できません。 
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付録Ｂ ETOSWEB SERVER 使用時の注意事項 
 

Ｂ１ プリンタ出力に関する注意事項 

(1) 外字を印刷するには、OS(Windows)に「ＭＳ ゴシック」または「ＭＳ 明朝」のフォントが

インストールされている必要があります。 

これらのフォントが登録されていることをコントロールパネルで確認してください。また、

これらのフォントに外字を関連付けるか、標準の外字として登録する必要があります。詳

細は、外字エディタ(OS添付)を参照してください。 

(2) 画面のハードコピーを行う時、垂直タブ(VT)は、プリンタの設定に係わらず常に６行固定

となります。 

(3) COMI-2パスによるプリンタ出力においてプリンタデータをチャネル指定によってファイル

へ出力した場合、このファイルを PC のプリンタへ出力することはできません(オフライン

プリンタ出力(ETOS52CP)未サポートのため)。 

(4) COMI-2(KB/PR)モードのプリンタ同時出力指定でプリンタ出力を行う場合、画面表示とプリ

ンタへの印刷は同時に行われません。 

プリンタへの印刷は、ETOSJX-PG の COMI-2 パス拡張機能のプリンタタイマ監視時間が経過

した後に行われます。 

(5) N5200 系コードでプリンタ出力を行う場合、以下の点に注意してください。 

・ N5200 系コード対応プリンタについては「付録 N5200 系コード対応プリンタ」参照し

てください。 

・ シリアルプリンタで印刷する場合、ETOSJX-PG、DCS プリンタおよびプリンタのプロパ

ティで設定する印刷の向き(縦／横)は反映されません。常に縦方向で印刷されます。 

・ 本体のプリンタインタフェースにプリンタ切換器やプリンタバッファ等を接続すると、

障害通知機能に制限を受ける場合があります。 

・ ネットワークプリンタや USB 接続プリンタで印刷する場合、ETOSJX-PGおよび DCS プリ

ンタのプリンタ制御コード指定で障害通知の有無を「通知しない」に設定してください。 

・ PC98-NXシリーズや Express5800シリーズをご使用で「障害通知する」を選択した場合、

電源断、プリンタケーブル抜けが、用紙切れ、DSELとして通知される場合があります。 

・ PC98-NXシリーズや Express5800シリーズをご使用で「障害通知する」を選択した場合、

プリンタケーブル抜け発生時に、印字データ抜けとなる場合があります。 

・ 障害通知の有無にかかわらず、プリンタ装置のリセットは検出できません。 

・ 「障害通知する」の場合、印刷が終了するまでの間、プリンタを占有します。このため、

複数の ETOS から(マルチホストやマルチ LU)同時に印刷しようとしたり、UA パスと

COMI-2パスの印刷を同時に行おうとすると、ホストへプリンタ障害を通知します。 

・ シリアルプリンタで N5200系コードの印刷を行う場合、ETOSJX-PG および DCSプリンタ

の N5200 系コード詳細設定で印字位置を左端に設定してください(初期値は左端になっ

ています) 。 

中央を設定する場合、ホスト側プリンタデータの修正が必要となります。  

(6) 従来変換でプリンタ出力を行う場合、以下の点に注意してください。 

・ ETOSJX-PG、DCS プリンタおよびプリンタのプロパティで設定する印刷の向き(縦／横)

は反映されません。常に縦方向で印刷されます。 

・ 従来変換を使用したフォーム印刷を行う場合、使用する OS に対応したフォーム印刷対

応プリンタドライバ『PC-FORMEX／帳楽』(別売)が必要です。 

・ フォーム印刷を行う場合、フォーム名に長いファイル名は使用できません。「８文字以

内＋ピリオド(.)＋３文字以内」でファイル名を設定してください。 
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・ フォーム印刷に使用するプリンタを変更した場合、プリンタに合せてフォームオブジェ

クトを作成し直すことが必要な場合があります。詳しくは PC-FORMEX／帳楽の説明書を

参照してください。 

(7) イメージ変換でプリンタ出力を行う場合、以下の点に注意してください。 

・ イメージ変換を使用して印刷を行う場合、ETOS内部で PC-PR201 プリンタをエミュレー

トし、印刷イメージデータを出力します。このため、ホストからプリンタを直接制御す

るコード(ホッパ切り替え､プリンタ内蔵文字の印字､フォントカートリッジの指定等)

は使用できません。 

・ ８ビットコードの CGグラフィック文字および、７ビットコードは使用できません。 

・ 印字処理中に用紙サイズを変更するコードを受け付けた場合、一旦スプールファイルを

クローズし、印刷を行います。 

(8) 本製品は文字コードを JIS78 で扱いますが、プリンタは、機種によっては JIS90 で動作

するため、印刷結果の一部が異なった字体となる場合があります(JIS78 と JIS90 の違い

によります)。 

この場合、ETOSWEB SERVER インストールディレクトリ配下の SAMPLES ディレクトリに格

納されている「JIS78.TXT」を ETOSJX-PG および DCS プリンタでプリンタ制御コード指

定の追加コードに設定するか、プリンタ本体の文字コードの設定を JIS78コードに設定

することによって、正しい字体での印刷が可能です(イメージ変換印刷を除く)。 

(9) クライアントでの UAパス印刷を行う場合、初期化コードの追加ファイルは、予めクライ

アントに用意しておく必要があります(サーバ上の追加ファイルはダウンロードされま

せん)。 

 

Ｂ２ オフライン印刷に関する注意事項 

(1) オフライン印刷データファイルのデータ量によって、プレビュー表示・印刷・変換・

リナンバーに時間がかかる場合があります。 

(2) 指定したディレクトリに存在するオフライン印刷データファイル数によって、一覧表

示に時間がかかる場合があります。 

(3) 異なる OSで出力したオフライン印刷データファイルはプリンタ情報が異なるため、必

ずプリンタを設定し直してから印刷してください。再設定を行わない場合の印刷結果

は保証できません。 

(4) 印刷開始または終了時に追加してデータファイル(追加コード)を出力する指定をして

作成したオフライン印刷データファイルを使用する場合、データファイル(追加コー

ド)はファイル作成時と同一ディレクトリに存在する必要があります。 
 

Ｂ３ グラフ表示に関する注意事項 

ActiveX 版は、Windows の GDI 機能を使用して TGL を実現している為、以下の点に注意して

下さい。 

(1) 直線、円、円弧の線パターンについて(LINE 文) 

・ 線パターンの反転はできません(反転を指定しても無視されます)。 

・ 表示できる線種に制限があります(描画モードが高速モードの場合)。 

(2) 画面のクリア(GCLR 文、ERASE 文) 

・ ペン番号 1～6を指定してもペン番号 7として処理されます(全プレーンを消去します)。 

(3) 塗りつぶしパターン(PAT文) 

・ 塗りつぶしパターンの拡大はできません。常に MAG=0として処理します。 

(1) ディスプレイの初期化と解放(DEVICE 文) 

・ ACT=0，ACT=2 はサポートしていません。指定しても処理しません。 
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(2) グラフテキスト及びラベルの大きさと傾き度合い(CSIZE 文) 

・ 斜字はサポートしていません。SLANT=1 を指定しても SLANT=0 として処理されます。 

(3) 文字(グラフテキスト)列展開の描画方向(LDIR 文) 

・ グラフテキストの描画方向は 90°単位です。 

ANG=1、3、5、7 はそれぞれ ANG=0、2、4、6 として処理されます。 

・ イタリックを指定した場合、フォントによっては描画方向(ANG=2、4、6)を指定しても

0°として描画されることがあります。 

(4) 文字(グラフテキスト)列展開の基準点(LORG 文) 

・ グラフテキスト描画時の基準点、レターフェース左下点はサポートしていません。MD=0

は MD=1として処理されます。 

(5) 連続ベクトル描画による多角形、折れ線表示値(CDRAW 文) 

・ 動作モード“F”、“A”では DMODE 文の影響を受けない場合があります。 

(6) グラフカーソルの移動(POINT 文) 

・ 移動後のマウスカーソル非表示はサポートしていません。 

常に MOD=0(表示する)として処理します。 

(7) 円、円弧、扇形の描画(CIRCLE 文) 

・ 内部を塗り潰す指定をしたときの輪郭は、DMODE 文の影響を受けません。 

(8) 矩形の描画(RECT文) 

・ 内部を塗り潰す指定をしたときの輪郭は、DMODE の影響を受けません。 

(9) 色の重ね合わせ方の指定(DMODE 文) 

・ 描画動作モード「１(Complement)」は無効となり、「０(Replace)」として扱われます。 

(10) グラフ表示領域について 

・ グラフ面定義テキスト中に定義されているグラフ表示領域が、DIM 領域より大きいと

DIM領域がグラフ表示領域となります。 

(11) グラフの表示色／背景色について 

・ グラフ表示画面の表示色は、ETOSJX-PG のグラフ表示色指定で指定したグラフ表示色や

背景色と異なる場合があります。 

・ グラフ表示色と背景色は、DMODE 文の指定により次のように表示されます。 

モード グラフ表示色 グラフ背景色 

DMODE ０、０ 

(REPLACE、不透明) 

SRC 黒色 

DMODE ２、０ 

(RESET、不透明) 

黒色 SRC AND DEST 

DMODE ３、０ 

(SET、不透明) 

SRC SRC AND DEST 

DMODE ０、１ 

(REPLACE、透明) 

SRC OF DEST NOT(SRC) AND DEST 

DMODE ２、１ 

(RESET、透明) 

NOT(SRC) AND DEST DEST 

DMODE ３、１ 

(SET、透明) 

SRC OR DEST DEST 

                                     SRC：ETOSJX-PGで指定したグラフの表示色 

                                    DEST：ETOSJX-PGで指定したグラフの背景色 
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(15) 表示フォントについて 

・表示フォントに Terminal、FixedSys、Small Fonts を指定すると、グラフ表示の一部が

乱れる場合があります。明朝(ＭＳ 明朝、ＦＡ 明朝)またはゴシック(ＭＳ ゴシック、

ＦＡ ゴシック)を指定してください。 

(16) ウィンドウサイズによる影響 

・ウィンドウサイズにより、90 度、270 度の描画角度文字の表示位置がずれることがあり

ます。 

・ウィンドウサイズを大きくした場合、グラフの目盛が大きくなることがあります。 

(17) 再描画用ファイルについて 

TGL では、再描画用にファイルを作成するため、メモリとディスクの空き容量がそれぞれ

100Kバイト以上必要になります。 

(18) グラフのプリンタ出力について 

グラフをプリンタに出力すると、色の塗りつぶしの処理がプリンタドライバにより異な

るため、画面通りの印刷結果が得られない場合があります。 

(19) クリップボード転送について 

・データ連携時、フォントの大きさの情報はメタファイルに格納できないため、グラフ内

の文字の拡大／縮小はできません。 

・グラフ領域外に描画した図形や文字は、ETOS 画面には表示されませんが、メタファイル

には格納されるため、データ連携時には、貼り付け先に描画されます。 

・90度、270度の描画角度文字の文字幅が、画面のイメージと異なることがあります。 

(20) その他 

・ 通常の文字表示と TGL のグラフは同一のウィンドウにグラフィックとして描画されるた

め、後から描いたものが優先されて表示が行われます。 

ウィンドウの再描画時には、グラフはグラフで、文字は文字でまとめて描画されます(グ

ラフを描いた後で文字を描画します)。 

再描画時の表示の順番がもともとの表示の順番と異なる場合、重なり方が変わります。 

・ １つの TGL文のパラメータ総バイト数が 257バイト以上のものを受信した場合、その TGL

文を含むグラフ表示テキストは無効となります。 

・ グラフ描画の通信テキストに誤りがあった場合、エラーメッセージを表示します。 

・ 「一部のＴＧＬコマンドが実行されませんでした。」というエラーを表示した場合、グラ

フの表示が不正となることがあります。 

・ グラフ表示が正しく行われない場合、コントロールパネルから画面の設定(画面のプロパ

ティ)を起動し、詳細設定→トラブルシューティングの“ハードウェアアクセラレータ”

を「最大」から「なし」の方向に変更することにより、正常となる場合があります。 

 

Ｂ４ 文字の入力と画面表示に関する注意事項 

(1)  Windows は JIS2004 で文字コードを扱いますが、ホスト側は JIS78で扱います。この差

分により、入力／送信した文字がホスト側で破棄される場合があります。 

(2)  グラフが表示されている位置に文字を入力すると、一時的にグラフテキストの一部が消

えます。この場合、ウィンドウサイズを変更する等で再表示を行えば、グラフと文字が

正しく表示されます。 

(3)  入力モード(ローマ字／かな)を変更する場合は、制御領域の「Ｒ/カナ」表示をダブル

クリックするか、IMEモード切替キーを押して変更してください。 

(4)  カナ入力モードを使用する場合、入力フィールドの状態とカナの入力状態が一致しなく

なる場合があります。この場合は、日本語入力システムのツールバー上の［KANA］をク

リックして、入力状態を直接変更してください。 
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(5)  IME制御の設定を無効にした場合、入力モード(ローマ字／かな)の変更操作(IME モード

切替キーの押下等)で制御領域の「Ｒ/カナ」表示は変更されますが、実際の入力モード

は変更されません。 

(6)  ETOS画面は、縦横サイズ比が適正になるように自動的に補正しています。そのためユー

ザ操作でウィンドウのサイズを変更しても指定のウィンドウサイズにならないことが

あります。 

(7)  ユーザ操作でウィンドウのサイズ等を変更しても、ウィンドウ表示状態に関する設定は、

ETOS 画面終了時にクリアされます。現在の表示状態を今後の既定値にしたい場合は、

Ctrl+S キーを押して設定を保存してください。 

(8)  ETOSJX のエラーメッセージ等を表示した時に、ETOSJX のウィンドウがアクティブ状態

にならない場合があります。 

(9)  マクロ(WIN ACTIVATE,ON)を使用した際に、ETOSJX のウィンドウをアクティブ状態にで

きない場合があります。 

(10)  ＭＳ ゴシック、ＭＳ 明朝フォントは ETOS 画面表示で必要なため、システムから削除

しないでください。 

(11)  リバースアトリビュートの行が２行並んだ場合、行と行の間はリバースしません。 

(12)  同一カラムに縦罫線とリバースのアトリビュートを指定した場合、リバースは縦罫線

カラム全体にかかります。 

(13)  プロパティシートの右上に表示されるヘルプアイコン(［？］)は、選択できません。 

(14)  Windows を終了させる際には、先に ETOS 画面を終了させてください。ETOS画面を起動

したまま Windows を終了させると、終了に時間がかかる場合があります。 

 

Ｂ５ 分散処理機能に関する注意事項 

(1) 分散アプリケーションは、32bit 分散 API・64bit 分散 APIで作成可能です。 

なお、分散アプリケーションの作成には、以下のソフトウェア(コンパイラ)を 

使用してください。 

C 言語 ： Visual C++ 2012(Visual Studio 2012)以上  *1*2*3 

COBOL 言語(32bit) ： Open COBOL Factory 21/COBOL85 Ver6.xおよび 

Open COBOL Factory 21/COBOL85 Pro Ver8.x  *1*2*3*4 

COBOL 言語(64bit) ： COBOL Standard Edition Developer Ver1.0   *1*2*3*4 

 

*1 ユーザプログラムは、指定されたバーションで作成してください。 

*2 指定以外のコンパイラで作成済みのユーザプログラムは、指定バーションで再コンパ

イルすることを推奨します。 

*3 指定以外のコンパイラで作成したユーザプログラムは、動作を保証できない場合があ

ります。 

ユーザプログラムが正常に動作しない場合は、指定バーションで再コンパイルしてく

ださい。 

*4 システムサブルーチン(32bit:CSETOS.OBJ、64bit:CSETOS64.OBJ)は、本製品添付のも

のを使用してください。 

(2) 64bit 分散アプリケーションを使用する場合は、ご使用前にランタイムをインストール

してください。インストール方法は「4.7 64bit 分散アプリケーションを使用する場合」

を参照してください。 

(3) 分散アプリケーション使用時、分散 APが ET_ENAコマンドを発行する前に、操作員が ETOS

画面を終了した場合、ETOS画面は終了しますが分散アプリケーションは終了しません。 

(4) 分散アプリケーションのウィンドウをアクティブ状態にできない場合があります。 

(5) ETOS制御機能を利用するアプリケーションとの同時動作は保証していません。 
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Ｂ６ ETOS 制御機能に関する注意事項 

ETOS制御機能は利用できません。ETOS制御機能が必要な場合は個別に対応いたしますので、

弊社担当 SE もしくは担当営業にお問い合わせください。 

 

Ｂ７ ファイル転送に関する注意事項 

(1)  パラメータ変更で COMI-2 パス拡張ファイル転送のファイル情報定義のファイル名を変

更する時は、64文字以内で指定してください。なお、ファイル名にスペースを入れない

でください。 

(2)  同一ファイルに対して同時にアクセスを行った場合(同一ファイルに対して書き込みと

読み込みを同時に行う場合等)動作は保証されません。 

 

Ｂ８ ユーザ外字に関する注意事項 

リファレンスマニュアルの「付録 ユーザ外字領域」を参照してください。 

 

Ｂ９ ローカル画面に関する注意事項 

(1)  ローカル画面ファイル機能関連のローカルユーティリティ(ETOS52FG)はサポートして

いません。 

(2)  同一ローカル画面ファイルに対して同時にアクセスを行った場合(同一ファイルに対し

て書き込みと読み込みを同時に行う場合等)動作は保証されません。 

 

Ｂ１０ オンライン FORMS に関する注意事項 

(1)  網掛けパターンの登録は出来ません。 

(2)  イメージ変換、無変換ではオンライン FORMS 機能は使用できません。 

(3)  フォームの開始／終了は単一データとしてホストより送信して下さい。制御シーケンス

以外にデータが付加されていた場合、制御シーケンスは認識されません。 

 

Ｂ１１ コード変換に関する注意事項 

(1) シフト JIS→JIS コードに変換する場合、２バイト系コードの始まりおよび終りにそれ

ぞれ KIコード(1A7016)、KO コード(1A7116)を付加しますが、付加される位置は固定では

ありません。 

例えば２バイト系のコード列があった場合、その先頭と最後に KI コードと KOコードが

付加されますが、コード列の途中にも KO コード、KI コードが付加される可能性があり

ます。 
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付録Ｃ 障害発生時のお願い 

 

障害発生時には、調査に必要な下記資料を採取して頂き、販売店、弊社担当営業、弊社担

当 SE までお渡し願います。 

チェックシートがない場合、障害対応を迅速に行えない場合がありますので、御協力の程、

お願いいたします。 

販売店、担当営業、担当 SE は、次ページ以降のチェックシートを添付の上、障害報告書を

発行するよう願います。 
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受注番号 ※ 

 

 １

１

／

２

１

１

１

１

／

２ 

障害報告書調査項目チェックシート 

障害・調査件名 障害報告書発行番号 対応者 

※  ※ 

  受付日 連絡先  所属 氏  名 電  話  番  号 ＦＡＸ番号 

※ ※ ※ ※ ※ 

 障害内容： 

※ 

 

ソフトウェア： 
□ ETOSWEB SERVER  V［   ］ 

使用マシンの設定： 

［サーバ］ 
マシン機種［ ］ 

CPU［ ］ 

CPU クロック数［ MHz ］ 

メモリ［ MB ］ 

ディスク容量［ MB ］ 

画面解像度［ × ］ 

OS［ ］ Ver．［  ．   ］ 

Service Pack ［    ］ 適用済み 

ネットワークマネージャ  Ver．［  ．   ］ 

［クライアント］ 

マシン機種［ ］ 

CPU［ ］ 

CPU クロック数［ GHz ］ 

メモリ［ MB ］ 

ディスク容量［ MB ］ 

画面解像度［ × ］ 

OS［Windows ］ Ver．［  ．   ］ ビルド No.等 ［     ］ 

ブラウザ［ ］ Ver．［  ．   ］ ビルド No.等 ［     ］ 

Service Pack ［    ］ 適用済み 

環境設定ファイル：(以下のファイルをコピーして添付して下さい) 

□ ETOSWEB SERVER ActiveX 版の SG ファイル 

(サーバ側 ：｢＊.PG｣,｢ﾘｿｰｽ名.PGD｣,｢ﾘｿｰｽ名.ETS｣,｢PG ﾌｧｲﾙ名.HTM｣) 

(クライアント側 ：｢Sxx_PG ﾌｧｲﾙ名.PG｣, ｢Sxx_PG ﾌｧｲﾙ名.PGC｣,｢ﾘｿｰｽ名.PGR｣) 

□  レジストリ情報ファイル 

分散 AP：(ActiveX 版の分散 I/F を使用する MML あるいはユーザ AP) 

プログラム言語： (□  Ｃ言語        □  ＣＯＢＯＬ言語   ) 

□  ＭＭＬソフト名［ ］ 
Ver.［    ．      ］ 

□  ユーザＡＰ名［ ］ 
(注)ユーザ作成ＡＰをご使用の場合、可能であればそのＡＰも添付してください。 

もし添付できないのであれば、プログラム内容を添付してください。 

ホストマシンの設定： 

マシン機種［ ］ 
OS［ ］ 
Ver．［  ．   ］ 

※印の項目は，記入しないでください。 
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   ２

／

２ 

 使用マシンのソフトウェア環境： 
□ 他の通信プロダクトとの共存 ［共存，共存しない］ 

 
共存の場合，プロダクト名とバージョンを記入してください。 
プロダクト名［               ］ Ver．［  ．   ］ 

 障害メッセージ： (ActiveX 版や Windows が表示するメッセージ) 

□ ActiveX 版のエラーメッセージ 
メッセージ番号［                                                                 ］ 
メッセージ内容［                                                                 ］ 

□ Windows エラーメッセージ 

メッセージ内容［                                                                 ］ 

 

ダンプ等： (以下の資料は必ず添付してください) 
□ ActiveX 版のログ (注１) 

□ ホスト側の回線トレース 
□ ネットワークマネージャのトレースダンプ(注２) 
□ ダンプ採取不可 

理由 

［                                                                        ］ 

 その他の資料： 

□ ActiveX 版の画面コピー 
□ ActiveX 版の印刷結果 

□ その他

［                                                                                     ］ 

 備考： (その他，何かお気づきの点がありましたら記入してください) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



付録 C 障害発生時のお願い 

 262 

(注１) 

１．ActiveX版のログ採取方法 

ActiveX版のログファイルは、以下の①または②の方法で採取します。 

① 障害発生のタイミングが限定できない場合 

ActiveX 版を使用している場合は、サーバ側の詳細ログを採取する為にスナップショットダンプを

採取した後に ETOSWEB SERVER ActiveX 版を終了させて下さい。 

② 障害発生のタイミングが限定される場合(画面が乱れる等) 

スナップショットダンプを採取する(Ctrl+@キーを押下あるいはツールバーのログ採取ボタンをク

リックしてください) 

※スナップショットダンプを採取した場合は、スナップショットを採取した直後に、採取した全て

のログファイルを別のディレクトリ等に退避してください。 

ActiveX版を終了すると、スナップショットダンプで採取したログファイルが上書きされてしま

います。 

 

①または②の動作を実行すると、ActiveX版インストールディレクトリの"LOG"ディレクトリにログフ

ァイルが作成されます。 

このディレクトリ配下に格納されている全てのログファイルと PGファイル、ETSファイル、および

PGDファイルを zip等で圧縮してコピーしてください。 

サーバ側、クライアント側の情報をコピーして下さい。 

 

・ ログファイルは以下のディレクトリ配下に格納されています。 

サーバ側 ：ActiveX版インストールディレクトリの"LOG"ディレクトリ 

クライアント側 ：システムドライブの"\Program Files\ETOSWEB\LOG"ディレクトリ 

・ SGファイルは以下のファイルをコピーして下さい。 

サーバ側 ：PGファイル、ETSファイル、PGDファイル、HTMファイル 

(ActiveX版インストールディレクトリの"PGS"ディレクトリ) 

クライアント側 ：PGCファイル 

(システムドライブの"\Program Files\ETOSWEB\PGC"ディレクトリ) 

 

※ログファイルを採取する前にディスクの空き容量が十分であることを確認してください(２MB 以

上)。ディスク容量が不足していると ActiveX版がログファイルを出力できません。 
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２．採取されるログファイル 

ActiveX版の起動ディレクトリ下の\LOGディレクトリに、以下の規則によりログファイルは作成さ

れます。 

 

① ETOSJXログファイル 

ファイル名 ＝ リソース名(最大 16文字)．拡張子 

 

拡張子 内    容 

L0x ログトレース 

F0x 関数トレース 

D0x 送受信データ 

K0x キー入力データ 

T0x ETOSJXテーブル 

I0x ICPログ 

S0x スナップショットダンプ 

M0x ウィンドウメッセージトレース 

DCS DCSのログ 

DCM DCSのウィンドウメッセージトレース 

PRL DCSプリンタのログ 

PRM DCSプリンタのｳｨﾝﾄﾞｳﾒｯｾｰｼﾞﾄﾚｰｽ 

     ※xは何個目の ETOSJXかを示す。 

 

② プリンタ出力(ハードコピ－を除く)のログファイル 

ファイル名 プリンタ制御コードの設定 

WN201AXX.LOG 201系コード／従来変換 

WNGDIAXX.LOG 201系コード／イメージ変換 

WNTHRAXX.LOG 201系コード／無変換 

WNINFAXX.LOG 情処系コード 

 

③ 分散 AP使用時のログファイル(ActiveX版起動ディレクトリ下の\LOGディレクトリ) 

ファイル名 内容 

ETSMMLXX.LOG ログトレース 

ETSMMLXX.TBL 分散 APIテーブル 

ETSMMLXX.ICP ICPログ 

 

③ ETOSWEB SERVER ヒストリファイル 

ファイル名 内容 

ETOSHIST.LOG ETOSWEB SERVER の動作履歴トレース 

 

④ GW Server のログファイル 

ファイル名 内容 

GWSRVM.LOG ログトレース 

GWSRVE.LOG エラーログ 

GWSRVSXX.LOG クライアント詳細ログ 
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⑤ GW Client のログファイル 

ファイル名 内容 

リソース名 XXX.LOG 

リソース名：(最大 16文字) 

クライアント回線ログ 

 

 (注２) 

・ネットワークマネージャのトレースファイル採取方法 

 

ネットワークマネージャの動作トレースおよび、データトレースを採取します。これらのトレー

スファイルの採取はネットワークマネージャの「運用管理ツール」から行います。 

① 動作トレースを採取するには、あらかじめ、メニュー「運用」－「動作トレースの開始」を選

択しておき、エラー発生時に「動作トレースの終了」を選択します。 

② データトレースを採取するには、あらかじめ、データトレースを採取する回線を選択して［回

線操作］－［データトレースの開始］を選択し、［開始］ボタンをクリックしておき、エラー発

生時に［データトレースの終了］を選択します。 

 

(詳しくはネットワークマネージャのマニュアルを参照してください) 
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付録Ｄ コード変換テーブル 

 

ここでは、コード変換テーブルの使用方法について説明します。 
 

Ｄ.１ コード変換テーブルとは 

コード変換テーブルは、ホスト側から送られる日本語コード(JIPS)を端末側の日本語コ

ード(シフト JIS)に変換する規則と、端末側の日本語コード(シフト JIS)をホスト側へ送る

日本語コード(JIPS)に変換する規則を定義したファイルです。コード変換テーブルを作成

するためには、コード変換テーブル作成ツールを使用します。 

 

Ｄ.２ 文字コードについて 

 JIPSとは、JIS78 と呼ばれる JIS コードに漢字 IN(1A7016)、漢字 OUT(1A7116)を加えた文

字コードを表します。コード変換テーブルを定義する上では、JIPSと JIS(JIS78)は同じ意

味を表します。 

端末側の文字コードであるシフト JIS は、MS-DOS や Windows 3.1 では JIS78 を元にした

文字コードでしたが、本製品で使用する OSでは通常、JIS90(厳密には JIS2004)を元にした

文字コードを示します(ただし JIS78 のフォントも選択可能)。 

ホスト側の文字コードが JIS78 であるのに対して、端末側(Windows)の標準は JIS90 とな

ることから、JIS78と JIS90の差分を定義したコード変換テーブルを使用する必要がありま

す。ただし、コード変換テーブルを使用する場合でも、JIS90 で字形変更された一部の漢字

については、JIS90 の字形のままとなります。 

コード変換テーブルを作成する場合、JIS78 フォントまたは JIS90フォントを使用するこ

とが可能ですが、上記の特徴を考慮した上でどちらのフォントを使用するかを選択してく

ださい。 

 

① JIS78 フォントを使用する利点 

・ JIS78 と JIS90 の差分を定義する必要がない。 

・ 従来ホストで使用していた JIS78 特有の字体が利用できる。 

② JIS90 フォントを使用する利点 

・ JIS78 フォントを持つソフトウェアを導入する必要がない。 

・ Windows 標準の字体が使用できる。 
 

Ｄ.３ コード変換テーブルの使用目的 

(1) JIS90 環境でホストと通信が可能 

 ホストでは、JIS78 のフォントを使用しているため、原則として端末側もホスト側に合

わせて JIS78 のフォント(ＦＡフォント)を使用する必要があります。しかし、コード変換

テーブルを使用する(テーブルの新規作成時に JIS90 を選択する)ことにより、JIS78 と

JIS90 で置き換えのあった文字が対応付けられ、JIS90 のフォント(ＭＳフォント等)での運

用が可能となります。 

 なお、コード変換テーブル新規作成時の既定値では、JIS78 と JIS90 の字体の差分につ

いては置換されません。JIS78と完全に一致させるには、JIS78 の字体を個別にユーザ外字

として作成した上で、コード変換テーブルによる変換規則を定義する必要があります。 

(2) 3,760 文字の外字を利用可能 

コード変換テーブルを使用することにより、端末側では二種類のフォント(標準フォント、

拡張フォント)が使用可能となります。フォント毎に外字を用意すれば、1,880×２ ＝ 

3,760 文字 の外字が利用可能となります。 
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(3) ホストとのデータ交換を詳細に制御可能 

 コード変換テーブルにより、ホスト←→端末間の文字の変換を１文字単位で定義可能で

す。これにより、特定の文字(例えば G1 文字全て)を全て同じ文字(例えば全角スペース)

に置き換えることが可能となります。 
 

Ｄ.４ コード変換テーブルの有効範囲について 

(1) コード変換テーブルの定義が有効となる機能 

下記に示す機能ではコード変換テーブルを利用可能です。 

・ 画面表示(テキスト、グラフ文字) 

・ 画面送信(テキスト) 

・ プリンタ出力(N5200 系印刷で移行外字選択時、および無変換印刷選択時を除く) 

・ オフライン印刷プレビュー 

・ COMI-2パスファイル転送 

 

(2) コード変換テーブルの定義が無効となる機能 

下記に示す機能は、ホストと送受信する場合の文字コード体系が規定されていないため、

コード変換テーブルを利用できません(コード変換テーブルが設定されている場合でも無

視されます)。 

・ プリンタ出力(N5200 系印刷で移行外字選択時、および無変換印刷選択時) 

・ オフライン印刷プレビュー 

・ COMI-2パスバイナリファイル転送 

・ UA パスファイル転送 

・ 分散処理 
 

Ｄ.５ コード変換テーブルを使用する流れ 

コード変換テーブルは、次の手順で使用します。 

 

(1) コード変換規則を定義する準備 

コード変換規則を定義する前に、以下の準備が必要です。 

・ 変換規則の定義が必要な文字コードを抽出します。 

・ 端末側で使用するJISコード(JIS78 または JIS90)を決めます。 

・ 使用する標準フォントを決めます。 

・ 表示する字体が標準フォントに含まれているか確認し、必要に応じて字体を外字に定

義します。 

・ ２種類のフォントを使用する場合や、必要な外字数が1,880文字を越える場合、使用

する拡張フォントを決めます。 

(2) コード変換テーブルの作成 

上記で準備したコード変換規則の定義やフォントの定義を行います。コード変換テーブ

ルの作成方法については、操作ガイド「コード変換テーブルを作成する」を参照してく

ださい。 

(3) コード変換テーブルの設定 

① 画面送受信および COMI-2パス処理 

ETOSJX-PGでコード変換テーブル(ファイル)を指定します。コード変換テーブルの指定

方法については、「5.7.4 コード変換テーブルを設定する」を参照してください。 
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＜COMI-2 パスファイル転送におけるフォントについて＞ 

COMI-2 パスファイル転送で扱うファイル(シフト JIS のテキストファイル)はフォント属

性を持たないため、標準フォントと拡張フォントを区別できません。従って、受信した

ファイルをそのまま送信しても、同じデータとはならない場合があります(非可逆性)。 

 

(例)以下のように、ホストから受信した文字コードをそのままホストへ送信しても、

☆部分が元に戻らなくなる場合があります。 

 

  コード変換テーブル上の定義(外字の変換規則を定義した場合) 

   ・JIPS 7621 ←→ シフト JIS 標準フォント F040 

   ・JIPS 7721 ←→ シフト JIS 拡張フォント F040 

 

  画面の送受信 

   受信データ      端末       送信データ 

   ～76217721～    ～F040F040～    ～76217721～ 

 

    ファイル転送 

   受信データ      端末       送信データ 

   ～76217721～    ～F040F040～    ～76217621～ 
                          ↑ 
                          ☆ 
  ※F040は標準フォント、F040は拡張フォントを表す 

 

② UA パスプリンタ出力 

DCSプリンタでコード変換テーブル(ファイル)を指定します。コード変換テーブルの指

定方法については、「6.6.3 コード変換テーブルを使用する」を参照してください。 

 

③ オフライン印刷 

DCSプリンタでコード変換テーブル(ファイル)を指定します。コード変換テーブルの指

定方法については、「6.6.3 コード変換テーブルを使用する」を参照してください。 
 

Ｄ.６ 未定義コードについて 

コード変換テーブルは通常、JIS からシフト JIS、シフト JIS から JISへの変換規則が

全文字コードについて定義されますが、システム上で使用しない文字については、未定

義コードとすることが可能です(設定方法は、操作ガイド「コード変換テーブルを作成す

る」を参照)。 

 未定義コードは次のように扱われます。 

 

(1) 画面への文字入力 

未定義コード(シフト JIS から JIS への変換規則が未定義である文字コード)に設定し

た文字は、画面への入力ができなくなります。 

(2) COMI-2パスファイル転送 

COMI-2 パスファイル転送の機能では、送信する(または受信した)ファイル内に未定義

コードが含まれる場合、どのように扱うかを設定することが可能です。詳細については、

「5.6.5 COMI-2 パス拡張機能を指定する」を参照してください。
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付録Ｅ N5200 系コード対応プリンタ 

 

N5200 系コードの印刷を行う場合、以下に掲載する PC-PTOS 対応プリンタが必要です。 

 

ETOSJX シリーズ(http://www.nec.co.jp/pfsoft/etosjx/) 

－動作環境 

－サポートプリンタ一覧 

－PC-PTOS対応プリンタ 

 

なお、９ポイント文字の印刷は、掲載されているページプリンタでのみ印刷が可能です(シリ

アルプリンタでは印刷できません)。 

※ ９ポイント文字の印刷については、「10.1 ９ポイント文字の印刷設定」を参照してくださ

い。 

 

＜注意事項＞ 

(1) N 型番のプリンタ(N11xx と N78xx)は、Express5800 サーバに接続されている場合に、ネ

ットワークプリンタとして利用可能です。PCには接続できません。 

 

(2) PR-L4050、PR-L6050A、N1153-L4050、N1153-L6050A をご使用になる場合、1999 年 7 月 1

日以降に出荷された装置である必要があります。 

出荷時期が不明な場合は、プリンタファームウェアのレビジョンをご確認ください。 

       【サポート対象プリンタのファームウェア(FW)レビジョン】 

          プリンタ FWは、以下のレビジョン以降のものが該当します。 

             PR-L4050、N1153-L4050  ：レビジョン 12.41 以降 

             PR-L6050A、N1153-L6050A：レビジョン 10.35 以降 

                        *注意* プリンタ FWは、小数点以下２桁が版数を表します。 

 

(3)  PR-L2050, PR-L2900C, PR-L4050, PR-L6050A, PR-L8200, PR-L8200N, PR-L8400N, 

PR-L8500N については、プリンタファームウェアのアップデートが必要です。詳細はプリ

ンタ側にご確認ください。 

 

(4) PR-D700EXは ETOSWEB SERVERのサポートプリンタではありません。 
 

http://www.nec.co.jp/pfsoft/etosjx/
http://www.nec.co.jp/pfsoft/etosjx/common/etos_pc_ptos.html

